
    
      
        
      
    

  









































異世界ならニートが働くと思った？２




魔族の姫を従者にして姫ハーレムを作ります。
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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一章　ニートは寝て待つ









　元〈森霊族エルフ〉の一領地、現在は〈解放者〉唯一の領土であるティステル。

　周囲を深い森に囲まれ、城下町すら存在しない小さな城の、とある一室で。

　陽ひの光にきらめく美しいプラチナブロンド。

　細身ながら、女性らしさを全力で主張する豊かな胸。

　そして〈森霊族エルフ〉の血を引く証あかしである長い耳を持った少女──ティファリシア・クリアグリンは、なぜか使用人の服に身を包み、その端たん正せいな顔に満面の笑みを浮かべ、対面する少年──スマホ片手に退屈そうなホウバミレイジに向かって言う。

「はい、ご主人さま♡　あーん♡」

　サイドテーブルに置かれた料理を小皿にとりわけ、わざわざ口元にまで運んだ彼女に、レイジはめんどくさそうに口を開く。

「あー……もぐもぐ」

「おいしいですか、ご主人さま♡」

「ん……なんか最近料理長の腕あがったんじゃね？　量は少なめだけどすげえ工夫されてる気がする。まあ俺がこっちの料理に慣れただけかもしらんけど」

「それはよかったです♡」

「うん、いや、よかったはいいんだけどさ、ちょっといい？」

「なんですか、ご主人さま♡」

「はい、ご主人さま♡　とか、あーん♡　とか、それはよかったです♡　とか……やってて恥ずかしくねーの？　それともそういう恥ずかしさを気持ちよく感じちゃう変態だった？」

　うわー引くわーというレイジのリアクションに。

　それまで完かん璧ぺきだったティファリシアの笑みはぴくぴくと引きつり。

　やがてぶるぶると体を震わせはじめ──




「は……は──恥ずかしくないわけがないでしょう!?」




　決けつ壊かいした。

　やってられるかとばかりにヘッドドレスをベッドに叩たたきつけ、小皿はそっとサイドテーブルに戻し。

　この城の主にして現〈解放者〉の王──《誓約者ルーラー》ティファリシア・クリアグリンは我慢ならないとばかりにびしっと指を突つきつける。
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「だ、誰のせいで、こ、こんな屈辱的な行為をしなければいけなくなったと思っているんですか！」

「え？　誰のせい？」

　しれっと真顔で問い返してきたレイジに、ティファリシアは突つきつけていた指を力なく下ろし、顔をそらして悔しげに小声で呟つぶやく。

「ぅ……くっ……わたしの……わたしが、あなたとの【勝負】に負けたせい、です……っ」

「だよなあ」

　にやにや。

　後から考えればその勝負内容がティファリシア主導のようで実際はレイジの思惑通りのもので、どうがんばってもティファリシアに勝ち目のないものだったとしても、そのような流れにしてしまったのはティファリシアの責任だ。

　それについてはティファリシアも文句はない。文句があったとしても言えない。

　だから文句があるのは。

「せっかくうまくいきかけていたのに……」

「んー？　──ああ、〝まともな精神じゃ恥ずかしくて耐えられないから、そういう演技だと思おう。そうすれば恥ずかしさを感じずにすむ〟って？」

「な、な──」

　なぜそれを。

「まあ確かに多少は考えられてはいたな。実際途中までうまくいきかけてたし。だがお前は、一つ大切なことを忘れてる」

　真顔でそう続けたレイジに、思わず居い住ずまいを正したティファリシアは。

「……なにを、ですか」

　そう、真剣に尋ねて。




「その恥ずかしさがいいんじゃん!!」




　拳こぶしを握りしめて力一杯のたまった《英雄》に、人生の無常を感じそうになった。

　こんなのが、こんなのが〈解放者〉の《英雄》だなんて……

　深い諦てい念ねんと共にそんなことを思うティファリシアなど知らず、レイジは力説する。

「恥ずかしい、屈辱、でも感じちゃう……そうやってジレンマに悶もだえる姿が絶対正義なんだろ。なのに、それ隠そうとしてどーすんの。馬鹿なの？　死ぬの？」

「こ、こ、この人……！」

「それ以前に罰を罰として感じなくなったら意味ないって何度も言ってんじゃん」

「う……」

　それは、その通りだ。

　レイジの思惑はともかくとして、ティファリシア自身が恥ずかしい思いや屈辱的な思いをすることで、こんな思いはもうしたくないと反省を深め、次への糧かてとする──

「ま、俺としては屈辱に歪ゆがむ美少女エルフの顔最高ってのがあればあとは割とどうでもいいんだけどな」

「どうでもいい!?」

　思わず反射的に突つっ込こんだティファリシアに、最低の《英雄》がニヤニヤと笑いながら口を開いたところで。

　突然仰あお向むけに倒れた。

　──いや、倒れたのではない、押し倒されたのだ。

　レイジの影の中から現れた少女、正確には彼女の操る黒のローブ──《魔神器》『かたわらの闇やみ』によって。

「……わたしなら、ご主人さまのために、いくらでももだえるのに」

　馬乗りの状態でそうのたまった下着姿同然の少女──〈幻魔族ストレーガ〉の［四血姫］クランレウ・シミシカに、呆あつ気けにとられたティファリシアが抗議の声をあげるより早く、レイジが叫んだ。

「だあああ、だからいきなり現れんなって言ってんだろレウ！」

　跳び起きようとしたところでローブにがっちり押さえつけられ、再びベッドに寝かされたところに、すかさずレウが覆おおい被かぶさる。

「だいじょうぶ、ご主人さまのせいへきはりかいした。きちんとそういうふうにふるまう。だから──」

「俺の性癖を理解する前に言いたいことを理解しろ！」

　自らの主人であるはずのティファリシアを従え、自らの従者であるはずのレウに押し倒されるレイジは、ローブの拘束から逃れようと必死に動き回る。

「はー……まあそれはそれとして。発想自体はまあまあだったんじゃねーの」

「え？」

「罰は回避できない。であればその受け方自体を工夫する。そうやって考えること自体はいい傾向なんじゃね」

　そう適当極まりない口調で言われ、一瞬遅れてレイジに褒められたということに気づく。

「あ……ありがとう、ございます」

「読まれて俺のちょっかいであっさり解けちゃうあたり、相変わらずちょろすぎるけどな」

「く……っ、や、やっぱりわざとだったんですね……」

　あの挑発はティファリシアを素すに戻すためのものだったのだ。

「さー？　どうかなー？」

「うぅ……まだまだ考える必要があります……！」

　そう呟つぶやき、悔しげにシーツを握りしめたティファリシアからは見えないように、レイジは唇の端を持ち上げ、すぐになんでもないように続ける。

「まー魔力がない分、知恵は絞れ絞れどんどん絞れ」

〈解放者〉の《誓約者行き場のない者たちの王》であるティファリシア・クリアグリン。

〈森霊族エルフ〉の王家の血を引く彼女がそのような立場になったのは、七種族の中で唯一魔法が使えず、他種族に隷属するしかない弱者、〈隷人族インフイルマ〉の血も引くハーフだからだ。

［劣血種アブセンス］と呼ばれる彼女は、それゆえに魔力がなく魔法が使えない──。

「それは、ちがう」

「ん？」

　思わぬところから差し挟まれた否定の言葉にレイジは顔をあげた。

　ローブを蠢うごめかせるレウが、ぺたりとベッドの上に座り込こんだまま言う。

「〈森霊族エルフ〉のまほうがつかえないからといって、まりょくがないとはかぎらない。そのしょうこに──」

　不意に視線をティファリシアに向けたレウは。

「え。ちょ──え、な、なにを!?」

　黒いローブであっという間に自由を奪うと、正面からティファリシアの右耳の後ろに手を伸ばし。

　さわさわと。

　ねぶるように耳に触れ。

「ひ──ぁぁあぁっ」

　瞬間。

　ティファリシアの身体がびくんと跳ね、口からレイジが驚くほどの艶つやめいた声が漏れた。

「このように、『魔ま力りよく溜だまり』がちゃんとある」

「魔力溜まり……？」

　反射的に問い返したレイジに、レウはこくりとうなずき、ティファリシアの右耳に触れたまま言う。

「たいないをじゅんかんするまりょくが、しゅうちゅうするばしょ。まりょくがけつえきなら、『魔力溜まり』はしんぞうのようなもの。〈隷人族インフイルマ〉をのぞくかくしゅぞくは、みんなこの『魔力溜まり』をもつ」

「ふむ……つまり、その『魔力溜まり』があるってことは魔力はあるってことで、魔法が使えないってのは、その魔力を魔法に変換したり練ねったりする力がないってことか？」

「そう。むしろこれだけびんかんということは、まりょくじたいはかなりあるほう。まりょくだけなら『かたわらの闇このこ』をつかえるぐらい。……とんだむっつりすけべ」

「ぁっ……ぅっ、んっ、い、いいからっ……その、手を、どか……ぁっ、くぅぅんっっ」

「……あー、どうでもいいけどそいつはなんでそんな喘あえいでんの？」

「まほうをつかうしゅぞくはせいこうじに、ねんえきとどうじにたがいのまりょくもこうかんする。そのさいのじゅんびがスムーズにいくように、まりょくのあつまるばしょはひじょうにびんかんになっている」

「それって、つまり──」

「『魔ま力りよく溜だまり』はだいたいのしゅぞくにとってせいかんたいになる」

　せいかんたい……性感帯？

「マジか!?」

「ぁ……っ、はぁあぁっっ」

　叫んだレイジに反応するように、ティファリシアが一際大きくびくんと跳ねた。

　どうやらレウが手を動かしたせいらしい。

「まじ。ちなみに〈竜闘族ドラゴーネ〉の『魔力溜まり』は『逆げき鱗りん』ともよばれていて、そこにふれるとたいへんなことになるといわれている」

　淡々とそんなことを言うレウに、頬ほおを紅あかくし、濡ぬれた声を漏らしながらも懸命に快楽と恥辱に耐えるティファリシアが反撃に出た。

「ぃ……っ、ぃい──いい加減にっ──してくださいっ！」

　ローブの拘束から逃れ、逆ぎやく襲しゆうとばかりに背後に振り返ったティファリシアがふーっふーっと荒い息をつきながらレウを押し倒す。

「ふ、ふふふふふ……形勢逆転、ですっ。あなたにもわたしと同じ思いをしてもらいますから……！」

　そう言いながら、レウの『魔力溜まり』に触れようとするティファリシアは、すぐに眉まゆをハの字にする。

「あ、あれ？　ど、どこ……？」

　そうしているあいだに、ローブを使ってティファリシアをどかしたレウが体を起こす。

「ちなみに。『魔力溜まり』はしゅぞくどころかこたいべつなので、ほんにんにおしえてもらいでもしないかぎり、あてることはふかのう」

「な──じゃ、じゃあなんでわたしのはわかったんですか！」

「あなたにおしえてもらったから。あなたがじぶんのへやでひとりきりのときに」

「え……え!?　か、勝手に入って──!?」

「わたしののうりょくをわすれるのはおろか」

　うねうねと見せびらかすように動くローブ。

「あ──影の中を移動して……ひ、卑ひ怯きようです！」

「それはさいこうのほめことば。ありがとう」

「う……うぅぅっ」

　そうして悔しげにティファリシアが唇を噛かみ、余裕の態度で見下ろすレウ。

「んー、ってことはここら辺か？」

　その背後にいつの間にか移動していたレイジが、なにげなくレウの左肩甲骨の下に触れた瞬間。

「──ひゃんっ」

　レウの口から、とても彼女のものとは思えない声が出た。

「お、やっぱか。ここだけ不自然に隠してるって思ってたんだよなー」

　そのまま撫なで続けるレイジに、レウは漏れてしまいそうになる声を、自分の指を噛むことで懸命に抑えながら振り返る。

「っ……ご、ご主っ、じん……っ、さま……ぁっ」

　普段無表情が常のレウが漏らす艶つやめいた吐息。上気した頬ほお。懇こん願がんするような眼まな差ざしに、レイジは確信を持ってうなずく。

「おおお……マジであるのかよ『魔ま力りよく溜だまり』。おいおい、めっちゃ重要なんじゃねーのこれ」

　一般的に、その文化圏で慣習とされている習しゆう俗ぞくはなかなか明文化されない。

　異性をあだ名で呼ぶことが婚約を申し込こむのと同義であることなどもそうだったが、世界の常識であるがゆえにわざわざ文章化しないのだ。
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「広く親しまれた慣習はその文化に長く親しまないとなかなか入ってこないからなー。……取り込こむための手段を別に考えとかねーと」

　考え込むレイジが手を放すと、くたっとレウが寄りかかってきた。

「ん？　あ、わりわり。触りすぎたな。ちょっと試したかっただけだから──って、ぅぉっ!?」

　脱力し、レイジの肩に顔を載せていたレウと裏腹に。

　黒いローブ──『かたわらの闇やみ』がいつも以上に荒ぶり、レイジの両腕をあっという間に絡め取る。

　そうして、操り人形のように自由を奪われたレイジは、うつむいたままのレウがこちらを上目遣いに見上げてきて──その紅あかい瞳ひとみが、いつも以上に濡ぬれていることに気がつく。

「お、おい……レウ、さん？」

「こういうきぶんにさせたのは──ご主人さま」

　言いながら。

　ベッドの上を這はうようにして近づいてきたレウが、レイジの手を取り。

　その掌てのひらを、自らの慎つつましい胸に当てさせる。

　レイジの手いっぱいに、ふにょっとした感触が走ると同時に。

「ぁっ……」

　レウが。

　いつも以上に、艶つやのある声を漏らし。

「んん……っ、……せき、にん……とって……？」

　上目遣いの、懇こん願がん。

　そのどうしようもなく、本能に訴えてくる姿に、レイジは──




「──なにをしているんですか!!」




　寸前のところでティファリシアに割り込まれる。

「──っ」

　突然の乱入者にローブの拘束が緩み、正気に返ったレイジは間一髪窮きゆう地ちを逃れた。

「あっぶねー……危うく流されるところだったわ」

「……そんざいを、わすれていた」

　ほっと息をつくレイジと、ちっと舌打ちをするレウ。

　ティファリシアはそんな二人をにらみつけながら腕を組んで言う。

「お二人とも本来の目的をお忘れですか！」

「あー？　目的？」

「……なにそれ」

「レウさんは絶対覚えてますよね……しらばっくれてるだけですよね……！」

　正面からレウを見つめ、その目がそらされるのを確認し、ティファリシアはため息一つ。

　吐ついた以上に息を吸い、

「［誓約議会オーソリテイ］以降の世界の動きです！」

　力一杯言った。





　　　　◆◇◆◇






　──〈隷人族インフイルマ〉を解放するという契約を全種族に結ばせた、あの［誓約議会オーソリテイ］から十日。

　世界はティファリシアが思った以上に変わっていなかった。

「〈隷人族インフイルマ〉を無む理り矢や理り使役できなくなったことで、《英雄戦争》の仕様が変わったということもあると思いますが……どの種族も慎重になっているようです」

「そりゃまあなー。一応この世界の仕組みの一部が変わったわけだしー？　簡単には動けないんじゃねーの」

　その仕組みを変えた当の本人は、だらしなくベッドに寝転がりながら退屈そうにあくびを噛かみ殺しているというのが救われない。

「少しは責任感とかわかないんですか……」

「わかないね。これっぽっちもわかないね」

　人差し指と親指がくっつきそうな勢いでこれっぽっち感を表現するレイジに、ティファシリアは世界を代表して深々とため息を吐く。

「相変わらず最低です……」

「んで、具体的にどの種族とどの《英雄》がどう動いてないわけ？」

「え。……ど、どの種族がどう動いてない？」

　動いているならともかく、動いていないことをこれ以上どう詳しく表現すればいいのか。

　ティファリシアが疑問符を浮かべているあいだに、レイジは視線をすぐ隣の無表情少女に動かす。

「おおきなところでみっつ」

　レイジの問いを当然のように受けたレウは、黒いローブに三本指を立てさせ、そのうちの一本を倒して言う。

「まず〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》アーサー・ペンドラゴン。もともとあまり〈隷人族インフイルマ〉をじゅうししていなかったから、そうそうに《英雄戦争》での〈隷人族インフイルマ〉とうようはいしをせんげんした。《誓約者ルーラー》もそれをりょうしょうしている」

「な──」

　なぜそんなことがわかるのか。

　そう問うのを拒むように、黒いローブ──『かたわらの闇やみ』がうごめく。

「あー、いかにも言いそうだな。確か〈竜闘族ドラゴーネ〉ってのは直情的で戦闘狂……魔法の系統は『竜りゆう神じん白びやつ化か』で、これまた戦闘特化の《英雄戦争》ありき。中身も［誓約議会オーソリテイ］で見たまんまってことか。見たまんまってのは悪くねーな」

　ニヤリと笑うレイジが先を促し、レウは二本目の指を倒す。

「つぎに〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》ジャンヌ・ダルク。かのじょもまた〈隷人族インフイルマ〉をつかわないほうこうでけっさいしようとしていたけれど、こちらは《誓約者ルーラー》のはんたいにあって、だんねんしている。はなしあいじたいはつづけていくほうこうとのこと」

「『未来既知予知魔法』とかいうチートを使う事実上のラスボス種族様も《英雄》の言うことは無視できねーのか。《英雄》と《誓約者ルーラー》に意見の不一致が出てきてるってのはいい傾向じゃーん」

「え、〈神翼族エルブランシユ〉の情報まで……」

　驚くティファリシアと裏腹に、レウとレイジは平然とした表情を浮かべている。

「ちなみに〈竜闘族ドラゴーネ〉と〈神翼族エルブランシユ〉は〈解放者〉をはっきりとてきたいししている」

「え──」

「そりゃそうだろ。特に〈神翼族エルブランシユ〉は『持つべき者の義務ノブレスオブリージユ』とかいうご大層な正義の使命を掲げてるみたいだし？　〈隷人族持たざる者〉は〈神翼族持つべき者〉の手で救われるべきなのに、〈解放者〉がそこにしゃしゃり出た形になるからな」

〈神翼族エルブランシユ〉は自らをこの地上を俯ふ瞰かんした世界、天上の国からの御み使つかい──『天使』と謳うたい、『世界の管理者』を自称して他の種族たちを一段下に見ている。他種族に対して『恭順を示せ、さすれば救ってやる』と明言しているのは〈神翼族エルブランシユ〉くらいだ。

　そして、その実力はレイジが『ラスボス』と評したとおり。彼らが使う絶対固有魔法『未来既知』と、その単純かつ純粋で強大な魔法力は、先の［七滅戦セブンス］で世界を六度滅ぼしかけ、そのまま普通に進んでいれば世界はかの種族の手の元に落ちていたと言われているほど。

　その〈神翼族エルブランシユ〉の情報までレウは手に入れていたらしい。

「さいごに……〈幻魔族ストレーガ〉」

「〈幻魔族ストレーガ〉!?」

〈幻魔族ストレーガ〉は完全にその存在自体が謎なぞに包まれており、〈幻魔族ストレーガ〉の国とされているディリドは所在すら明らかにされていない。

　先の［誓約議会オーソリテイ］でさえ、何十年ぶりかの表舞台での登場と言われていたのに、どうやってそんな種族の情報を──

　驚きよう愕がくするティファリシアに、レウは不思議そうに首を傾かしげ。

「……？　じぶんのしゅぞくのことをしらべてなにがおかしいの」

「あ……確かに……そう、ですね」

　そもそもレウがその〈幻魔族ストレーガ〉だった。

　あまりに近くにいたのと、レウ自身がいまいち聞いていた〈幻魔族ストレーガ〉のイメージと違いすぎて失念していた。

　いや──そもそもレウは本当に何者なんだろうか？

　その見み目めや魔法系統から〈幻魔族ストレーガ〉であることは疑いようがないのだが、それにしても存在そのものがあまりに突飛であるような──などとティファリシアが根本的な疑問を抱いていることなど気にした素振りもなく、レウはあっさりと続ける。

「〈幻魔族ストレーガ〉だけ、うごきがふかかい。《英雄》ファウストのどくだんで、〈隷人族インフイルマ〉をりょうどないでかくりした」

「領土内で隔離？　つーか［誓約議会オーソリテイ］のときもおかしかったが、〈幻魔族ストレーガ〉って……」

「ご主人さまの思っているとおり。［誓約議会オーソリテイ］にでた〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》と《誓約者ルーラー》はりょうほうともニセモノ」

「え!?　ニ、ニセモノ!?」

「やっぱそうか。反応がわざとらしすぎたんだよなー。ま、替え玉使ってそうな種族は他にもあったけど」

「［誓約議会オーソリテイ］ですよ……!?　そんなことが他の種族に知れたら──」

「〈幻魔族ストレーガ〉はたとえほかのすべてのしゅぞくにけっそくされてせめられても、いにかいさない。そもそも〈幻魔族ストレーガ〉ないぶでまとまっていないから」

「それだけ聞けば余裕で攻められそうな気はするけどな」

「やめたほうが、いい。ぜったいにめんどうなことになる」

「……ま、レウが言うならそうなんだろ」

　あっさりと意見を翻ひるがえしたレイジに、レウは一度うなずいてから続ける。

「〈幻魔族ストレーガ〉は、いみのあることをしているようにみえないけれど、むいみなことをしているようにもみえない」

「まさに不可解ってやつか。……一番めんどくせーな。まー《英雄》がファウストって時点で不可解さはとっくに極まりねーけど」

　レイジは、片手でタブレットを操作しながら薄く笑う。

「……？　なにかおかしなことがあるのですか？」

　ティファリシアの疑問はこの世界にいる者なら誰しもが抱くものだろう。

　そして同時に、レイジたちの世界──《英雄》たちからすれば、不可解だと思う。

　なぜなら──

「俺たちの世界で『ファウスト』つったら、超有名な創作物フイクシヨンの主人公の名前なんだよ」

「創作物フイクシヨンの、主人公？」

　レイジがタブレットに表示したのは、一冊の本の装そう丁てい。

　ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ著『ファウスト』とある。

「つっても、ナポレオンと太たい公こう望ぼうが戦うような異世界だし、今さらなにがあっても驚かねーけどな」

　それにしても、これだけ数ある《英雄》たちがきちんと史実に名を馳はせたという意味で実在する中、一人だけ非実在フイクシヨンというのは気になる。

　それもこの世界でもっとも動きが不可解な〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》というのが。

　その〈幻魔族ストレーガ〉の姫であるレウが、ローブを動かしてさらに三本の指を立て、一本ずつ折っていく。

「ちなみに〈森霊族エルフ〉はえいゆうふざいのため、せいかん。〈獣妖族ペステイア〉は《誓約者ルーラー》のこうたいでそれどころじゃない。そして〈海精族シーレーナ〉は《英雄》《誓約者ルーラー》ともに、たしゅぞくとほちょうをあわせるという、こうしきせいめいをだしている」

《英雄》不在というハンデを負っている〈森霊族エルフ〉が表立って動かないのはわかる。〈海精族シーレーナ〉が中身がありそうでまったくない声明を出すというのも予期できたことだ。

　そして。

「〈獣妖族ペステイア〉も大変みたいだなー。任期前に《誓約者ルーラー》の交代とか。他種族に隙すきつくりたい放題じゃん」

「……きっと〈獣妖族ペステイア〉も、あなたにだけはそのセリフを言われたくなかったと思います」

　おそらくすべての種族の中でもっとも大きく動いた、いや動かざるをえなかった〈獣妖族ペステイア〉。

　その原因をつくったのは間違いなく〈解放者〉──より正確に言えばその《英雄》であるレイジだ。

〈解放者〉との《英雄戦争》では勝ったものの、レイジとの直接対決で敗北した〈獣妖族ペステイア〉の《誓約者ルーラー》エドラスは、《英雄戦争》の開戦権という、場合によっては種族の命運そのものであるような権利を、一時的とはいえ奪われた。

「どんなりゆうがあっても、《英雄戦争》のかいせんけんをかけるのは、ぐのこっちょう。せきにんをついきゅうされるのは、とうぜん」

　淡々と告げるレウ同様、〈獣妖族ペステイア〉内でも糾弾されたのだろう。

　任期前にもかかわらず、エドラスの免職は即断即決。［犬桜ペリート］［猫楓コーシカ］［狐蓮ルナール］［兎蘭クニークルス］［羊杏シヤーフ］の五種合議制で成り立っている〈獣妖族ペステイア〉は、すぐさま次の王を決めるべく今日も喧けん々けん囂ごう々ごうの議論を戦わせているらしい。

「戦時の勇猛果敢な名君は平時じゃ短慮な愚王だからな。止める理由はないだろあいつも」

　あいつというフレーズを強調したレイジに、ティファリシアが小さく呟つぶやく。

「ナポレオン・ボナパルト……」

　その正体は、裏から兄を操り、世界の王に仕立て上げた実妹、ポーレット・ボナパルト。

　表の歴史に決して現れることのなかった彼女は、この世界にナポレオンとして召喚されてからも替え玉をつくりあげ、暗躍に徹していた。

「ナポレオン・ボナパルトは、むしろこんかいのそうどうをせっきょくてきにせんどうしている」

「……なんのためにそんなことを。混乱が広がるだけなのに……」

「そりゃその先のことを考えてだろ。混乱時はいろいろ見えるからなー。誰が誰を本当はどう思ってるのか、とか」

　楽しそうにそんなことを言うレイジに、ティファリシアは寒気を感じて自らの肩を抱く。

「なんにせよ、今〈獣妖族ペステイア〉に手を出すのは愚策だろ。体制が揺らいでるってのがここまであからさまなのもアヤしすぎるしなー。つーかあいつならこの状況をエサにして、あわよくば他種族を釣ろうとしてる可能性のほうが高い」

「どうかん」

　即座に追従したレウに、ティファリシアはついていけなさそうになる。

　レイジたちは、いったいどこまで見ているというのか。

（──弱気に、ならない……！）

　首を横に振って、ティファリシアは思い直す。

　彼らが優れていることなど今さらだ。そのことを、今確認して悲ひ嘆たんする必要はない。むしろ、その先を見る──。

「も、問題があるのはわたしたち〈解放者〉も同様です」

　やや唐突な切り口だったからか、レイジたちが怪け訝げんそうにこちらを見てきた。

　その反応に再び気け圧おされそうになって、ぐっと顎あごを引いたティファリシアは、あらかじめ用意していた──というより、そもそもそれがこの部屋を訪ねた本当の用事だったのだが──文書を取り出す。

「これを見てください」

「えーやだ」

「即答！」

「つーか、これをどうしても見せたいので【勝負】……で、お前が負けてさっきの罰ゲームしてたよな？」

「う……そ、それは……」

「まーどうしてもってんなら見てもいいけど……その場合はもう一回──」

「そ、そこをなんとかお願いします……ご主人様♡」

　唐突な媚こびモードに、レイジはニヤニヤ顔を真顔に変える。

「ほう……やるな。そういうアドリブは効果大だ。まあ普通に〈誓約者ルーラー〉がやってるって考えると笑えるっつーか、ほんとやってて恥ずかしくないの？　大丈夫？　死にたくならない？」

「……うぅ、レイジと会ってから大事なものをどんどん失っていっている気がします……」

「大事なものをどんどん失っていく美少女エルフ……いいね！」

「だからあなたは!!」

「ご主人さま。このしょるいはわりとだいじだとおもう。じぶんでよむのがいやだったら、私がご主人さまによんであげてもいい」

「──よーしわかった自分で読もう。すぐ読もう。かせ」

　そういう口実でよからぬことをしようとしている従者の思考を読み、あっさりと折れたレイジは、手にした紙を一いち瞥べつすると、すぐに興味を失ったようにティファリシアに返した。

「んだよ、なにかと思ったら財務の話か」

「財務の話かって……よく見てください」

「見なくてもわかるわ。つーかこのデータ自体一週間前には把握してたわ」

「…………は？」

「もとより生産力が低いこの領地だけで自給自足は不可能。そこにきて今まで多少なりとあった〈獣妖族ペステイア〉との交易が断絶し、〈森霊族エルフ〉とのつながりも完全にきれて収入ゼロ。現在蓄えを切り崩してるが、二〇日と保もちません──って話だろ？」

「知って……いたのですか」

「あのなー使用人に手伝ってもらったとはいえ手ずから調べて、計算も自分でしてって……そんな手作業と、写メってスキャニングして関数計算機使っての概がい算さん出すのとどっちが早いかなんて比べるまでもないだろ？　しかも結論は考えるまでもなく一言。すなわち──やばい」

　なぜか自信たっぷり言うレイジに、ティファリシアはすぐにはっとする。

「も、もしかして、対策を考えて──」

「ん？　そんなことするわけないじゃん」

「……！」

「何度も言ってるけど、ニートを頼るなって。やりたくないことはしない、やりたいことしかしなーい。期待されたら応えることもあるけど、基本的には応えません！」

　へらへらと笑うレイジに、ティファリシアは一瞬でも期待した自分に幻滅したくなる。

「…………わたしが愚かでした」

「ほんとにな」

「くっ……い、いちいち……！」

　拳こぶしを握りしめたティファリシアは、すぐに冷静になれと自分に言い聞かせる。

　レイジの言い方は腹が立つが、言っていることはもっともだ。

　そうでなくても、優秀な者がいるからとすべて委ゆだねるというのはよくない。

　まずは、自分でよく考えてみなければ。

　以前レイジに言われたことを思いだし、声に出して確認しながら思考してみる。

「現状、ティステルが置かれている状況は〈獣妖族ペステイア〉以上に悪いです」

　レイジも言っていた通り、この土地は生産力が非常に低い。

　また、領地の大半が通常の生態系からはズレた聖域──魔法的な領域テリトリーであるため、広大であっても森林地帯でとれるものといえば木材や油ばかりで、直接口にできるものといえばごく少量のキノコ類だけだ。

　元々それらの木材を中心にした他国との交易前提で経済が成り立っていたのに加えて、［誓約議会オーソリテイ］以降、数は極めて少ないながら自由になった〈隷人族インフイルマ〉が定期的にティステル〈解放者〉の国に流入してきている。

　民が増えるのはいいことだが、養えないのでは意味がない。

〈獣妖族ペステイア〉が弱よわ味みを見せているという話をするのなら、〈解放者〉はその上をいくレベルで大盤振る舞い中だ。

　──いやまて。

　先ほどレイジは〈獣妖族ペステイア〉が弱味自体をエサにしている可能性があると話していた。

　だとすれば、〈解放者〉も同じ手が使えるのでは……？

　思わずレイジをうかがい見たティファリシアは、にやにやとこちらを見るニートに気を削そがれる。

　そもそも同じ手が使えるといっても、具体的な方法がわからない。

　レイジやレウはその方法についてもある程度予測がついているようだったが、ここで直接尋ねてしまうようでは意味がない。

　というか、単純にいやだ。

　絶対馬鹿にされる。

「なんだよ？　なんか訊ききたいことでもあんのかー？」

　片かた肘ひじをつきながらベッドに寝転がるレイジに気だるく訊かれて、ティファリシアはふいと顔をそらす。

「なんでもありません」

「あっそ」

　妙に満足そうに笑っているレイジを見て、ティファリシアは確信を深める。

　やはり、レイジには思考を読まれている気がする。

　であればなおのこと訊くことはできない。

　……もちろん意地だけで言っているわけではなく、それではなんの成長もないということだ。せめてティファリシア独自の考えがほしい。正面から彼と議論ができるように。

　弱よわ味みを武器にするという発想はティファリシアにはないものだった。

　ティファリシアがすぐに思いついたのは〈解放者自国〉だけでままならないのなら、他国を頼るという、極々当たり前の手段だけ。

　そんな話をレイジにすれば『はいアホの子ー』と即座にかえされるだろう。

〈解放者〉に限らず、他種族にタダで手を貸す種族などいない──そう言われると思う。

　そもそもティステル〈解放者〉は、国としてあまりに脆ぜい弱じやくすぎる。

　だからこそ助けられるべきだとティファリシアは思ってしまうが、そうではないのだとレイジは言う。

　たとえ助けられたのだとしても、こちらに不利な条件があるのでは意味がない。

　必要なのは対等な協力関係。

　つまり。

「同盟が結べれば……」

　半ば無意識に呟つぶやいたティファリシアに、意外なところから声がかかった。

「へえ、同盟なんて制度あんの？　種族同士が対立してんのに」

　からかい半分のような言葉をかけたのはレイジだ。

「え……知らなかったんですか？」

《英雄》──異世界人であれば当たり前といえば当たり前なのだが、ともするとなんでも知っているように錯覚するレイジが知らないというのは意外な気もする。

　レウも同じように感じたのか、じっとレイジを見つめてから口を開いた。

「……《英雄戦争》が《誓約戦争》だったころにみられたけいたい」

《誓約戦争》。《英雄》がこの世界に現れる前の話。

「あー今で言う《英雄》の刻印の奪い合いが、各種族の象徴である『種族旗』とかいうのの奪い合いだった頃の話ね」

　現在の《英雄戦争》では《英雄》の刻印を奪う、つまり《英雄》の刻印に触れることで勝敗を決するのがもっともオーソドックスな決着方法だが、元々の《誓約戦争》では、その刻印にあたるものとして、各種族で定めた『種族旗』が存在した。

「『種族旗』には、それじたいに『所有種族を同一種とみなす魔法』がかかっている。その『種族旗』をおたがいにこうかんする。そうすることで、りょうしゃはおなじしゅぞくとにんしきすることになる」

「同じ種族ってことは、たとえば〈獣妖族ペステイア〉の『種族旗』を俺たちが手に入れたら一時的に〈解放者〉でありつつ〈獣妖族ペステイア〉になる……つまり『二重種族』になるってことか」

「……あくまでみためじょうのはなし。でもそのみためがだいじ」

「仮に《誓約者ルーラー》同士で協力し合おう、だから両種族の間で《誓約戦争》をしないと《大誓約魔法》の下で契約しても、穴はいくらでもある。どっこい、同一種族とみなす魔法のかかった『種族旗』の交換によって、自他が同じ種族だと強制的に認識してしまえば、《誓約戦争》は原理的にできない。従ってその形を同盟と呼んだ、と。ふーん」

「一応今も『種族旗』自体は存在している……そうです。わたしが生まれた頃にはすでに《英雄戦争》の形でしたので、〈森霊族エルフ〉のものも直接見たことはありませんが、『咲き誇る六花』の刻印が刻まれているとか」

「『種族旗』があれば、どうめいじたいはかのうといえばかのう。ただし、どうめいをうけてくれるしゅぞくがいるかどうかは、べつのはなし」

　ばっさりそう付け加えたレウに、ティファリシアは、うっと声を詰まらせる。

「ま、個性も我も強い上、元の世界で実績もある《英雄》がおいそれとよその《英雄》と手を結ぶってのは考えがたいな」

「うぅ……」

「つーかそれ以前に、俺たちには『種族旗』自体存在しないじゃん。その代わりになった刻印も──よっ」

　言いながらおもむろに上着を脱ぎ、上半身裸になったレイジに、ティファリシアが顔を赤くする。

「ひっ……な、なんでいきなり脱ぐんですか!?」

「──この通り、あるんだかないんだかよくわからん状態だしな。っておい、ちゃんと見ろよ」

　レイジが指さした胸元には、以前の『咲き誇る六花』の刻印ではなく、その痕こん跡せきのような丸い枠があった。

「私のも」

　レウの白い太ももに浮いている刻印もまた、レイジ同様に丸い枠だけになっている。

「あ……え……どうして……」

「そりゃまあ、もう俺たちが〈森霊族エルフ〉じゃないって、アレが判断したからじゃねーの？」

　窓の外を指さしたレイジは、空に浮く《六面魔法体キユーブ》──《大誓約魔法》を見て鼻で笑う。

　世界の法たる《大誓約魔法》。

　かの《六面魔法体キユーブ》がレイジたちを〈解放者〉と完全に認めた。

　その事実を刻印という形で知らしめられるのは、思った以上に胸の震えることで。

　ひそかに感動するティファリシアを尻しり目めに、レイジは軽く肩をすくめて言う。

「まーこれが〈解放者〉の刻印だってんなら、手抜きもたいがいにしろって感じだけどな」

「──そんなことはありません」

　レイジの、レウの刻印を慈いつくしむように見つめながら、ティファリシアは心から言う。

「形は、なんでもいいんです。ただそれが──わたしたちのシルシであるとわかれば」

　ぎゅっと胸に当てた手を握りしめたティファリシアに、レイジはにやりと笑って。

「そうだなー形にこだわる必要なんてないよな。なら」

　上着を羽織りながら一歩だけティファリシアに近づき、戸惑う彼女の首もと──首輪に触れる。

「これを俺たちの『種族旗』にしてもいいってわけだ。形はなんでもいいんだもんな」

　宣言と同時に、淡く光る魔法陣が広がって。

「……は？　────ま、まさか」

　即座に気づいたティファリシアは、急ぎ姿見に走り、首輪にはっきりと丸い枠が刻まれていることを確認して、目を見開く。

「おーやっぱこの程度でも決めちゃうか。あっさりしてんね、《大誓約魔法》ちゃんも」

　明らかに確信犯な口ぶりに、ティファリシアはレイジに詰め寄る勢いで叫んだ。

「な──な、なにをしているんですかあなたはああああ!!」

「なんだよ、なんでもよかったんだろ？　なら別にいいじゃん首輪でも」

「なんでもよくても、もっとこう、あるでしょう!?　よりによって首輪だなんて……！」

「いやいや『種族旗』自体がいまや同盟結ぶときにしか使わないものなんだろ？　なら、お前が同盟決めてくればその首輪を必然的にとらざるをえないってことじゃねーか」

「え……」

「首輪、とりたいんだろ？」

「そ、それは……」

　──あれ？

　なぜだろう。

　あれだけ首輪をとるためにレイジに【勝負】を挑んでがんばっていたのに。

　いざレイジからそう言われると、それほど嬉うれしくもないような……。

「ん？」

「あ、い、いえ、もちろんです！」

「なら、そのためにもがんばってみればー？」

　投げやりな口調ながら、発はつ破ぱをかけられているのだとわかって、ティファリシアははたと止まる。

　もしかして──同盟という手段自体は評価されてる？

　遅れてじわじわと嬉しさがわきあがってきて、けれどそのことを知られるのが気恥ずかしくて。

　ティファリシアは努めて仏頂面で続けた。

「言われなくても、がんばります」

「うむ。じゃ俺はここで寝てるから」

「はい──って違いますよっ、あなたも行くんですレイジ！」

「えー？　まだ［誓約議会オーソリテイ］から十日しかたってないじゃん。まだまだ備蓄も保もつし、余裕だろ」

「たった二〇日で尽きるんですよ!?　危機感はないんですか！」

「いいことを教えてやろう。俺たちの世界には『果報は寝て待て』って至し言げんがあってだな、寝てりゃ勝手にうまくいくっていう──」

「嘘うそですね！　本当にレイジの世界の言葉かはわかりませんが、ただのサボる口実であることだけはわかります！」

「ほう、やるな……まあ本当にそういう意味の言葉はあるんだが、サボる口実ってのも事実だ。まあそんなことわかったところで別になんもかわらねーけど。つーか、行くってそもそもどこ行くつもりなわけ？」

「え……そ、それは」

「〝具体的なことはなにも考えていなかった……でも同盟を組むのが目的なわけだから、同盟を締結してくれそうな種族がいないか片っ端から探していくしかない〟とか思ってるわけないよな？」

「……」

　言葉を失ったティファリシアに、レイジは気だるげに言う。

「それならまだ寝て待ったほうがましだわー」

「そんな他人事のような態度がいいわけ──」

　と、ティファリシアが続けようとしたところで。




「──ぇえー、ぃいじゃーん、果報は寝て待てとかサイコー♪」




　唐突に。

　窓の外から、明るく──明るすぎる声をかけられる。

　反射的にレイジたちが振り返るより早く、漆黒のローブの鋭い先端が窓の先へと伸び、その少女の眼前で止まった。

　スレンダーな体をミニのチャイナ服のような衣装に包み、バッチリ化粧をしているのがわかる彼女は、大きく印象的な瞳ひとみを瞬またたかせ、サイドで結わえた髪が風に煽あおられて跳ねるのも厭いとわず、楽しげに浮いている。

　──いやよく見れば、どうやら少女は二本の角つのが生えた馬のような動物に腰掛けているらしい。

　飛んでいるのはその動物だ。

　彼女自身はやたらとカワイイ小物のついたデコられた釣つり竿ざおのようなものを手にしており、その飛ぶ馬のようなものがうまくバランスをとっている。

　二本の角つのが生えた馬──神獣。釣り竿らしき、小物。そして、やたらと陽気で余裕に満ちたしゃべり口。

　スマホの画面と少女を見比べていたレイジに、少女は小首を傾かしげて尋ねる。

「んんー？　どしたの？　ぁたしの顔になんかついてるカナ♪」

　見た目からうかがえる年齢はレイジたちと同じか下に見えるが、ナポレオン＝ポーレットの例からも一概にそうとは限らない。

　……そう。

　つまり、彼女は──

「あ～そっかそっか、大事なこと言い忘れてた。名乗ってなかったね♪」

　変わらず高い声で話す少女は、そのまま先を続けようとして。

「──その必要はねぇよ」

　レイジに遮られる。




「姓は姜きよう、氏は呂りよ、諱いみなは尚しよう。とおりのいい呼び名は──太公望、だろ」
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　それは〈海精族シーレーナ〉の《英雄》と、同じ名で。

「太たい公こう望ぼう……!?」

　遅れて驚いたティファリシアに。

「さっすが～。キーアイテムだけで、あっさり正体わかっちゃうとか……やばばー」

　なにがおかしいのか、ケタケタと声に出して笑い。笑い。

「はぁ……ちょーウケる♪」

　ひとしきり笑いつくしたのち、すっかり取り残された感のあるレイジたちに目を細め、

「そーだよーん。このとーり」

　おもむろに胸元を大きく開き、そこに『寄り合う三玉』の刻印が刻まれているのをあらわにし。

「あらためて〈海精族シーレーナ〉の《英雄》太公望でーす♪　どーぞ、よ・ろ・し・く・ね♪」

　右手を頬ほおに当て、ピースサインをつくって、ウインクを決めた。





　　　　◇◆◇






　ゼガンダ海に点在するテンライ諸島と、その海中に都市を構える〈海精族シーレーナ〉。

　絶対固有魔法は『共きよう鳴めい連れん鎖さ』で、いくつかの条件を満たした上での他者との感覚共有を可能とする。

　かの魔法によって、彼らは種族間の意思疎通を強固なものとしており、他種族に比べて圧倒的に内部での抗争が少ない。

　したがって外からうかがえる限り、平和主義で温厚であるとのイメージが強く、その《英雄》である太公望も同じように見られることが多いのだが。

「……どん引きだわ」

　レイジが珍しく露骨に眉まゆをひそめるのを見て、［誓約議会オーソリテイ］に出席していた〈海精族シーレーナ〉《英雄》とは似ても似つかない少女──本物の太公望は心外そうに頬を膨らませた。

「えぇー、いきなりそれはひどくなーぃ？」

「いきなりは、そっち」

　硬い声で言うレウに、ティファリシアが追従する。

「そ……そうです。《英雄戦争》時でもないのに、なぜティステル領内に〈海精族シーレーナ〉の《英雄》が──」

「害意がないからだろ」

　すぱっと答えたレイジは、当然のことのように続ける。

「《大誓約魔法》の自動防御が働くのはあくまで害意の介在があった場合のみ。入れたってことは害意がないってことで、そこは疑問の余地がねーよ」

「……むしろなぜレイジがそのことを知っているのかが疑問なのですが」

《大誓約魔法》の自動防御魔法発動の条件に関してはその通りだが、であるのならなおのこと他種族の《英雄》が領内にいるだけで害意と受け取られてもおかしくない。

　少なくともティファリシアはそう考えていたし、今までも他種族の《英雄》が《英雄戦争》時以外で領内に入ることがなかったのはその証拠だと思っていた。

　しかし。

「そりゃ実際に自分で試したからな」

「な──」

　それはつまり、レイジが勝手に他種族の領土に入り込こんでいたということで、ティファリシアにとっては大問題であったのだが。

「そんなことよりも」

　どうでもいい問題と斬きり捨て、レイジは微妙に警戒を解かないレウを手でおさえながら言う。

「あんた、本来は男なんじゃねーの？　史実のとおりなら」

　事実、［誓約議会オーソリテイ］に出席していた〈海精族シーレーナ〉の《英雄》も男に見えた。

「えー？　どぉだったかなぁ……昔のことすぎて忘れちゃった♪　でもでも今のぁたしは完全に女ダヨ？」

　そう言いながら、短いスカートを大胆にめくってみせる。

　細いながら健康そうな白い太ももが根元付近まで見え、

「なんなら──実際に試してみちゃぅ？」

　蠱こ惑わく的てきに微笑ほほえむ少女に。

　レイジは色気を感じるより先に、舌打ちをした。

「…………やっぱそっちか。ファウストが存在するなら、そっちもありえるとは思ってたけどな」

　ガリガリと頭をかき、めんどくせぇと毒づく。

　らしくなく、本気で厄介そうに文句を言うレイジに、ティファリシアが小声で尋ねる。

「どういう、ことですか……？」

　自ら喚よび出した《英雄》のことならいざ知らず、他種族の《英雄》の情報などティファリシアにはない。

　そしてそれを得るための最善の手段は、同じ世界の人間に訊きくことだ。

「俺たちの世界で太たい公こう望ぼうと呼ばれる有名人は、大きく分けて二パターン存在する」

「二パターン？」

「史実に存在する人間と、創作物の登場人物だ」

「創作物の登場人物って……」

「史実で存在した太たい公こう望ぼう……呂りよ尚しようっておっさんは、中国で時の皇帝に仕えた軍師だ。一方で、封ほう神しん演えん義ぎっていうくっそ有名な創作物の中で描かれた太公望ってのは、仙人同様の道士……あー、まあこっちの世界で言うと特別な魔法が使える超人ってところか」

　霞かすみを食べ、永遠を生き、人を超えし者である仙人。それ自体が創作物と言っていいが、その特徴には不老不死で性別すら超越するというものがある。

「封神演義における太公望は、四不象スープシヤンっつー二本角づのの神獣に乗って空を飛ぶとかいうトンデモ記述がある。それがそうなんだろ」

　レイジが指さした空飛ぶ馬のようなもの──四不象は、ふいとそっぽを向く。

　そうしてその背に乗る主は。

「ん。んー、おしい！　半分正解、ってところかなー♪」

　いちいちわざとらしいポーズを取りながら、自らを指さし。

「ぁたしは、ぁ・た・し・だ・ヨ♪」

「……ぁあ？」

　同語反復した太公望は、眉まゆをひそめたレイジにふっと息を抜くように笑い、意味深な表情を見せる。

「そもそも《英雄召喚》で喚よび出される《英雄》って、その《英雄》の概念っぽいんだよねー。概念だから時間や因果、その実在性すら超越して、最良の状態、その《英雄》がもっとも力を発揮できる、誰にとっても望ましいと思われる姿で召喚されちゃうワケ」

　──たとえば〈獣妖族ペステイア〉の《英雄》ポーレット・ボナパルトがナポレオン・ボナパルトとして喚び出されたように。

　そしてその彼女があの外見年齢の姿で顕けん現げんしたように。

　望ましいと思われる形で、《英雄》は召喚される。

「…………なるほどな。実在性すら超越するから、その二次的創作物をも網羅するわけだ」

　独りごちたレイジに、うなずいて。

「そーそー。だから、ぁたしは史実の人物でも創作物のキャラクターでも誰かの想像上の産物でもあり、同時にそのどれでもない太公望として召喚されたってカンジなんだよー。──ちなみに太公望じゃなくて、リョーちんって呼んでほしーな♪」

　軽い声で。高い声で語られる、《英雄召喚》の根幹は、いまいちティファリシアには理解しがたく。

「誰にとっても望ましい姿で召喚される……？」

　ただその部分だけがまったく受け入れがたくて、思わずレイジをマジマジと見てしまう。

「あー、違ぅ違ぅ。本来って言ったじゃなぃ？　レイジっちだけは違うっぽいんだょね♪」

「レイジっち……だと？」

　別の部分に反応したレイジをスルーして、太公望は目を細める。

「レイジっちは概念じゃなくて、ちゃーんと時空の固定された、つまり実在性を超越してない、実体っぽいんだよー。確定した存在だから《運命力》もなぃし、《偉能レアルタ》も使えなーぃ。なーんでそうなったのかは……やっぱ、召喚者のティファティファが［劣血種アブセンス］だから？　ってぁたしは思うケドー」

「…………よく、わかりませんが」

　そもそも話を鵜う呑のみにできるような相手ですらないのだから、まともに聞く必要もないのかもしれない。

　だが──

「とりあえずこの人が《英雄》として失敗しているということだけは大変納得がいきます……」

　そのままジトっと見つめてきたティファリシアを、レイジはさらっとスルーして。

「で。その《海精族シーレーナ》の《英雄》サマが、なにしにこんなところまで来たわけ？」

　ズレていた話を戻すように。

　レイジがそう尋ねた瞬間、太たい公こう望ぼうは唇を三日月の形にし、

「もちろん、ティファティファたちの望みを叶かなえに、だよーん♪」

　両手を前にだして、さもこちらを歓迎するというような仕草をみせる。

「わたしたちの、望み……？」

　その大げさなアクションに目を奪われつつ怪け訝げんに呟つぶやいたティファリシアに。




「ど・う・め・い──ぁたしたちと結ばなぃ？」




　少女──太公望は、そう軽く言って。




「…………は？」

「──のった」




　呆ほうける《誓約者ルーラー》と即答した《英雄》の対照的な姿に、心の底から楽しそうに笑った。








二章　ニート、飛ひ翔しようす









〈海精族シーレーナ〉の《英雄》に侵入された夜。レイジの部屋で。

　ティファリシアとレイジ──〈解放者〉の《誓約者ルーラー》と《英雄》の二人は、顔をつきあわせて話し合いを行っていた。

〈解放者〉が喉のどから手が出るほど欲しかった同盟相手。

　その同盟を、あろうことか〈海精族シーレーナ〉側から申し込こまれたという事実に。

　ティファリシアは戸惑いを隠さずに言う。

「……おかしく、ないですか」

　種族としての歴史も力もあり、《英雄》も存在する〈海精族シーレーナ〉。

　その彼女たちが、歴史も力もなく、《英雄》すら心こころ許もとない〈解放者〉に同盟を申し込んでくる──。

　誰がどう考えてもおかしいとしか思えない。

　実際にあの場でもそう述べてみせたティファリシアに、太たい公こう望ぼうは小首を傾かしげて、軽く答えた。

「そんなことなくなくなーぃ？」

　人差し指を口元に当て、んーと視線を上に向け、すらすらと続ける。

「知ってると思うケドー、ぁたしたち、〈獣妖族ケモノちやんたち〉とはちょーっともめてー。かなーり、痛い目にあわされたんだよねー」

「はあ……」

　釣つり竿ざおふりふり、自分の頭にコツリとぶつけ、大げさな身振りを交える〈海精族シーレーナ〉の《英雄》に、〈解放者〉の《誓約者ルーラー》としては生返事をするしかない。

　確かに〈解放者〉が建国宣言をする前、直近の《英雄戦争》で〈海精族シーレーナ〉は〈獣妖族ペステイア〉に負け、領土を奪われていた。

「領土とられちゃうとかさー、ちょータイヘンなことでしょー？　それはもーぷんぷんだったワケ」

　頭に両手の人差し指をつけ、ぷんぷん具合を表現する太公望に。

「……あの、いちいちその仕草しないとダメなのですか？」

　ティファリシアが思わず突つっ込む。

「んーんー、こーんな仕草しちゃうくらいに怒ってるってことだよぉ」

　だがまったくめげずに言う太公望は、ついでしくしくと泣きまねをし始め、

「で、怒って怒って、怒りつかれて泣き始めてた頃に──キミたち〈解放者〉が〈獣妖族ケモノちやんたち〉の領土でドーンって建国宣言！」

　一転してテンション高くぐるぐると釣つり竿ざおを回し、こちらを指して興奮気味に続ける。

「さらにさらにあの［誓約議会オーソリテイ］だよー！　見たっ？　〈獣妖族〉《誓約者エドエド》のあの悔しそうな顔！　もーもー、ちょースッとしたよねー♪」

　あははっ、と軽やかに笑い、その場にいなかったはずの彼女は、胸の辺りに手を当てて神妙な表情を浮かべてみせる。

「あのときにさー、ぁたし……正確にはぁたしと〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》がだケド、バーッチリ、キミたちのファンになっちゃったんだよねー。だから──」

　居ても立ってもいられず、同盟を結びたいと思った。

　そう締めた太たい公こう望ぼうは、それでも考える時間は必要だからと翌日また訪れること、同盟を結ぶ際には〈海精族シーレーナ〉のスイグウ共和国に来てもらうことを告げて、去っていった。

　それから夜になるまで。

　ティファリシアはレイジの自室で、考え続けていた。

「やっぱり……おかしいと思います」

　もう何度目になるかわからない言葉を呟つぶやき、ティファリシアはずっとまともに取りあってくれないレイジを見る。

〈海精族シーレーナ〉が〈解放者〉と同盟を結びたくなるそれらしい理由は確かにあった。

　あったけれど。

　本当にそれだけで互いを同種族とみなす同盟まで結びたいと考えるだろうか──？

「あの、ちゃんと聞いてください……」

「んー？」

　いい加減限界とばかりに声をかけたティファリシアに、ベッドの上で寝転び、こちらを見ずにタブレットをいじり続けていたレイジは、画面から顔をあげないまま言う。

「聞くもなにも同じことしか言ってないじゃん。それに対する答えも言ったはずだけどー？」

「そ、それは……」

「いいじゃん、同盟。結ぼうぜ。それでこのニート生活がキープできるなら万々歳だわ」

「だからそのニート生活をキープするっていうのが気になるんです!!　あなたのことです、どうせちゃんと考えているんだと思いますが……思いますがっ」

「えー？」

　思わずまくしたてたティファリシアに、レイジはさもめんどくさそうに顔をあげ、

「つーかこの状況で言えることなんて一つだけだろ」

　鋭く目を細める。

「おかしいとか言ってる余裕がどこにあんの？」

「…………う」

　気け圧おされるように声を小さくしたティファリシアは、あらためて現状を思う。

　確かにそもそも〈海精族シーレーナ〉の真意をあれこれ考え込こむ以前に、その時間自体が〈解放者〉には存在していない。

　けれど──。

　再びぐるぐると回りかけた思考を断ち切るように、レイジがけだるげに言う。

「なーにを不安に感じてんのか知らんけどさ、そもそも同盟ってアイデアを出したのはお前だろ？　自分で自信がないこと提案したわけ？　それとも──いざ実現するってわかったらびびっちゃったの？」

「──」

　わざとらしい、イジワルな口調。

　いかにも彼が言いそうなその言葉は、ティファリシアの胸に深く突つき刺さる。

　……そうだ。

　今〈解放者〉が生き残るためには、同盟という手段しかない。

　それは他ならぬティファリシアが提案し、レイジ自身も認めてくれたことだったはずだ。

　結局のところ、ティファリシアが不安に思っているのは同盟という手段それ自体ではなく、その先にいる〈海精族シーレーナ〉のこと。

　水流を操り、同種族で感覚と思考を共有する魔法『共きよう鳴めい連れん鎖さ』を使い、海中都市で暮らす、〈森霊族エルフ〉と〈隷人族インフイルマ〉のハーフであるティファリシアとは根本から違う種族。

　太たい公こう望ぼうはさりげなく自身のテリトリーでの同盟締結を望んでいた。

　海中都市などという、自らの想像もつかない場所で、彼女たちと本当に同盟をうまく結べるのか。

　いやそもそもティファリシアにまともな交渉などできるのか──。

「〈解放者〉の王はお前なんだぜ？　ティファリシア」

　煽あおるように言うレイジに、ティファリシアは顔をあげる。

　多くはない使用人。そして──少なくはない〈隷人族インフイルマ〉の民。

　彼ら彼女たちの命運を左右するのは、他ならぬティファリシア自身。

　だったら。

「〈海精族シーレーナ〉の国だろうとなんだろうと……乗り込んで、立ち回って──勝利を勝ち取るまでです」

　まっすぐ前を向いて、覚悟を決めた〈解放者〉の《誓約者ルーラー》にレイジは悪い笑みを浮かべた。
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　ティファリシアがレイジの部屋から出て行ったあと。

「──どうして、いわなかったの？　ご主人さま」

　珍しく影の中ではなく、入れ替わるようにドアから入ってきたレウにそう尋ねられて。

　レイジはベッドの上で寝返りをうち、タブレットをいじりながら言う。

「んー？　なんの話だ？」

「どうめいのこと」

「同盟？」

「ご主人さまはどうめいのことをしっていたはず」

　間かん髪はつ入れずそう続けたレウに、レイジはたった今気づいたとばかりにポンと手を打つ。

「あーそのことね」

《英雄戦争》以前──《誓約戦争》時にあったシステム。

　同一種族とみなす魔法のかかった『種族旗』。その『種族旗』を交換して種族の垣根を強制的になくし、同種族で《誓約戦争》は行えないという大原則を利用することで成立した同盟。

　その同盟システムを──レイジは事前に知っていた。

「なのに、あのこのまえでご主人さまはしらないフリをした」

「そうだったっけ？」

「そう」

　しらばっくれようとするレイジに、レウは再び間を開けずに言葉を続ける。

「なぜ？」

「……なぜって言われてもな。別に理由は」

「なぜ──あのこのまえではしらないフリをしたの」

　いつの間にかベッドの上にまであがっていたレウが、真剣に尋ねてくる。

「おしえてほしい」

　純粋な、疑問。

　知的欲求の充足をなにより重視していたクランレウ・シミシカという少女の問い。

　そのまっすぐ向けられ続ける眼まな差ざしに、レイジは観念したように薄く長く息を吐き、タブレットの画面を消して言う。

「循環だよ循環」

「……じゅんかん？」

「別に言葉自体は動的双方向性でも、積極的共依存の推奨でもなんでもいいけどな。ようするに与えられることに慣れた者は考えることをやめる。自分の知識は相手がすべて持っている、常に最適解が与えられる、そういう環境にある奴は、ダメになる」

　持たざる者が持たざる者であり続けるのは、持とうとしなくなるから。

　与えられることに──与えられているという事実から目を逸そらすからだ。

「だから、適度に相手とは違うアイデアを持っている実感、自分が相手を上回っているという優越感、自分一人でもできるという充足感が必要なわけ。それがなけりゃいつまでも受け身に回ってるだけの、一方通行な指示待ち野郎になるだけだ」

「……あたえられるだけではなく、あたえることもできるこうぞう……それが、じゅんかん」

「ま、もちろんケースバイケースだけどな。それで実際にこちらが思う以上の結果が得られたのなら──続けない理由はないだろ」

　ニヤリと笑ったレイジが考えているのは、先日の［誓約議会オーソリテイ］でのことだろう。

　あの［誓約議会オーソリテイ］でティファリシアは、本人も想定していなかったような演説を行った。

　ああいう効果……ティファリシアが成長する可能性を信じて、レイジはあえて知らないフリをしたのだ。

「…………」

「んだよ。あ、わかってると思うけどあいつには言うなよ？　意味なくなるからな」

　めんどくさそうに言うレイジに、レウが小さく息を吐く。

「……やっぱりご主人さまはすごい」

「そうだろそうだろ。もっと言っていいよ」

「ほんとうに……ほんとうにすばらしい。つねにさきをみている。ご主人さまほどさきをみているものをほかにしらない」

「うんうん……もういいかな？」

「ほんとうに──ころしてしまいたくなる」

「……だから、たまに物騒なのはなんなのキミ」

「……？」

「いやハテナじゃなく。たまにマジで言ってるっぽくて怖いんだけど」

　レイジが頬ほおを引きつらせるのを見て、レウはゆっくりとまばたきをする。

「かんじょうのなかで、もっともつよいのは、あいとにくしみ。あいするのとにくむのはとうかち……じゃない？」

「じゃないなー。どう考えてもじゃないなー」

「けんかいのそうい」

「そういう問題じゃないけどな……ってか、さりげなくベッドの中入るのやめてくれる？」

「けんかいのそうい」

「他にどういう見解があるんですかねえ!?」

　声を張り上げたレイジに、レウは悪びれずに続けた。

「……そいね、するだけ」

「はぁ？　添い寝？」

「もじどおりのいみ。ては、ださない」

「お前は手以外を出すだろ……！　主に布とか布とか布とか」

「ださない。せいてきなことはしないと、ちかう」

　その証拠とばかりに、ローブを脱いだレウは、それを丁寧にたたんでベッドの下に置き、再びするりと布団の中に潜り込こむ。

「……いやそれ、ただ露出度が格段にあがっただけなんだが」

「きょうだけ、だから」

　その言葉は、いつものように一方的なのに、どこか切実な響きを伴っていて。

「ご主人さまは、すばらしい」

「──あ？」

「すばらしいご主人さまを、あいせる。それだけで、じゅうぶん。私は、そうおもっていた。……おもっていたけれど、あのこのことをかんがえているご主人さまをみていると──すこしだけ、ふあんになる」

　そう小声で付け加えて。

　布団を口元まであげたレウは、じっとレイジを見つめる。

「たぶん、しっと」

　吐露した感情は、起伏のないまま。

　変わらぬ無表情は、どういうわけかいつもと同じようには見えなくて。

「──────はっ、俺にはわかんねー感情だな」

　肩をすくめたレイジがばっさりとそう断じるのを聞き、レウはそっと目を閉じる。

「…………それでこそ、私のご主人さま」

　納得して、布団から出ようとして──灯あかりが消される。

「え」

「絶対、手出すなよ」

　ぶっきらぼうに告げたレイジは、もぞもぞと布団に入ると、レウに背を向け。

「……理解できないからといって、放置していいことにはならない。未知は既知にすべきだからな。わからない感情はサンプルを傍そばに置いて積極的に知る必要がある。……まあ、だから──今日だけだぞ」

　ぼそりと呟つぶやかれた言葉に。

「………………うん」

　噛かみしめるようにうなずいたレウは。

「ぜったい、てはださない──きょうだけは」

「いやそこじゃねえよ!?」

　反射的に突つっ込こんだレイジに、そっと微笑ほほえんで。

「おやすみなさい。私の、ご主人さま」

　満足げに目を閉じ。

「────あ。ひとつきになることがあった」

　すぐに目を開き、暗くら闇やみの中で起き上がる。

「ほんと自由だよねキミ……」

　いろいろと台無しな流れにため息を吐ついたレイジに、レウは首を傾かしげて言う。

「〈海精族シーレーナ〉とのどうめい。ご主人さまはほんとうはどうかんがえているの？」

　そのクリティカルな問いかけに、〈解放者〉の《英雄》はニヤリと笑って。

「そんなのお前、決まってるだろ──」

〈幻魔族ストレーガ〉の姫の目を大きく見開かせた。
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「やぁやぁ、うっれしぃなー♪　うれしぃなー♪」

　通常時の一〇倍ほどに巨大化した四不象スープシヤンの上で。

　座り込んでいるレイジ、ティファリシア、レウの三人は、一人はしゃぐ太たい公こう望ぼうを少し離れた場所から警戒するように見ている。

　なぜこんな状況になったかと言えば──。

　前日同様四不象に乗って現れた太公望は、ティファリシアたちが同盟を前向きに検討していると伝えたとたん、目を輝かせて言った。

「やったー!!　ありがとー！　これからよろしくね♪」

「いえ、あの、まだ同盟をお受けするとまでは……」

「えー？　でもでも、前向きには考えてくれてるんでしょー？」

「……それは、そうですけど」

「ならいっしょいっしょ♪　とりあえずスイグウ共和国〈海精族〉の国までいこー！」

「はあ……ではレウさんの『かたわらの闇やみ』で」

「むり」

「え？」

　思わぬ拒否に目をまたたいたティファリシアに、レウはゆらゆらと動く黒いローブをなでるようにしながら言う。

「このこをつかっていどうできるのは、いちどおとずれたことのあるばしょだけ」

「そ……そうだったんですか」

　そんな条件があったとは……。

　というか、今まであれだけ好きなように移動できていたということは、どれだけ彼女は世界中を行き来していたのだろうか。

「しかし、では、どうやって移動すれば──」

　そう口にしかけたティファリシアを遮るように、太たい公こう望ぼうが楽しそうに釣つり竿ざおを振る。

「だぃじょーぶだぃじょーぶ。この子、二〇倍までは大きくなれるから一緒に乗ってけるよん♪　空の上でいろいろと話してこーよ」

「え……空の上、ですか……」

「へえ、空飛んで行けんの？」

　意外なことにレイジが興味を示したことで、あれよあれよという間に太公望の望むとおりになったのだ。

　人一人を乗せるのが限界に見えた四不象スープシヤンは、主人である太公望が一声かけただけで一瞬で何倍もの大きさになり。

　馬そっくりの肌触りに眉まゆをひそめていたのも束つかの間ま。

　ドラゴンのような翼もなく、魔法的原理で浮いているとしか思えない四不象が、風を切って空を駆け、ティステル城からぐんぐん飛ひ翔しようする様を文字通り肌で感じたティファリシアは、小さくはなかった不信感を忘れて思わず呟つぶやいていた。

「す、すごい……」

　空を行くドラゴンや、空のさらに上──浮遊大陸に住まう〈神翼族エルブランシユ〉ならともかく、〈森霊族エルフ〉と〈隷人族インフイルマ〉のハーフであるティファリシアにとって、このような体験は本来なら想像すら及ばないもので。

「まさか、空を飛べる日が来るだなんて……」

　感動、などという言葉では足らない。

　未知の感覚が手を震わせ──

「そういうことは、俺から手はなしてから言えばー？」

　さっくりとレイジに指摘されて。

　ティファリシアは、自分が無意識にガッチリとレイジの服の袖そでを掴つかんでいることに気づき、慌てて離れた。

「ち、ちがっ、こ、これは少し不安定だからというか……そ、そうです、万が一に備えて──ひっ」

　一際大きな風が吹き、ティファリシアは反射的にレイジの腕に抱きつく。

「当たってんですけどー」

「……っ」

　ニヤニヤと笑いながら棒読みで言うレイジに、ティファリシアは再び離れ、すぐにまたレイジの服の袖を掴み直す。

　空を飛んでいるふわふわとした感覚は非常に新鮮で興味深い。

　だがそれとは別に、地に足の着かない独特の不安感が、本人の意志と無関係に安定しているものを求めてしまう。

　それがレイジなのは……きっとこのニートが安定して極悪非道だから。

　そうだ、そうに違いない。それ以外に理由なんてない──一人納得しようとしていたティファリシアに。

「──!?　きゃっ」

　突然黒いローブが巻きついてきた。

「な、なにを──」

　反射的にローブの主──レウを見たティファリシアは、

「これで、おちるしんぱいはない」

　いつも通りの無表情なのに、どこか威圧的な空気を感じて。

「あ……ありがとう、ございます……？」

「べつに。あなたのためじゃない」

　ふいとレウが顔をそらし、ティファリシアは続ける言葉を少し迷う。

「あの……大変ありがたいのですけど、これだと身動きがとれないような……」

　腕までぐるぐる巻きにされているので、本当になにもできない。

　だが、レウはそれについては無視を決め込こんだ。

「ちょっと──」

「──きゃっはははっ」

　再び抗議しようとしたところで、ティファリシアたちのやりとりを見ていた太たい公こう望ぼうが突然笑い出し、

「なーるなる♪　三人はそーゆう関係なんだ♪」

　すべてを理解したようにうんうんとうなずくと、口元に手を当て、まるでレイジのようにニヤニヤしだす。

「〈解放者〉の《英雄》も色を好むかぁ」

「……なーにを勘違いしてんのか手に取るようにわかるが、めんどいからあえて放置しとくわ」

　素っ気なく言ったレイジに、太公望は不満げに頬ほおを膨らませる。

「えー、のってきてよー！　楽しく話そーよー！」

　ドタバタと大げさに手足を動かし、動かし。

「それとも──情報の流出が不安？」

　不意に。

　冷たく言って。

「……っ」

　隠しようのない、《英雄》太たい公こう望ぼうの《運命力》に。

　思わずティファリシアが気け圧おされそうになったところで、再び屈託なく笑う。

「だとしたら杞き憂ゆうだねー♪　だって、ぁたしたち〈解放者〉どころかそもそも他の種族と争うつもりがないもーん」

　肩をすくめてからそのまま両手を上にあげ、まるで降参するような仕草を見せる太公望に、ティファリシアは怪け訝げんそうに呟つぶやく。

「他の種族と争うつもりがない……？」

「そー。それって〈解放者〉の理念とも一致しちゃわなぃ？」

「……ついさいきん〈海精族シーレーナ〉は〈獣妖族ペステイア〉と《英雄戦争》をたたかっていたはず」

「それ、向こうからしかけられたんだもん。ってゆーか、今まで一度もぁたしたちからしかけた《英雄戦争》ってなぃしー」

「…………たとえむこうからしかけられたのだとしても。うけているのはじじつ」

「そだねー。でも、どの《英雄戦争》もどーしても断れない状況に追い込こまれちゃってだょ？　ほら、一度ひっくり返してしまったお盆の中身は二度と元に戻せないように、一回でも自分たちで挑んじゃったら二度と信用は取り戻せなぃしー。そこはカクジツに守ってるょ。そこらへんレウレウなら詳しく知ってるはずだケド？」

「…………」

　レウの使う『かたわらの闇やみ』の特性と、それを使用した情報収集癖を知っている──？

　その事実に黒いローブが鋭く形状を変化させ。

「ん。それ以上は必要ない」

　レイジがレウの肩に手を置き、かったるそうに頭をかいて前を見る。

「あんたアホか？　今から同盟組むっつってんのに情報の流出心配するわけねーだろ。つーか〈海精族シーレーナ〉が自分から《英雄戦争》仕掛けたことないなんて、《誓約者ルーラー》クラスなら誰でも知ってることだし」

「えっ」

「……勉強不足の《誓約者ルーラー》以外なら誰でも知ってることだし」

「わ、わざわざ言い直さないでください！」

「えーなに？　勉強不足の《誓約者ルーラー》さま」

「う……く……勉強不足なのは……認め、ます……けど」

「まぁ最近《誓約者ルーラー》になったばっかなら普通知らんと思うけど」

「──!?　じゃあなんでわざわざ……」

「その先言わせたいの？」

「──言わなくていいです!!」

「ま、そんなわけで〈解放者〉の《誓約者ルーラー》は経験不足のオツムてんてんなんで、楽しい話したいっつーならそっち方面のことにしてくれる？」

「オツ……」

「むー。ぁたしはレイジっちのコイバナとかそういう話のほうがしたいんだけどなー」

「……私もそっちのほうがきになる」

「おいこらレウ」

　真剣にうなずくレウに、一応ツッコミを入れ、レイジはため息と共に言う。

「先に言っとくけど、アイやらコイやらの話はマジで興味ねーから。その方向で膨らませようとするのは無駄だぜ」

「ふーん？　それってなんか理由があってのことなのカナ？」

「──同意してるようで、しっかり自分の向けたい方向に話の舵かじをきる。その手にはのらねーよ？」

　口をｗの形にして尋ねてきた太たい公こう望ぼうに、レイジはさらりと返すが。

「ご主人さまにとってのせいよくとはなにかくわしく」

　太公望以上の熱意でずずいと訊きいてきたレウに、顔を引きつらせて言った。

「だからお前はどっちの味方なんだよ！」

「あはっ」

　思わず素すで突つっ込こみを入れたレイジに、太公望がたまらんとばかりに噴き出し、そのままきゃははっと笑う。

「っはー、ほんとおかしー。……まあぁたしたちもせっかくこれから仲良くしようっていうのに、痛くもないおなか探られるのもなんだし。いーょ、レイジっちの言うとおり、そっちの話しょ」

「だとさ。よかったなティファリシア」

「そこでわたしに振るんですか!?」

　完全に会話の外にいたのに、いきなり話の矛先を向けられ声を張り上げたティファリシアに、レイジは何言ってんだとばかりにしらけた顔をする。

「は？　そりゃそうだろ。別に俺は気になることとかないし。つーか俺をなんだと思ってんの」

「…………か、〈解放者〉の」

「いいえニートです」

「わかってますけど!!」

　食い気味なレイジの返答にさらに食い気味で答えたティファリシアは涙目だった。

　わかってる。わかってるけど──納得いっていないことというのはある。

　レイジはそんなティファリシアのことなど百も承知しているとばかりに軽く流し、盛大にあくびをする。

「ふわ……実はさー、昨日あんま寝てなくて眠いんだよねー。ほれ、史実と創作物の中の太たい公こう望ぼうはこれ見りゃわかるから」

　そう言ってタブレットをティファリシアに押しつけ。

「……え？　え？」

「つーわけで、寝るわ。おやすみー」

「……は？　こ、ここで？」

　戸惑うティファリシアがそう疑問の声をあげるが。

「…………」

「もうねた」

「早すぎませんか!?」

　どうやらこのニート《英雄》には睡眠の才能もあるらしい。

　本来《英雄》に備わる《偉能レアルタ》は使えないというのに、本当にどうしようもない力にばかり恵まれている……！

「あは、レイジっちはほんとマイペースだねぇ。んでんで、ティファティファはぁたしになにが訊ききたいカンジ？？」

　そう言って前のめりに尋ねてきた太公望に、ティファリシアはやや引きながら考える。

　レイジがどうしようもないニートなのは否定のしようもないが、同時に無駄で無意味な行動もまずとらない。

　……とらない、はず。そう、信じたい。そうだと、いいな。

（いえいえいえいえ）

　そこを疑ってしまうと先に進めない。

　ティファリシアは、レイジが渡してきたタブレットに視線を落とす。

　そこにあったのは極めて短い文章。

『太公望。古代の王の軍師として数々の逸話と兵法書を残した』

『あるいは四不象スープシヤンを駆り悪あしき神々たちと戦い封印して回った』

　……こ、これだけ？

　この程度の情報でよくもまあ太公望のことをまとめたなどと言えたものだ。

「……」

　いや──逆に考える必要がある。

　この程度の情報で十分なのだとしたら？

　かの《英雄》について語れることなどごまんとある。けれど、今のティファリシアに必要なのはこの情報だけ、これ以外は必要ないと判断したとすれば。

　ティファリシアは目を閉じ、一度深呼吸する。

　レイジはティファリシアが太たい公こう望ぼうと話せる環境をあえてつくっているようだった。

　それはつまり、ティファリシアだからこそ訊きけることがある、あるいはティファリシアに訊いてほしいことがあるのではないだろうか。

　本当に太公望に興味がなく、話をする価値がないと判断していたのならティファリシアに「訊けば？」などと振るはずがないし、レイジが訊いてそれで事足りるのであればとっくに訊いているはず。

　──では、そのティファリシアだからこそ訊けること、ティファリシアに訊いてほしいこととは？

　ティファリシア。〈森霊族エルフ〉と〈隷人族インフイルマ〉の［劣血種アブセンス］。〈解放者〉の《誓約者ルーラー》だからこそ訊けること──。

「んんー？　ティファティファ？」

　長く考え込こんでいたせいか、小首を傾かしげてこちらをのぞき込むようにしてきた太公望に、ティファリシアは目を開く。

「あなたは、最初から他種族と争うつもりがない……そうおっしゃっていましたが、それはなぜですか？」

　簡潔な問い。

　それでいて、当たり前のように聞こえる問いかけに。

「んーん？　そんなたいした理由じゃないケド。というか、ティファティファも想像ついてるんじゃなーぃ？　〈海精族シーレーナ〉は──」

「いえ、あなた個人──《英雄》太公望としての意見を訊いています」

　ぱちくりと目を瞬またたいた少女を、ティファリシアはじっと見つめる。

　ときの王に的確な進言をし、軍師として名を馳はせたとされる太公望。

　だがそんな彼女もまた《英雄》だ。

［誓約議会オーソリテイ］で煽あおったように、《英雄》は多かれ少なかれ自らが至上であると考えている。

　でなければ、そもそも異世界の覇権を握ろうという召喚に応えないはず。

　であれば、たとえ非戦を謳うたい、現実にそういった進言を彼女がしていたとしても、その奥にはもっと根源的な欲求があるはず。

　もちろん、ないにこしたことはない。そうティファリシア自身は願っている。

　彼女が本心から他種族との争いを避けたいと思っているのなら──それはある意味でティファリシアの願いと近いからだ。

　あるいは、これから掲げたいと思っている理想とも言える。

「ふーむ、ティファティファがなにを考えているのかなんとなくわかるけど、本当に言葉通りだょ？　《英雄》は召喚者と共通点がなければならない──そういうルールがあるのは知ってるよねー？　〈海精族シーレーナ〉の巫女召喚者って、《誓約者ルーラー》でもあるんだけど、ぁたしの考えはそのまんまその子といっしょ」

　だから。

「なぜ最初から他種族と争うつもりがないのかって言われたら──こう答えるょ」

　目を閉じ、胸に手を当て、釣つり竿ざおを一振りした太たい公こう望ぼうは、その軽薄な格好に不似合いな厳おごそかな声で言う。

「ぁたしたちは、心から──心の底からみんなが幸せになってほしいと願ってるから」

　最後に朗らかな笑みを添えた〈海精族シーレーナ〉の《英雄》に。

「……」

　ティファリシアはうかつにも言葉を失う。

　彼女に反論できないことを、その考え方に同意したくなるのを、どうしようもなく態度で明らかにしてしまう。

　動揺を隠すように胸に手を当てたティファリシアに、太公望は一転して舌を出し、

「ま、ぁたしたちがいくらそう考えても、なかなか同じように考えてくれる種族はいないから、結果的に争いには巻き込こまれるし、やられっぱなしでもあるんだけどねー♪」

　なかなかうまくいかないよねーと肩をすくめ、ティファリシアを、レウを、レイジを順に見つめる。

「だからこそ、同じように考えてくれている、それでいて、面白い強さのあるキミたち〈解放者〉と一緒にがんばりたいって思ってるんだケド…………おょ？」

　最後の言葉で下を見た太公望に合わせ、四不象スープシヤンがゆっくりと下降しはじめる。

「なーんて言ってるあいだに着いちゃった♪　みんな忘れ物はなーぃ？　降りる準備しといてねー♪」

　立ち上がり、どこまでも明るく笑う太公望を、ティファリシアはまぶしそうに見つめることしかできなかった。








三章　ニート、歓待される









　ティファリシアたちが降り立ったのは、ゼスティス大陸南端。

　透き通る海と白い砂浜が広がる、アリエレの浜辺と呼ばれる場所だ。

　青い空と陽ひの光が足元の細かな砂や、前方に広がる海──セレランティフ海に反射して眩まぶしい。

　ティファリシア自身は紙の地図で地名を見たことがあるだけの未踏の地は、完全に予想外だった。

　なぜならこの場所は──

「あの、ここ……〈獣妖族ペステイア〉の領地ですよね？」

　なるほど確かに害意がなければ領地の侵犯にならないことは、身をもって証明できたが──

〈海精族シーレーナ〉の国、スイグウ共和国は、ゼスティス大陸南西からティタリア大陸北西に広がるゼガンダ海、正確にはそこに点在するヘイジ諸島とその海域が領地であったはず。

　セレランティフ海とゼガンダ海は、テル海峡を境に西と東、フライグ大陸を境に東と西に分かれており、ここからではまるで遠い位置にある。

「にっひー、そう思っちゃう？」

　したり顔の太たい公こう望ぼうは、ティファリシアのその疑問に人差し指をぴっと立てた。

「ところがビックリ。海の中は全部つながってるんだなー♪」

　そうして、右手に持った釣つり竿ざおを一振り。

　針先を海の中へ入れると、まっすぐに伸びたままの針が光を放ち、そこに魔法陣を描く。

　淡く光を帯びた魔法陣はやがてその光を強くしていき──人一人が通れるほどの扉を作りだした。

　その明らかに異様な現象に、ティファリシアが息を呑のむ。

「こ、これが〈海精族シーレーナ〉《英雄》の《偉能レアルタ》……？」

「あ、違う違う、これは仙せん術じゆつってやつだよん♪」

「せん、じゅつ？」

「そ。まーぁたしの使うやつは、あの子とこれに頼りっきりになっちゃうから、そう大きなコトはできなぃんだケドねー」

　釣り竿をフリフリと動かす太公望に、レイジがなんということもなく言う。

「やっぱその釣り竿が『宝貝パオペエ・打だ神しん鞭べん』か」

「お、レイジっちさっすがー！　せーかい♪」

「…………仙術と《偉能レアルタ》は別換算ね。そりゃまたずいぶんとめんどくせーな」

「どういう……？　──ってなんでまた寝るんですか!?」

「あんだよ……眠いって言ってんじゃん、邪魔するとオンブさせんぞ」

「どんな怒り方ですかっ」

「ハーイハイ、それじゃいこっかー♪」

　言い合うティファリシアたちを尻しり目めに、太たい公こう望ぼうは軽い足取りで扉を通り抜けていく。

　おそらくあの先にスイグウ共和国があるのだろう。

　だがしかし、そうだとわかっていても容易に足を踏み出すことは──

　そう思い、足を止めたまま唾つばを飲み込こむティファリシアの前で。

「ふわー……ねみぃ」

　あっさりとレイジが光の中に吸い込まれていく。

「え」

「……さすがご主人さま」

　続けてレウも躊ちゆう躇ちよなく歩を進め。

「え……え……ええええ!?」

　普通、もっと、こう、警戒とか逡しゆん巡じゆんとかあるのではないだろうか……!?

　これでは一人二の足を踏んだティファリシアが馬鹿みたいに──

「早くしろよビビリのご主人様」

　ひょいと、こちらをのぞいてきたレイジの浮かべるニヤニヤ顔に、ティファリシアはかーっと顔を赤くして。

「び──びびってなんていません！」

　ずんずんと大おお股またで歩き、一気に光の扉を抜ける。

　門を通るときだけ目を閉じ、再び開く。

　そうしてティファリシアの目の前に広がっていたのは──

「──へ？」

　水と光の巨大な芸術品。

　ティファリシアが率直に感じたのはそれだった。

　見上げれば空の代わりに海が広がり、鳥やドラゴンの代わりに大小様々な魚たちが泳いでいる。

　正面に視線を戻せば、いかなる仕組みなのか、透き通った青で造られた巨大なアーチ状の門と、典てん麗れいな意匠の施された幾本もの柱が幾き何か学がく的てきに配置されており、そして。




『ようこそ!!　海中都市ワタツミノミヤへ!!』




　揃そろった声は、正面に整列するやたらと露出の多い──水着のような衣装を身につけた美少女たちの発したものだった。

　その中央の人並みが割れ、楚そ々そとした艶つやめいた一人の女性が現れる。

　自然、中央の女性に向かって美少女たちは傅かしずき、太たい公こう望ぼうが軽い足取りで彼女に寄り添うように並んだ。

「──ようこそおこしやす。〈解放者〉の皆さま」

　周りの少女たちとは一線を画す、独特の衣装に身を包んだ彼女は、静しず々しずとこちらに頭を下げ、やんわりと微笑ほほえんだ。

「〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》をやらせてもろてます、セイレ・ユーフォニアいいますえ。よろしゅうお願いします」





　　　　◇◆◇◆◇






　どうやって造ったのかはなはだ疑問な巨大アーチを抜けると、そこにあったのは入り口以上の衝撃をもたらす光景だった。

　やわらかな青い光に照らし出されるのは、海中にもかかわらず広大なスペース。

　正面に広がる大きな湖を囲むように整然と道が整備され、ときおり船が行き交う。

　整然と並ぶ柱、一定間隔で設置された噴水、魔法的装置で動いているらしい水流で作られるモニュメント。

[image: ]

　街中を流れる運河には、ゴンドラのようなものがゆったりと通り、カップル──姉妹？　らしき〈海精族シーレーナ〉が楽しそうに談笑している。

　統一されたテーマに基づいて造られたらしい美しい石造りの家々は、完全に景観にマッチしており、明らかに街全体が見る者を愉たのしませるようにできていた。

　道行く者たちは、よくよく見れば魚のヒレらしきものがあり、彼女たちが〈海精族シーレーナ〉であるとわかるのだが──そんなことよりも。

「な…………こ、これは……」

　レイジはこのような場所を知っていた。




「ディズニー○ー!?」




「……ディズ……？　は…………？」

《概念言語イデアラング》でも翻訳しきれない単語に目を点にしたティファリシアの肩を掴つかみ、レイジは周りをはばからずにまくしたてる。

「お前はこの〝某ヴェネチアをイメージしました。本物見に行く金のないカップルもデートとかに使ってね♡〟とか言い出しそうな空間がおかしいと思わねーの!?」

「デ……こ、こほん。別に、それのなにがおかしいんですか？　こういった……その、景観地は、別に〈海精族シーレーナ〉の国に限らずあると、聞き及んでいますけど」

「マジかよ……こんなアミューズメントパークっぽい空間が他にもあんの？　異世界ですらリア充じゆう最強か？」

「あ、いえ。このような、都市全体が一つの統一感を持ったものは……」

　ちらとレウを見ると、彼女もまたこくりとうなずく。

「私もみたことない」

「……ああ、ここだけなのな。ハウス○ンボスとか○ＳＪとかはないわけね」

　よかったよかったと謎なぞの納得をするレイジに、傍かたわらを歩く〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》──セイレ・ユーフォニアが控えめに笑む。

「よろしおすえ、ワタツミノミヤは。もともと〈海精族ウチら〉が生きるためだけやったら、空気もいりしまへんのですけど、他種族のお方のこと考えてつくらせてもろてたら、なんやら楽しなって。それからは見ていただくこと、愉しんでいただくこと前提の街づくりさせてもろてます」

「まーよーするに、みーんなウェルカム♪　って感じなんだよねー♪」

　上品に笑むセイレと朗らかに笑う太たい公こう望ぼう。

　よく似ていながら、まったく違う笑顔を見ながら、ティファリシアは、どこかふわふわとした感覚で言う。

「……あの、みなさん幸せそうに歩いてますね」

「でしょでしょ!?」

　食い気味に身を乗り出してきたのは太たい公こう望ぼう。

　釣つり竿ざおを振り回し、興奮を隠さずに言う。

「ぁたしたちはさー、実際すっごく幸福なんだよねー♪　つい最近〈獣妖族ペステイア〉に負けたにもかかわらずだよ？　すっごくなーぃ？」

　それは素直にすごいと思わざるをえない。

〈海精族シーレーナ〉が《英雄戦争》で負けを重ねているのは、周知の事実であるし、実際に戦っている者もいる以上、民が知らないということはないだろう。

　だが、ティファリシアが見る限り、種族の行く末に不安を感じていたり、統治者である《誓約者ルーラー》や《英雄》に対して不満を抱いたりしている者はいないように思える。

　彼女たちはセイレや太公望に気づくと、笑顔で手を振ったり、自ら近寄って握手を求めてくるばかりで、誰も恨みがましげな目をしたり、罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐きかけたりしてこない。

「手て前まえ味み噌そだケド──なかなかの桃源郷だと思うんだよねー」

　とっさにうなずいてしまいそうになるほど。

　確かに目の前の光景は素晴らしくて。

　思わずレイジを見たティファリシアは、冷めた表情で口元だけを笑みの形に歪ゆがめる《英雄》の姿に目を見開く。

「うんうん、確かにすげーけど──もっと周り見てみれば？」

　投げやりに呟つぶやかれた言葉どおり。

　ティファリシアは、あらためて周囲を観察し。

　ある事実に気づく。

「女性が……多いですね」

　再びレイジを見ると、すでにニートは歩きながら船をこいでいた。

「って寝ないでください！」

「なんだよもー、眠いっつってんじゃん」

「レイジが言ったんでしょう!?　周りを見ろと！」

「言ったけど。その結果についてなにか答えるって言ったか？」

「くっ──」

「ほな、ウチが」

　二人の会話に控えめに割り込こんだのは、つかず離れずの距離で歩いていたセイレだ。

「お察しのとおり、ウチらは雌雄同体──男はんも同時に兼ねますえ、男性いうんは存在しはりません」

「男性が……存在しない？」

「正確には必要なときだけオトコノコになることもあるけど、基本的にはオンナノコってカンジだねー。ほら、オトコノコって血気盛んだからさー、『共きよう鳴めい連れん鎖さ』で他の種族よりは意思疎通がカンタンとはいえ、こじれて余計な争いとか起きたりしちゃうじゃん？」

　軽く付け加えた太たい公こう望ぼうに、セイレは意味深な流し目を送ってきて。

「もちろん、女子おなごはんにサービスさしてもらうときは、変わらせてもろてますえ、遠慮なく言いはりおす」

「え……あ、はい……」

　おや、と眉まゆをあげたセイレの意図がとれなくて首を傾かしげるティファリシアに、レイジがあくびをかみ殺しながら呆あきれるように言う。

「わかってねーのにうなずくなっつーの」

「わ、わかってますよ」

「へえ？　今の『女の子のあなたにエッチなサービスするときは男になるから言ってね♡』って言ってたんだけど？」

「──っ、え、遠慮します！」

　慌てて取り消したティファリシアに、セイレは着物のような衣装の袖そで口で上品に口元を押さえ、くすくすと笑う。

「なんや、かわい子ぉやな。うちにまかしおす、あんじょう気持ちよくしますえ」

　さらに近づいてふっと吐息を吹きかけてきた《誓約者ルーラー》に、ティファリシアは反射的に一歩後ずさり。

「──そうしてもらえば。むっつりすけべ」

　ぼそりと言ったレウに。

「誰がむ、むっつ──」

「あっは、ティファティファむっつりなんだー？　〈解放者〉の跡取りは安心そうだね♪」

「ち、ちがっ」

　そのままくだらない会話を続けるティファリシアたちに、レイジはため息を吐つく。

「──よろしおすえ？　ウチらの国」

　いつの間にか、ティファリシアではなくレイジの近くにいたセイレは、たおやかに微笑ほほえみながら言う。

「ウチらはよそさんとちごて、資源と食料の問題がない反面領地ゆうんがちいさなってますえ、その中で少しでも幸せにならはってほしおす、こういう国づくりさせてもろてます」

「そーんな難しい話じゃないんだけどねー」

　さりげなく反対側に回り込こんでいた太公望が、さらに続ける。

「国を治めるということは、あるいは素晴らしい国とはいかなるものか？　──答えはカンタン。自分がみんな、みんなが自分だと考えればいい」

「──『六りく韜とう三さん略りやく』……文ぶん韜とうか」

「おおおおおー♪　即答してくれるなんて嬉うれしいな♪」

　武ぶ経けい七しち書しよの一つで、後世の政治軍略に関わる人間がこぞって読んだ超有名な兵法書『六韜三略』。

　それらはすべて太たい公こう望ぼうが指南するという形で書されていた。

「〈海精族シーレーナ〉の《英雄》があんただってわかったときからずっと読み込こんでたからな」

「いやーそんな、照れちゃうなー」

「……ちなみに自画自賛とか我田引水って言葉知ってる？」

「いい言葉だよねー」

　悪びれずてへっと笑う太公望に、セイレが続ける。

「ほんま、簡単なことおすのになあ。他種族はんには通じはらへんえ」

　ほう、と艶つやっぽくため息を吐ついた〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》に。

「んーいまいち信用できねーな」

〈解放者〉の《英雄》がいかにも適当そうに言う。

「特に食料と資源の問題がないって点。さすがに無理があるんじゃねーの？」

「んー、なぃよ？」

　即答したのは太公望で。

「だってこの海全部が〈海精族シーレーナ〉のものだもーん♪」

　大きく手を広げた〈海精族シーレーナ〉の《英雄》に、レイジは棒読みで答える。

「あーなるほどねー海は広いし大きいしねーすごいねー」

　すごいすごい。そう投げやりに続けられて、太公望はぷくっと可愛かわいらしく頬ほおをふくらませた。

「むぅ……レイジっちぜんぜん信じてなぃね？　ホントのことなのにー」

「そりゃそっちの資源の話はこっちにとっても大事だし？　この海全部うちのでーすって言われても、ハイそうですかとうなずくわけにはいかねーだろ」

　へらへらと笑うレイジは目だけで言う。

　信じてほしければ証拠を見せろと。

　この海すべてが〈海精族シーレーナ〉のものであるという証拠を──。

　その無む茶ちやなフリに。

「──アリエレの浜辺で」

〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》は、〈解放者〉の《誓約者ルーラー》に向かって話しかける。

「オンブさせられへんでよかったおすなあ」

「……え？」

　一瞬、なんのことを言われているのかわからなくて戸惑うティファリシアを尻しり目めに、セイレはレイジを見る。

「リョーちんの仙せん術じゆつ、ややこしですやろ。打だ神しん鞭べん、ウチもはじめて見さしてもろたときは《偉能レアルタ》思いましたわぁ」

　アリエレの浜辺。仙術。打神鞭。──オンブ。

　それらの、フレーズは。

「──あ、ま、まさかあのときの会話を聞いて……!?」

　ティファリシアの予測に、セイレはやんわりと微笑ほほえみ。

「どれだけ離れていはっても、そこが海なら〈海精族ウチら〉はさながら目の前で起きているできごとのように知ることができます。なにせ──海はぜぇんぶウチらのものですえ」

　海がすべて〈海精族シーレーナ〉のものなのだから、そこに接している場所も──たとえそこが〈獣妖族ペステイア〉の領地であっても、そこで起きたすべてを知ることができる──。

「もちろん、ウチがそれらのことを知るのは、あくまで〈海精族シーレーナ〉の安全のためですえ。手ぇは出しまへん。ウチらが求めているのはあくまで平和です」

　そう穏やかに結んだセイレに、太たい公こう望ぼうがにひひっと笑いながら言う。

「ま、〈海精族シーレーナ〉もぁたしが来てからこーゆう風になったんだけどねー」

「せやねえ。リョーちんにはほんま感謝しとりますえ」

「へっへー、これでも国づくりには一いち日じつの長ちようがあるのだよ、エッヘン」

　両手を腰に当て、わざとらしく胸を反らす太公望に、ティファリシアがうつむきながら言う。

「……確かに、素晴らしいと、思います。この目で直接見て、確信できました。あなたたち──〈海精族シーレーナ〉の方々はみな本当に幸せそうです。そしてその幸せが他種族と争わず、むしろ友好的な関係を結ぶことで手にできるというのなら──」

　ぜひ同盟を結ばせてほしい。

　そう、続けそうになったティファリシアに。




「──はーわかってねえ。ぜんっぜんわかってないわー」




　レイジが。

　肩をすくめ、手を広げ。

　大げさなアクションと共に、告げる。




「幸せそう？　素晴らしい？　これならぜひ同盟を結びたいと思う──？　どこが？」




　その挑発的な言葉は、馬鹿にしたような笑みは、まっすぐ〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》と《英雄》に向けられる。

「本当にこの程度で騙せるとでも思ってたなら、とんだお笑いぐさだな」

　相手の感情を逆さか撫なでするためだけに浮かべられた嘲ちよう笑しように。

　セイレ・ユーフォニアは目を閉じ、穏やかに言う。

「……そこまで言わはりますなら、そう思わはった理由を話してくれまへんやろか」

　その不気味なくらい落ち着いた態度に、味方であるはずのティファリシアが戸惑う。

「レ……レイジ？」

　本当にそんな攻撃的になっていいのだろうか。

　事実として、〈海精族シーレーナ〉の民は《英雄戦争》に負けたにもかかわらず幸せそうに見えるし、国は豊かで、美しい。

　なにか早とちりしているのでは──。

　そう考えているのを、そっくりそのまま理解しているかのように。

〈解放者〉の《英雄》は笑う。

「あー確かにみんな幸せそうだな。実際国勢調査でもしたら驚異的な割合で肯定回答が得られそうだ──〈海精族〉からはな」

　レイジの言葉にぴんときたのは、『かたわらの闇やみ』をうごめかせたレウだけらしく。

「なにをおっしゃり──」




「で、さっきから〈隷人族〉の姿が見えないけど、どこにいんの？」




「──っ！」

　レイジがそう言った瞬間、ティファリシアは自身の節穴っぷりを痛感する。

　同時に、レイジがなぜ周りをよく見ろと言ったのかもを。

［誓約議会オーソリテイ］での解放宣言以降、すべての〈隷人族インフイルマ〉は半ば強制的に自由の身となった。

　にもかかわらず、〈隷人族インフイルマ〉のためにつくったと言っても過言ではない〈解放者〉の国に来た〈隷人族インフイルマ〉の数はごくわずか。

　つまり大部分の〈隷人族インフイルマ〉は〈解放者〉以外の、各種族の国にいる。

　それは〈海精族シーレーナ〉とて例外ではないだろう。

　レウによる各種族の動かなさの報告は、その大部分が〈隷人族インフイルマ〉への対処だった。

　レイジがティファリシアに気づきを促していたのも、その事実だったのだ。

　レイジの指摘に、それまで流れていた和なごやかな空気が凍った気がして、ティファリシアは体を強こわばらせる。

　すると、太たい公こう望ぼうがその動作を見越していたかのように軽く笑って言う。

「ん、見たいなら、ぁたしが案内するょん」

　別に後ろ暗いことはない。

　そう取り繕っているのが丸わかりの態度に、ティファリシアは表情の強こわばりをほぐすことができない。

　セイレといったん別れ、太たい公こう望ぼうに連れられていったのは、地下への階段。

　しばらく下り続け、岩肌をあらわにした狭い通路を進んだ先にあったのは、表の華やかな空間が嘘うそのような、薄暗く広大な空洞。

　地上のあのまぶしい光など届くわけもないここは、しかし岩自体がわずかに発光しているらしく、全体が青白く照らされている。

　高台から見下ろすような形になったレイジたちは、その薄ぼんやりとした光の中で、ざっと表の〈海精族シーレーナ〉の数倍──数十倍の〈隷人族インフイルマ〉が動いているのを目にする。

　彼らは、地下に流れる水で洗濯や料理をし、なにやら道具で柱のようなものに細工を施し、やがて完成すると荷車で運んでいく。

　そこかしこに開いた無数の横穴には簡易な扉のようなものが設置されていて、それが彼らの住居なのだとわかると、ティファリシアは思わず口を手で覆おおった。

「…………ひどい」

「んー勘違いしてほしくなぃんだケド」

　ティファリシアがそう言うことがわかっていたかのように。

　太公望は、やや早口で言う。

「あの人たちは、自分で望んでああしてるんだからね？　ぁたしたちが契約を盾に無理強いしてるとか、そーゆー風に思われちゃぅのはちょーっと心外」

「そんなわけがっ──」

　場違いに明るい太公望の声に、ティファリシアが反射的に声を荒らげそうになる。

「んなのわかってるっつーの」

「レイジ……!?」

　レイジが眼下の光景から目をそらさないまま冷静に続ける。

「［誓約議会オーソリテイ］での解放宣言以降、〈隷人族インフイルマ〉と各種族との従属契約は解除されてる。そこから再契約を結ぶにあたって、各種族から〈隷人族インフイルマ〉に一方的な契約を押しつけることは絶対にできない。あれはそういう宣言だったからな」

　──各種族、各《英雄》は自ら決め、自らの力のみで戦い、生きるべきである

　レイジが結んだその契約は、今も有効に働いているのだろう。

　だから、各種族から〈隷人族インフイルマ〉に契約を──不自由を迫るということはできない。

　だが──〈隷人族〉が各種族に対して自ら望んで契約を求めるということであれば話は別だ。

「あそこにいる〈隷人族インフイルマ〉は自らの意志で決めて、〈海精族シーレーナ〉と元の従属契約を結んだんだろ」

　レウがレイジに従属する契約を結べたように、彼ら自身が望んで結んだ従属契約であれば、いくらでも可能なのだ。

　なぜならそれが彼らの自由意志なのだから。

「なぜ……そんな……せっかく自由になれたのに」

「うーん、ティファティファはそーゆーこと言っちゃぅのかー」

　うむぅと困ったようにうなる太たい公こう望ぼうの代わりに、レウが静かに言う。

「そんなの、じゆうになっても、いきていけないからにきまってる」

　生きていけない。

　その言葉が、ティファリシアの肩に重くのしかかる。

　自由になったのなら〈解放者〉の国にくればいい──喉のどまで出かかったその言葉を続けることができなくなる。

　もし。

　現実に彼らがティステルに大挙していたら──〈解放者〉の国はとうに破は綻たんしていた。

「じつはぁたし──セイレもだけど、レイジっちの解放宣言のあとにね、あの人たちに直接言ったんだよね。〝多少なら援助してあげられるから、〈解放者〉の国に行ったら？〟って。でも──」

「〝滅相もありません。私たちはここでの安定した暮らしをなによりも望んでいるのでございます〟──とでも言ってきたんだろ？」

　太公望が驚いたように目を見開き、レイジは軽く肩をすくめて続ける。

「長期間権力に服従し続けた人間の心理なんて、アイヒマン実験の例を持ち出すまでもなくわかりやすいにもほどがある」

「とか言って、レイジっち実はここのぞいてたんじゃないのぉー？」

「んな無駄なことするくらいなら睡眠時間確保してたわ」

「ぅーわ、無駄とか言ってくれるぅ♪」

　にしし、と笑う太公望に、ティファリシアは表情一つ変えず尋ねる。

「本当、なのですか」

「ん？」

「今レイジが言ったとおりのことを──彼らが言ったのですか」

「んー、付け加えることがあるとすれば、〝解放宣言などいい迷惑でございます〟ってことくらいかなー。いゃほんと、一回こぼしちゃったも尊の厳は元に戻らないょねー。伊だ達てに〈隷人族インフイルマ〉って呼ばれてないよねーってカンジ」

「────」

　その言葉はティファリシアから思考を奪い、その場に立ちすくませるには十分すぎた。

　ふらりとよろめくティファリシアは、そのまま膝ひざを──折る、前に。

「いや、まったくなー」

　へらへらと笑うレイジが。

　さりげなくティファリシアの肩を支え。




「つーかまあ、そもそもあの宣言だけで〈隷人族インフイルマ〉を解放しようってつもり自体がなかったし」




　まるでなんの問題もないかのように、あっさりとそう言って。




「………………………………は？」




　思わず「は？」という口の形のまま見つめ続けると、レイジは──〈解放者〉の《英雄》は、むしろ意外そうにティファリシアを見返してきた。

「あ？　なに、お前まさかあれだけで〈隷人族インフイルマ〉が解放されて、〈解放者〉の国ができるとでも思ってたの？」

　まさか。そう言いたげなレイジに、ティファリシアは怒るよりも安あん堵どしてしまって。

　それが『この道は間違っていない』と、暗にレイジに保証されたせいなのだとわかって。

　けれどそのことを悟られたくなくて──震える声で言う。

「お──思ってましたよ!!　ええ、思ってましたとも!!　思ってましたがなにか!?」

「うーわ、逆ギレすんなよ……すーぐ泣きそうになるし」

　言われて、自分が涙ぐんでいることに気づき、ティファリシアは慌てて目元を拭ぬぐおうとして、そんなことをしてもすでに意味がないことに思い至って、勢いよく手を振り下ろす。

「もう、もうっ、もう!!　なんなんですか、なんなんですかあなたは！　わたしをもてあそんで、そんなに楽しいですか!?」

「え、うん。それはもちろん超楽しいけど」

「否定してくださいっ!!」

　もうやけくそだった。

　叫べば叫ぶほど惨めなのはわかっていたが、そうしなければ涙るい腺せんがゆるんでしまいそうで、思いついた先から言葉にのせていく。

「じゃああの［誓約議会オーソリテイ］での宣言はなんだったんですかっ、あれも無駄だったんですか!!」

「無駄なんて一言も言ってねーだろ。もちろんあれには意味がある。つーか関係ないのは〈隷人族インフイルマ〉が解放されるという結果で、その過程自体は重要だっつーの」

「……過程？」

「［誓約議会オーソリテイ］以降で変わったのは〈隷人族インフイルマ〉の解放だけか？」

「あ……」

　言うまでもなく、［誓約議会］で変わったのは〈隷人族インフイルマ〉だけではない。

　他のすべての種族がなにかしらの動きを余儀なくされた。

　レイジはそれらを含めて過程と言っている──？




「──その話、ウチも気になりましおすな。詳しゅう聞かしとくれやす」




　不意に背後から声をかけられて。

　振り向かずともセイレの言葉だとわかったレイジは、とびきり意地の悪い笑みを浮かべて言う。

「さー？　俺がここでそれ語る義理とメリットある？　味方でもないやつに」

　最後の言葉をことさら強調したレイジに、セイレは微笑を浮かべたまま目を細める。

「……いけずなおひと」

「──ふ、きゃっはっ、やーぱり面白いねレイジっちは♪」

　見つめ合う二人に、太たい公こう望ぼうは心底楽しそうに笑う。

「だろー？　よく言われるわー」

　合わせるように空笑いを響かせたレイジは、そうしてなんということもなく続けた。




「で、面白がってるそっちの目的はなんなの？」




　口元だけに浮かべた笑みはそのままに。

　冷たく視線を突つき刺して。

「まさか〝［誓約議会オーソリテイ］でファンになりました！〟とかいう与よ太た話ばなしだけで押し切れると思ってるわけねーよな？」

〈解放者〉の《英雄》は──他者の心理を手玉に取る好ましき隣人ソーシヤルハツカーはたたみかける。

　──人は未知の状況に遭遇すると判断力、思考力に著しく欠損を生じさせる。

　それはしばしば無感情な間という形で現れ、その後の行動予測を非常に容易にする──のだが。

「なんのことを言うてはるんやろ？」

　艶つやめいた仕草で小首を傾かしげ、〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》はたおやかに微笑ほほえむ。

「ウチらは〈解放者〉さんに──〈解放者〉の《英雄》さんと《誓約者ルーラー》さんに心から感謝してますえ。その感謝の気持ちを少しでも伝えさしてもろたらええ思て、ここまでお呼びさしてもろたんですえ」

「そーそー、レイジっちならわかってくれると思うケド、〈隷人族インフイルマ〉のことだって、ぁたしたちは本当に説得しようとしてたしね？」

　太たい公こう望ぼうもまた明るく追従し、

「そりゃそうだろ」

　レイジはいったん追及を取り下げるように目を閉じると。

「けどそれだけじゃないよな？」

　再び目を開き、腕を組んで穏やかに続ける。

「百歩譲ってあんたらが〈解放者〉の、俺たちの行ったことに感動してファンになったってことを受け入れたとしよう。その上でちょうど主義主張の近い〈解放者〉と同盟を結ぼうという考えに至ったとする。なるほど素晴らしい話だな。んでそんな素晴らしいあんたらは──〈海精族シーレーナ〉と〈解放者〉ならどっちをひいきする？」

「……？　そんなの同盟組んだらどっちも──」

「ひいきって言ったはずだ。安心しろよ、この問い自体はわかりきった答えを確認するだけのもんだ。ちなみに同じ問いを向けられたら、俺たちは迷うことなく〈解放者〉と答える。そもそもそのために同盟を結ぶんだしな。当然だろ？」

「──ほならウチらも同じ答えを選びますやろな」

　それがどうしたというのか。そう続けそうなセイレに、レイジはさも簡単だと言わんばかりに軽薄な笑みを浮かべて言う。

「だよなー。そしてだとしたら、矛盾が生じるんだけど気づいた？　あんたらは〈解放者〉と〈海精族シーレーナ〉なら〈海精族シーレーナ〉の利を選ぶと言った。じゃあ同盟なんて結ぶべきじゃないだろ。〈解放者〉と対等に同盟結んだって〈海精族〉には損しかねーんだから」

「……え？」

　一瞬でレイジの思考から振り落とされて、ティファリシアは目をまばたく。

　そうして考え直した結果、導き出されたのは。

「ちょっと待ってください、それって──」

「〈解放者〉と〈海精族シーレーナ〉がたいとうなたちばじゃないことくらい、あらゆるしゅぞくどころか、そこらへんのこどもでもわかる」

　レウが静かに言う。

「たいとうなたちばではないにもかかわらず、たいとうなどうめいをむすべば、ゆういだったしゅぞく──〈海精族シーレーナ〉がそうたいてきにそんをする」

「ちなみに〝そのことには気づかなかった〟って言い逃れも許さないぜ？　百歩譲って許したとしても、今俺が指摘した時点であんたらはその事実を知ってしまった。知っちまった以上はもう誤ご魔ま化かすことができないよなあ」

　仮に。

　不平等な両種族が同盟を結んだ場合、優位にある〈海精族シーレーナ〉が損をすることに気づいていなかった、そう主張することはできても、なにそれどういうこと？　と今この場を誤ご魔ま化かすためだけにしらばっくれることはできない。

　なぜならすでにその逃げ道は今レイジが指摘したことで、潰つぶしてしまったから。

　そして。

「ま、あんたらは〝そのことには気づかなかった〟という逃げ道も使わないだろうけどな。ここに連れてくること自体も目的の一つだったろうし」

「ここに連れてくることも目的の一つ……？」

「おいおい、そこはすぐ気づけよ。そもそもなんで俺たちはここまで来たんだ？」

「それは……同盟を結ぶために──あ」

　言いかけて、思い至る。

　同盟を結ぶためだけに、〈海精族シーレーナ〉の国にまで出張る論理的根拠はどこにもない。

　そこにあるのは、感動をくれたレイジたちを歓待したいからという、すり替えられた理由だけだ。

「目、声、言葉、表情、歩幅、仕草……あらゆる面から友好的な空気を演出して、核心に気づかないよう誘導してたみたいだけどな。あいにくそっちは俺の得意分野なんだわ」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべたレイジは、指を突つきつける。

「〈解放者〉のためでなく、〈海精族シーレーナ〉のために同盟を結ぶんだろ？　そして〈解放者〉との同盟はあんたらにとってなんの利にもならない。にもかかわらず、自分の庭にまで呼んで同盟を結ぼうとしたのはなぜだ？　なにがあんたらの本当の目的だ？」

　弾丸のように飛ぶ致命的な問い。

　善意の〈海精族シーレーナ〉という仮面を剥はぐ弾丸は、《誓約者ルーラー》と《英雄》の表情を根こそぎ奪って。

　不意に、ふっと糸が切れたように感情が滲にじむ。

「レイジっちは──それでぁたしたちを追い詰めたつもり？」

　戸惑うような笑みを刻みながら、太たい公こう望ぼうは肩をすくめてみせる。

「〈海精族シーレーナ〉と〈解放者〉が同盟を結ぶ利はあるよ。もちろん、不平等な立場だということは理解してるし、対等な同盟を結べばこちらが損をするということもわかった上で。ちなみに同盟を結んでもらえたら詳しくその話もするつもりだったょ？」

「──そやなあ。〈解放者〉の《英雄》さんは、少し考えすぎてはるんやないやろか。ウチらが〈解放者〉さん呼ばしてもろたのも、ほんまに感謝と歓迎の気持ちを伝えたいからやし」

　セイレは困ったように、そして少し残念がるように眉まゆ尻じりを下げ、太公望もまた「ま、なかなか信用してもらえないのはしかたないよねー」とまるでレイジをフォローするように言う。

　その場の空気がまるでレイジの早とちりであったというかのように変わって──

「……響かねーよ。全然響かねー」

　それらを根こそぎぶち壊すように、自由人ニートは笑う。笑う。

「あんたらの使ってるその小細工、通用してると思ってんの？　〝同盟を結ぶ利はある〟〝不平等な立場は理解してる〟〝対等な同盟を結べば〈海精族シーレーナ〉が損をすることもわかってる〟〝同盟を結んでもらえたら詳しくその話もする〟──今の発言で、不平等な立場である〈解放者〉と対等な同盟を結ぶとでも言ってるつもりなわけ？」

「────え？」

　レイジの指摘に、ティファリシアはあらためて整理する。

〝両者が同盟を結ぶ利はある〟

　──ただしその詳しい内容には触れていない。

〝両者の不平等な立場は理解してる〟

　──ただ理解しているだけ。

〝対等な同盟を結べば〈海精族シーレーナ〉が損をすることもわかってる〟

　──事実を述べただけで、対等な同盟を結ぶとは言っていない。

〝同盟を結んでもらえたら詳しくその話もする〟

　──あくまで同盟を結んだあとの話である上、その具体的な内容も伏せている。

「────言って……ない」

　太たい公こう望ぼうは耳触りのいい文章を並べ、『こう言ってるんだから、対等な同盟を結ぶつもりなんだろう』と思わせているだけで、対等な同盟を結ぶことを確約する言葉は口にしていない。

　いくらでも言い逃れのできることを述べている。

「むぅーそれは揚げ足取りというか、屁へ理り屈くつだよぉ。ぁたしはそういうつもりで言ったわけじゃ──」

「ならお前らは誓えるか？」

　そうくるのはわかっていたと言わんばかりに、レイジは斬きりかかるように続ける。

「そうだな……たとえば〈神翼族エルブランシユ〉から突然一方的な併合を求められたとして」

「…………は？」

「……〈神翼族エルブランシユ〉？」

　突然出てきた第三種族の名に、太公望やセイレだけではなく、ティファリシアやレウまで目をしばたたく。

「そこに深い意味はねーよ。別に〈獣妖族ペステイア〉でも〈森霊族エルフ〉でも〈竜闘族ドラゴーネ〉でもいい。まあ『世界の管理者』を謳うたい、〝持つべき者の義務ノブレスオブリージユとして持たざる者を救う〟とか言ってる〈神翼族エルブランシユ〉なら、現状外面的に持たざる者に見える〈海精族シーレーナ〉は確実に救ってもらえるだろ？　もちろん、相応の犠牲はあるけどな」

〈神翼族エルブランシユ〉という絶対的力の管理下に入れば、〈海精族シーレーナ〉としての主権は失われる。

　本来バランスの崩れた力と同盟を組むということは、そういうことなのだ。

　そしてその構図は言うまでもなく〈解放者〉と〈海精族シーレーナ〉にも当てはまる。

「そんな状況で、〈神翼族エルブランシユ〉が〈海精族シーレーナ〉と対等な同盟を結ぶと思うか？　もし対等な同盟を結ぶと思うのなら、今ここで誓ってくれよ。【〈海精族シーレーナ〉は自らの不利益を理解した上で〈解放者〉と対等な同盟を結ぶ】と、ここで──《大誓約魔法》の下契約して誓つてくれ」

　そうして限界まで踏み込こんだレイジに、答えたのは《英雄》ではなかった。

「──それはリョーちんにはできひんやろなぁ」

　あくまで淑しとやかに、《誓約者ルーラー》は言う。

「その判断ができるのは、あくまで《誓約者ルーラー》であるウチですえ」

　的確なフォロー。

　あわよくばここで有利な契約を無む理り矢や理り結ばせようとしたレイジの思惑はこれで潰ついえた。

　そのことでレイジがどう反応するのか──恐る恐るうかがったティファリシアは、彼が変わらずニヤニヤと笑っていることに拍子抜けする。

　つまり……これも予想どおり？

　ティファリシアの疑問は消えないまま、太たい公こう望ぼうがぺかっと笑う。

「きゃっは、そだったねー。うっかりぁたしが結んじゃうとこだったょ♪　というかーそもそも歓迎会も会談も明日以降の話だし♪」

「ほんま、リョーちんはそういうとこ抜けてはるねぇ。──ああ、〈解放者〉さんにいっこ勘違いしいひんでほしおすのは、ウチらはほんまに〈解放者〉さんを歓迎していますえ。そこだけは信じとくれやす」

「──ま、それはそれで事実なんだろーな」

　あっさりとそう折れたレイジに、ティファリシアは思わず呟つぶやく。

「あ……あれだけ疑っておいて？」

「疑う？　おいおい、確かめただけだろ。──なぁ？」

　レイジの問いかけに、セイレは意味深な笑みだけを返し、

「……同盟のことは、まだ時間もありますえ、そおろとゆつくりと考えはっておくれやす。今はただ──ウチらの歓迎を受けはってもろたら幸いですえ」

　丁寧に一礼して。

　優雅に──踵きびすを返した。








四章　ニート、生き様を主張す









「あー食った食った」

　どうやって海中に建てたのか、甚はなはだ疑問な巨大な宮殿。

　召喚元の世界であればロイヤルスイート確実の豪ごう奢しやな客室で、レイジは大人十人が寝転んでも埋まらないような大きなベッドに寝転がり、

「うぉっ!?　なにこれウォーターベッドじゃん！　すげーな」

　液体独特の感覚を確かめるように、体を揺らす。

「おーいいねー疲れがとれるわー。久しぶりにありえんくらい歩いたからなー」

　あのあと──

　再び表の華やかな街に戻ったレイジたちは、行く先々で様々な歓待を受けた。

　氷の上で舞い踊るアイスショーのようなものの鑑賞から、水流を操ってあらかじめ決められたことさら景観の美しいコースを見て回る観覧船のようなものなど、文字通り国賓として接待されたあとで、《誓約者ルーラー》も住んでいるというこの巨大宮殿に招かれた。

　そうして豪華な食事を振る舞われ、形式上の会食を終えて、客室としてあてがわれた部屋に戻ってきたときには、すっかり夜も更けていた。

「しっかし、他の種族に比べたら領地自体は狭いけど、技術と金はすげーあるよな〈海精族シーレーナ〉。飯もかなりうまかったし、これは確かにアミューズメントパークとしては超一級だわ」

「……そうですね」

「ん？　なに警戒してんの？」

「というか──レイジが警戒しなさすぎなんです！　ここは〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》も住まう宮殿なんですよ？　いつなにがあるか──」

「いやそれそっくりそのまま〈海精族シーレーナ〉のセリフだからな。自分んとこの王様が住んでるとこに他種族が泊まってんだぜ？　普通なら気が気じゃねえだろ。特にレウは目立つし」

　この国を歩いているときからそうだが、会食の最中も給仕らしき人間たちからもっとも視線を集めていたのはレウだった。

　銀髪紅こう眼がんという一目でわかる特徴もさることながら、数々の伝説的な逸話と実際にその身に宿している絶大な魔力。

　はっきり目に見える形で強大な力を持つ〈神翼族エルブランシユ〉に対し、〈幻魔族ストレーガ〉というのは下へ手たに目にしないだけ、ただそこに存在するだけで異様に映る。

　だが、当の本人は特に気にした様子もなく、今もレイジの隣に座ってなにをするでもなくぼーっとしている。

　心配や不安などとは無縁に見えるレウの様子に拍子抜けして、ティファリシアは一度こほんと咳せき払ばらいをしてから言った。

「それで……明日はどうするつもりなんですか」

　会談も歓迎パレードも翌日。

　そう告げてきたとおり、セイレも太たい公こう望ぼうもあれ以降は一切同盟のことには触れてこなかった。

　ただひたすらに全力でこちらを歓迎している──そう受け取るしかない行動に終始し、最後まで当たり障りのない対応を貫き通した。

　いつもならちょっかいをだしそうなレイジも、特に気にとめることなく素直に歓迎を受けているようにティファリシアには見える。

　レイジが腹の底でなにを考えているかなんていつもわからないが、今日は特に読めない。

「……レイジのことです。すでにある程度のことは考えているのでしょう？」

　あるいはある程度どころか、一番最後まで、かもしれないが。

　ティファリシアの問いに、レイジは埋まるようにベッドで仰あお向むけになりながら、大きくため息を吐つく。

「はー……何度言わせんだよ。ニー──」

「〝ニートが自分から働くわけないだろ〟ですか」

　先んじて言ったティファリシアに、レイジはゆっくりと首だけ持ち上げる。

　そうしてけだるげにこちらを見つめてくるのを確認しながら、ティファリシアは口元に意図的な笑みを浮かべた。

「あなたがそう答えることはわかっていました。実際はそうではないにもかかわらず」

「……へえ？」

　薄い笑み。

　レイジはわざとらしく肩をすくめて、ティファリシアに言う。

「いやいや本当だって。つーか本当じゃないとして──つまり、実際には俺がなにか考えていたとして、それをどうやって証明すんの？」

　──かかった。

　ティファリシアは心の中でそう思う。

　レイジが興味を抱いてくれされすれば、こちらのものだ。

　あらかじめ考えていた計画。

　何度も想定し、反はん芻すうした言葉を、ティファリシアは口にだす。

「そんなの決まっているでしょう。【勝負】で、です。どんな方法でもかまいませんよ」

【勝負】。

　そう口にしたティファリシアに、レイジは体を起こしてにやにやと腕を組む。

「ふーん？　そりゃまたずいぶんと強気にでたな。一応ここはよその国外なわけだけど、外聞とか気にして手抜いたりしないぜ？　むしろいつもとは違うシチュエーションで普段以上に楽しんじゃうよ？」

　いつもの罰ゲームを容赦なくここでも行う、そしてそれは〈解放者〉の《誓約者ルーラー》の恥を外にまき散らすことと同義、と脅すレイジに、ティファリシアはほんの少し頬ほおを引きつらせ、すぐにむしろこれは好機だと自分に言い聞かせる。

「……わたしが負ければ、なにをしてもらっても結構です。その代わりわたしが勝ったら、あなたには明日の会談でなにをしようとしているのか、〈海精族シーレーナ〉についてなにを考えているのか──すべて話していただきます」

　少し早口になったのを隠すために、ティファリシアは精一杯余裕の笑みを浮かべる。

　そうして、待つ。

　じっと考え込こむような素振りのレイジが、うなずく瞬間を。

　そしてそれは、思いの外すぐにおとずれた。

「おお、いいぜ。んじゃ具体的な【勝負】方法を決めるか」

　レイジがそう言うと同時に、契約締結を意味する小さな魔法陣が広がって──




「──やった！　レイジに勝ちました！」




　ティファリシアは思わず声をあげてぐっと拳こぶしを握った。

「……ん？」

　そのリアクションに、レイジが首を傾かしげるのを見て、ティファリシアは興奮を隠さずに言う。

「ふ、ふふふふふ──まだ気づいていないんですね。思い出してください。わたしの目的はなんだったのかを！」

　ティファリシアの目的。

　それは、レイジが明日の会談でなにをしようとしているのか、〈海精族シーレーナ〉についてなにを考えているのか、具体的に知る──ことではなく、そういったことを本当に考えているのかどうかということ。

　考えているかどうかを確かめるだけなのだから、具体的な内容を実際に聞く必要はない。

　つまり──【勝負】の結果は関係ない。

　レイジ自身が言うように、本当になにも考えていなかったのだとしたら、『なにを考えているのか話すこと』は、勝利報酬として設定できないはずだからだ。

　だから。

「これはレイジが【勝負】を受けた瞬間──つまり【勝負】が成立した瞬間に、自動的にわたしの目的が達成される勝利するものだったんですよ！」

　ずっと、考えていた。

　レイジが繰り返し口にしていた言葉。

　──勝負というものは、始まる前から結果が決まっている

　だからティファリシアは勝てない。勝負をすればすでに負けが決まっている。

　だが、あるとき気づいたのだ。

　勝負が始まる前に結果が決まっているのであれば、勝負をしなければいい。

　もっと言えば──勝負の成立自体が勝利そのものになるようにすればいい。

「どうですか！」

　いつもやられているばかりじゃない。

　わたしだってやるときはやるんです──。

　えっへん、とでも言いたげに、ティファリシアはぐっと胸を張ってまっすぐレイジを見つめる。

　はじめて自分の意志でレイジを上回ることができた。その掌てのひらの上から抜け出すことができた。

　その誇らしげな気分は、なんとも形容しがたく──

「……ご主人さま。そろそろいってあげて」

　不意にレウが。

　そう促すと同時に。




「うん、いや知ってるけど？」




　レイジはあっさりと。

　そう答えて。

「………………は？」

　思考が、止まる。

　目が点になったティファリシアの前で、レイジはすらすらと言う。

「《大誓約魔法》の下、共通の認識と同意を得て契約を結ぶ【勝負】。その【勝負】の勝利報酬に『明日の会談や〈海精族シーレーナ〉について考えている内容を話すこと』を設定できたということは、少なくとも俺はなにかを考えていたということを《大誓約魔法》が証明することになる。考えていないことを報酬にはできないからな。それでお前の目的は達成された──ってんだろ？　うん、知ってる」

「え……え……？　──わ、わかってて【勝負】を受けたんですかっ？」

「つーか逆に訊ききたいんだけど、俺がなにか考えてるって確認するのにこんなことする必要あった？」

「────え」

「まあもうわかったと思うけど、別に隠すつもり自体なかったんだけどな。今言っても仕方ねーから言わなかっただけで」

「てんさいてきな、からまわりぶり」

　あっさりバラすレイジと淡々と告げるレウに、ティファリシアはぐうの音もでない。

　自ら思いついたアイデアに振り回され、本質を見失ってしまっていた。

「せ……せっかく、レイジを上回れたと思ったのに……」

　掌てのひらの上を脱したと思ったら、そこもまたレイジの手の上だった──。

　本気で悔しがるティファリシアを見ながら、レイジはネックウォーマーを持ち上げ、口元を隠してこっそりと笑う。

　──どうやら経過は順調らしい。

　そうしてすぐに肩をすくめて。

「ま、【勝負】をしたら勝てないから【勝負】自体を受けさせれば勝ちってのは珍しくよく考えたんじゃねーの。いろいろ応用がききそうだしな」

「そ……そうですか？」

　無駄ではなかった──ただそれだけでぱあっと明るい気持ちになれたティファリシアは。

「うんうん。がんばったと思うぜ？　──ところで」

　レイジが浮かべたらしくなくさわやかな笑みに、表情を強こわばらせ。

「そろそろしよっか」

　絶望的な戦いを挑んでしまった自分のうかつさに、泣きそうになった。





　　　　◇◆◇






「ほー、中庭も立派なもんじゃん」

　滞在中この部屋で過ごせとは言われたが、外に出るなとは言われてはいない──そんな屁へ理り屈くつを平然と用意し、レイジは宮殿の客室を勝手に出て、大きな中庭に来ていた。

　綺き麗れいに磨き上げられた大理石の床に、透き通った水晶のモニュメントが整然と配置され、宝石のように美しい珊さん瑚ごが見る者の心を動かす。

　見上げれば透明なアーチの向こう側で、空の代わりの海の、月の代わりのクラゲのような発光生物がゆらゆらと漂ただよい、海中都市を一定の灯あかりで満たしている。

　ぼんやりと歩いていると、《万象の楽園アクアテラリウム》とは、まさにここのことを指しているのではないかとすら思えてくる。

「うーむ、こういう場所でニートすんのも悪くねえなー」

　思わずそんなことを呟つぶやいたレイジに。

「──ぁん！」

　足下にいる『彼女』が抗議のような声をあげる。

「え？　なに？」

「ぁんっ、ぁん！　ぁうぁう！」

「──〝わたしもその意見に賛成です、レイジが全力でニート生活ができるよう協力したいと思います〟？」

「ぁううう!?　ぁうっ、ぁうんっ、ぁうぁうぁううう!!」

「なにいってるのか、ぜんぜんわからない」

　そう冷たく言ったのは、『彼女』を挟んでレイジの反対側を歩くレウ。

　首輪にリードをつけ、足下で犬耳をつけて四よつん這ばいになっている『彼女』──ティファリシアに、容赦なく告げる。

「ちゃんと、しゃべって」

「ぅ、うう、ぅぅううっ」

「……俺が言うのもなんだけど、ひどいねキミ」

　ティファリシアとの【勝負】はレイジの圧勝で終わり、『負ければなにをしてもいい』という勝利報酬を使って、レイジは──いや正確にはこうしたほうがいいと進言したレウが、ティファリシアに【犬耳をつけて絶対服従。四よつん這ばいで散歩。しゃべれるのは犬語のみ】という命令をしていた。
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「犬耳つけて散歩までは俺も考えてたけどさーまさか犬語だけしゃべれとかいう条件までつけるとは──グッジョブだレウ」

「ご主人さまにほめられるとてれる」

　親指を立てあう鬼畜な主人たちによって、犬耳をつけ、四つん這いで歩かされていたティファリシアは、顔をうつむかせて悲しげに鳴く。

「あぅぅ、ぁうぅ……」

　仮にも《誓約者ルーラー》。元は〈森霊族エルフ〉の王位継承者でもあった彼女が、首輪にリードをつけて、四つん這いで散歩させられている。

　しかも四つん這いで歩かされるということは、ただでさえ大きな胸が強調され、膝ひざ立ちで動くたびにドレスの短いスカートはめくれ上がり、太ももやその先にあるものまで見えそうになるわけで──

　誰がどう見てもアウトだ。

　後先考えず【勝負】を挑み、負けたからこその当然の罰ゲームなわけだが、涙目で懇こん願がんするようにこちらを見上げてくるティファリシアと、そんなティファリシアを黙って冷たく見下ろし続けるレウを見ていると、さすがにまずい気がしてくる。

「──わかったわかった、【普通にしゃべっていい】」

　レイジがそう言った瞬間、契約が解け、ティファリシアはその場でよよと脱力して伏せる。

「う……うぅ……あまりに、ひどすぎます……こんな姿、〈海精族シーレーナ〉の方に見られたらなんと言われるか」

「ん？　直接聞いてみたいの？　なら──」

「き、聞きたくないです聞きたくないです聞きたくないですぅ!!」

　がばりと顔をあげ、必死にレイジを止めようとするティファリシアに、レウが静かに言う。

「なにご主人さまにすりよってるの？　おすわり」

「え……え？」

「おすわり」

「──」

【勝負】に勝ったのはあくまでレイジで、レウに命令権はない。

　犬語をしゃべれというのも、発案がレウであって命令したのはレイジだ。

　だが、ティファリシアはまるで強制命令権が効いたかのようにその場でへたりとおすわりをする。

　絶対的上下関係。

　その顕けん示じをするように、レウはさらに冷酷に言った。

「ちんちん」

「あぅ……そ、それは……」

「ちんちん」

「…………う、ぅぅっ……」

「ちんちんだよ！　できないのか!?」

「な、なんでレイジも一緒になって命令しているんですか!?　止めてください！」

「……といいつつ、ご主人さまはじっさいにはめいれいしていない。めいれいしていたら、あなたはちんちんをしてるはず」

「あ……」

　確かにそうだ。

　解かれたのは犬語縛りだけで、それ以外はいまだそのままなはず。

「どうして命令が……」

　ティファリシアの疑問に、レウはレイジを見ながら言う。

「たぶん、ご主人さまがこころからおもってないから」

　レウの視線を受け、レイジは軽く答える。

「お、わかった？　やっぱ口だけで言っても実際にそう思ってなければ命令として機能しないらしいな」

　にやりと悪い笑みを浮かべるレイジに、ティファリシアはおすわりの格好のまま尋ねる。

「もしかして……それを試すためにこの罰ゲームを？」

「ん？　いや犬耳エルフの散歩は前からやってみたいプレイの一つだったけど？」

「……心から最低です」

　もう何百回目かわからない期待の裏切りに肩を落としながら、ティファリシアは自分の頭──そこについた犬耳に触れながら恨みがましげに言う。

「そもそもなんでこんなもの持ってきてるんですか……！」

　異世界から持ち込こんできたバッグを、レイジはワタツミノミヤに持ってきていない。

　身一つであるにもかかわらずすんなりと出せたということは、手持ちにそれがあったということだ。

「は？　なに言ってんの？　重要だろ耳は」

「いえ、なに言ってんのは完全にこちらのセリフですが」

「ちなみにウサ耳とヒツジ耳とウシ耳もある」

　そう言って、制服のポケットから当然のようにそれらの耳付き折りたたみカチューシャを取り出すレイジ。

「なんでですか！　なんでですか!!」

「んだよ、大事なことだからって二回言うなよ。好きだからに決まってんだろ。ちなみにウサ耳はロップイヤーバージョンもある」

　ネックウォーマーから垂れた耳を取り出したレイジに、ティファリシアは天を仰いだ。

「…………どうして、どうしてこんな人が……ああお母様、ティファリシアは試されています……」

　虚うつろな目であらぬほうを見るティファリシアを横目に、レウが黒いローブのフードを器用に耳付きにしながら言う。

「そんなにケモノのみみがすきなら、〈獣妖族ペステイア〉につけば、よかったのに」

「いや俺が一番好きなのはエルフ耳だから。──ああだから〈森霊族エルフ〉に召喚されたのか？」

「……それが事実だとしたら、わたしは自分の耳を切り落とすことを真剣に考えます」

　ふふふふ……と暗く笑うティファリシアに、レウが言う。

「きりおとすといい。そうして、いまからするご主人さまのだいじなはなしもききのがすといい」

「え？」

　今からするレイジの大事な話？

「あなたは、なんのいみもなくご主人さまがなかにわにきたとおもっているの？」

「……」

　思っていた。思っていたのだが。

　大事な話というのは、もしかして──。

「さてそんなティファリシアに問題だ。あの部屋にあって、なぜかここにはない『それ』、むしろここ以外にはどこにでもあった『それ』ってなーんだ？」

　唐突にクイズを出したレイジが、人差し指を一本立てる。

「ヒントは、ないと〈海精族シーレーナ〉は困るものな」

　ないと、〈海精族シーレーナ〉は困るもの。

〈海精族シーレーナ〉は困って、わたしたちは困らないもの。

　ここ以外のどこにでもあったもの──。

　レイジの人差し指の先、透明のアーチの向こうに見えるものに、ティファリシアは閃ひらめく。

「…………水？」

　大海を統べ、水流を操る〈海精族シーレーナ〉。

　あの部屋にはウォーターベッドが、そしてこの場所にはワタツミノミヤには珍しく水を使ったものが一切ない。

「やるじゃん」

「それくらいきづいてあたりまえ」

　にやにやと笑うレイジと、淡々と言うレウ。

　水。水を使う〈海精族シーレーナ〉──。

　ティファリシアは徐々に彼と彼女がこれまで言っていたこと、これから言おうとしていることを理解し始める。

「あ──あの部屋で話をすれば、あの部屋に限らず水のある場所で会話をすれば、彼女たちに聞かれる可能性が高い？」

　水中で暮らし、水に関わる魔法を使う〈海精族シーレーナ〉。

　そして、海に接した場所であればそこで交わされた会話でさえ正確に把握していた〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》。

　彼女たちなら、海に限らず、水でさえあれば同じことができるのかもしれない。

「ま、魔法として解釈しなくても割と納得のいく話なんだけどな。水──正確には水だけじゃなく液体全般だが、気体より液体のほうが密度が高い。つまり空気中より水中のほうが音の伝でん搬ぱ速そく度どは速く、減げん衰すい率りつは低くなるため、会話を正確に把握できる」

　さらに、鼓膜を震わせて音を聞くレイジたちとは違い、彼女たちは水中で暮らすのが本来の在あり方だ。

　水中でそのまま音を聞き分ける、ないしそれに準じた機能があると考えるのはごく自然な帰結だろう。

　であれば。

「仮にあいつらの魔法が海に限らず水のある場所で起きた出来事を把握するのだと仮定すれば、俺たちの会話はすべて筒抜けになる。そして──俺が〈海精族シーレーナ〉の《英雄》なら絶対にそうする」

　にやりと笑うレイジの顔が、一瞬〈海精族シーレーナ〉の《英雄》の無邪気な笑顔と重なる。

　──海の中は全部つながってるんだなー

　そう太たい公こう望ぼうは口にしていた。

　全部つながってる。

【勝負】も《英雄戦争》も、情報が制する。

　それは今さら確認するまでもない。

「で……でも、彼女たちはわたしたちと同盟を結ぶつもりなんですよね……？　〝同盟を結ぶのに情報の流出なんて心配するわけがない〟ってレイジも……」

「はいアホの子ー」

「うっ」

「情報はすべてを制するって言っただろ。《英雄戦争》や【勝負】だけじゃない。流出していいのは流出させたい情報だけに決まってる」

「流出させたい、情報……」

「たとえば〝自分たちから《英雄戦争》を挑んだことはない〟とか〝だから《英雄戦争》に負け続けている〟とか、そういう情報が漏れてくる種族をお前はどう判断する？」

「……争いを嫌っている、平和主義の種族だと思います」

「だよなー。それだよ」

「え？」

「争いを嫌っている、平和主義の種族だって思わせるために、そういう情報を流出させてんだよ。実際はそんなわけないのに」

　実際はそんなわけないという言葉に、ティファリシアは反射的に反応してしまう。

「で、ですが、〈海精族シーレーナ〉は他種族と戦うつもりがないと──」

「他種族と戦うつもりがないということは、イコールで戦わないことになるか？」

「…………それは」

　そう、ならない。

　ならないけれど。

「戦うつもりがなくても、戦わなければならないことは──」

「あるか？　本当に？　《英雄戦争》ってシステムはそんなふうにできてるか？」

「────」

　ティファリシアがまだ〈森霊族エルフ〉に所属していたとき。

　ティステルの統治権を巡る〈獣妖族ペステイア〉との《英雄戦争》は強制的なものだった。

　戦うつもりがなくても戦わなければならなかった。

　だがそれは、あくまでティファリシアにとってのもの。挑まれた〈森霊族エルフ〉からすれば予定通りのものだった。

　でなければそもそも《英雄戦争》は行われない。

　戦う二種族、その《誓約者ルーラー》間での同意がなければ、《英雄戦争》は決して行われないのだから。

「確かに〈海精族シーレーナ〉は自分から《英雄戦争》を挑んでいないんだろうな。その《英雄戦争》には何度も負け続けているし、《英雄》も《誓約者ルーラー》も戦いたくないと言っている。で？」

「で……って」

「言うだけなら俺にだってできる。あいつらは言葉通りの行動をとってるか？　本当に戦いを嫌う平和主義の種族なら《英雄戦争》なんて突つっぱねればいい。そうできるシステムが現にあるんだからな。じゃ、なぜそうしない？」

〈解放者〉の《英雄》はどこまでも皮肉げに笑う。

「《英雄戦争》に負け続け、それでも懸命に笑う──健けな気げな平和主義者。〈海精族シーレーナ〉とはそういう種族だと、印象づけるためだ」

　流出していいのは、流出させたい情報だけ。

　今ある情報はすべて彼女たちにコントロールされたもの──。

　つらつらとその証拠を提示され、愕がく然ぜんとするティファリシアに、レイジは不意に力を抜くように表情をゆるめる。

「そもそも〈海精族シーレーナ〉はそれだけ《英雄戦争》で負けがこんでいるにもかかわらず、致命的なものはなにも失ってねーからな。負け方がうまいし、計算されている」

「領地を失っているのに、ですか……」

「そもそも〈海精族シーレーナ〉に陸上の領地って必要か？　ここだけでも十分なんじゃねーの？」

　確かにセイレ自身もそのように言っていたし、事実〈海精族シーレーナ〉をまかなえているようにみえるが──

「〈海精族シーレーナ〉からしたら価値が低い、だが他種族にとってはそうではない……んなもん高く売りつけるに決まってんだろ」

〈森霊族エルフ〉が自らの失点を帳消しにするため、邪魔なティステルを〈獣妖族ペステイア〉に売り払おうとしたように。

〈海精族シーレーナ〉もまた自らのイメージを他種族に植えつけるため、わざと負け続けている──？

「さて、そこで次の疑問だ。平和主義というブランドイメージが確立した〈海精族シーレーナ〉は次になにを考えるか。勝とうとしない種族は最終的にどうなるつもりなのか？」

　試すようなレイジの問いに、ティファリシアは考える。

　ティファリシア自身が〈海精族シーレーナ〉であったら。

　平和主義を謳うたい、すでに自種族の充足が図れており、海中都市という他種族からすれば非常に手の出しづらい楽園を築いた彼女たちは、どうするか。

　行き着いた答えは、単純なもの。

「……現状維持？」

　小声で呟つぶやいたティファリシアに、レイジは口元だけをつり上げて。

「その現状維持のために、〈解放者〉という駒こまを利用する。それが〈海精族シーレーナ〉の真の目的だ。──そうだろ？　〈海精族〉の代表さま？」

　不意にボリュームをあげ、最後の言葉を背後に投げる。

　中庭の入り口に人影はない。

　誰もいませんけど──そうティファリシアが訊ききそうになったそのとき。

「──!?」

　柱の陰から。

　薄い着物姿の〈海精族シーレーナ〉《誓約者ルーラー》──セイレ・ユーフォニアがゆっくりと現れ。

「──き、気づいていたんですか!?」

　ティファリシアはセイレが現れたことより、セイレがそこにいたと知っていながら話したレイジに、驚き声をあげる。

「ん？　当たり前じゃん」

「なっ、なんで〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》がいるのにそんなことを──」

「ぎゃく」

　冷静に。

　レウが指摘する。

「ご主人さまは、〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》にかくじつにきかせるためにここにきた」

「は!?」

　先ほど言っていたことと反対の話に、ティファリシアはもう思考が追いつかない。

　そんなティファリシアを見越していたように、レイジはさもティファリシアに説明する体ていで、セイレを横目に見る。

「あのな。よく考えてみ？　ここ以外のすべての場所があいつらに筒抜けだったとして。どこからも俺たちの声が聞こえないなら、必然的にいるのはここだろ？　浜辺での会話もそうだったように、どうやら〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》さまは自分で直接確かめるのがお好みらしいしな」

「そして、そのしんりがよめているなら──あいてをよびよせて、きかせたいはなしをきかせることもかのう」

　聞かせたい話。

　レイジが今口にした〈海精族シーレーナ〉の真の狙ねらいが、聞かせたい話──？

「とりあえず俺らはこう思ってるわけだけど、それについてあんたの言い分を聞かせてもらえる？」

「あ──」

　にやにやと笑いながらそう突つきつけたレイジに、ティファリシアは遅れて気づく。

〈海精族シーレーナ〉にとって不利な話を正面からしようとしても、遮られ、誤ご魔ま化かされ、うやむやにされることは目に見えている。

　であれば、遮り、誤魔化し、うやむやにできない状況、盗み聞きしていたという状況を指摘し、追及することで、言い逃れできないようにさせる。

　それが、レイジの目的。

　そうして見事思惑通りに行動した〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》は、追及の眼まな差ざしを向ける〈解放者〉たちに対し、優雅に、たおやかに──笑って。




「──なんの話をしてはりますのやろ？」




　堂々と。

　正面から。

「ウチは今たまたまここを通りかかっただけですえ。なにも聞きしまへん」

　シラをきりとおした。

　そのまましどけなく袖そでを広げ、目でレイジたちに訴えかける。

「このとおり、見いはったらおわかりおすやろ？　ウチは湯ゆ浴あみから戻ったばかりですえ」

　──だから本当に知りまへん。

　その、あまりにも露骨な態度に、ティファリシアは思わず立ち上がり、

「そんな馬鹿なこと──」

「はいティファリシア〝おすわり〟」

「──きゃんっ」

　レイジの一言で強制的におすわりをさせられる。

　勢いよく座らされたせいでめくれたスカートを慌てて直し、ティファリシアは顔を真っ赤にしながら訴える。

「な、なんでこんなときにそういうこと言うんですか！　というかそもそも〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》がいる前でこんな格好──」

「ま、そう言うよなー」

　まるっとティファリシアをスルーし、レイジはセイレだけを見てへらっと笑い。

「でもさ。俺らはそう考えてるから。そこんとこだけよろしくな？」

　最後に冷たい眼まな差ざしを添えて、踵きびすを返したレイジに。

「なんのことかはわかりしまへんけど──」

　セイレはゆるりと首を傾かしげ、

「あんじょう、肝に銘じておきますえ」

　どこまでも笑顔で──静かに一礼した。





　　　　◇◆◇






「…………ひどいです」

　部屋に戻ると同時。

　ふくれるように呟つぶやいたティファリシアに、レイジはあくびをかみ殺しながら言う。

「あーん？　セイレの前でおすわりさせたこと？」

「それも十分ひどいですが……というかそれは本当にひどいですが！」

　思い出して恥ずかしくなったのか、語尾を熱くしたティファリシアは、こほんと一度咳せき払ばらいをして、

「なんでわたしには本当のことを話してくれなかったんですか」

　中庭に行ったのは、セイレをおびき寄せるため。

　レイジたちが決して〈海精族シーレーナ〉を無防備に信じていない、むしろ友好とはほど遠い感情を抱いているのだと伝えるための行動だったこと──。

「そんなのお前、理由なんて一つしかないだろ」

「な……なんですか」

　ティファリシアに話したって仕方ない。あるいは、ティファリシアに話すことで失敗する可能性が高まる──などと言われたらどうしよう。

　そんな心配をするティファリシアを尻しり目めに。

「めんどい」

　レイジの答えはある意味で想像を超えたひどさだった。

「…………あなたは……」

　あまりのことに非難する言葉すら出てこないティファリシアに、レイジはベッドに寝転がりながら言う。

「つーか言わなかったっけ？　俺昨日寝てなくて眠いんだよねー。もう寝ようぜ。あーそれがいい」

「は!?　こんな中途半端な状況でっ？　結局明日はどうするつもりなんですか！」

「別にどうもしない」

「……はあ？」

「なるようになるだろ……ふわ……あーもう限界」

　すでに声が眠そうなレイジは、灯あかりがついたままなのも気にせずベッドに突つっ伏す。

「ちょ──」

　その一秒後には寝息が聞こえてきて、ティファリシアはそのどこまでも自分勝手な《英雄》の振る舞いに肩を落とした。

　こうなってしまえばレイジはてこでも起きないだろう。

　本当にぶっつけ本番でどうにかしなければいけないらしい。

「おやすみなさい……」

　そう力なく呟つぶやき、部屋を出て行こうとしたところで。

「どこ、いくの」

　当然のようにレイジの隣に座るレウが、ティファリシアをまっすぐ見てきた。

「え……部屋に、戻るつもりですけど」

〈海精族シーレーナ〉から指定された客室は三つ。

　それぞれレイジ、レウ、ティファリシアに当てられたものだ。

　ティファリシアは自分に割り当てられた部屋に戻るつもりだったが。

「もうここはてきち。なるべく、いっしょにいるべき」

「え……」

　確かにそれは正論かもしれないが。

「……あ、あの今さらかもしれませんが……男性の部屋で一晩過ごすというのは……その、いろいろと問題がありますよね……？」

　ティステルでも【勝負】のほとんどがレイジの部屋で行われていたため、感覚として麻ま痺ひしているが、本来婚前の女性が殿方の部屋に入り浸るというのはありえないことなのだ。

　特にティファリシアは男性に対する免疫がないのに──と、ちらりと寝入ったレイジを見たティファリシアは、余計なことまで考えて顔を赤くして。

「そんなのほんとうにいまさら。それに──いぬが、ご主人さまのそばにいないで、どうするの」

「……!?　それまだ続いているんですか!?」

　いや確かにまだ犬耳はついているが。

　いつもの罰ゲームならレイジが飽きた時点で終わるはず──。

「どうして、おわったとおもったの？」

　無感情のまま首を傾かしげられ。

　ティファリシアは、その異様なプレッシャーにごくりと唾つばを飲み込こむ。

　そうして、レウが黙って指さす先が床であることに気づき、さすがに抗議の声をあげた。

「ちょっと待ってください。さっきもそうですが、わたしが負けた相手はあくまでレイジです。あなたにどうこう言われる筋合いは──」

「おすわり」

「き……聞きませんよ。これでも〈解放者〉の《誓約者ルーラー》として」

「お・す・わ・り」

　暗くら闇やみの中で怪しく光る紅あかい瞳ひとみ。

「……ぁ──ぅ」

　──〈幻魔族ストレーガ〉は目だけで相手に呪のろいの魔法をかける

　昔、母から聞いたおとぎ話の一節が、不意によみがえって。

　気がつけば、ティファリシアはレウの言うとおりの場所に静しず々しずと座っていた。

「すなおなのは、いいこと。──おやすみなさい」

　そう言って、あっさり灯あかりを消したレウに、ティファリシアは一人呟つぶやいた。

「うう……わたしはいったいなにをして……」

　呟きは夜の闇やみに消え、あとには静かな寝息だけが残った。





　　　　◆◇◆◇◆






　寝付きがいいのと寝覚めがいいのはレイジが自覚する自分の特徴の一つだ。

　どれだけ疲れていようと、肉体が睡眠を欲していたとしても、なにかあれば即座に目が覚める。

　だから──夜中に誰かがごそごそとベッドに入り込こんできた瞬間、レイジの意識はばっちり覚かく醒せいした。

「……おいこらレウ。夜中に手を出すのはやめろって──」

　言いながら、暗くら闇やみで寝返りを打ったレイジは──ふにょっと。

　右手いっぱいに柔らかな感触を得て。

「ん……!?」

　この感触は──率直に言っておっぱいのそれな気がする。

　だが、こんなボリュームはレウはもちろんティファリシアだって足りない。

　そんなことを冷静に考えながら、確認するように手の中の柔らかなものをもみしだいていると。

「──あん♡　……そんな片方ばっかり。かえって切なくなるわぁ……」

　艶つややかな息と、甘い香り。

　穏やかなその語り口は。

「セイレ・ユーフォニア？」

　どうして、ここに。

　言わずとも露払いをするレウは？

　いや、そもそもなにをしに──？

　そこまで考えた瞬間、ぱっと寝台の小さな灯あかりがともって、部屋の異様な状況が明らかになる。

　部屋の中には着崩れた姿のセイレと、下着姿としか思えない五人の〈海精族シーレーナ〉の少女たちが入り込んでいた。

　なにやらうねうねとした紐ひも状じようのもの──触手らしきなにかを操る彼女たちは、お互いの肉体をこすりつけあいながら誰かに絡みついていて。

　その誰かがわかった瞬間、レイジはすべてを理解する。

「──なるほど。こういう交渉術もあったな」

「いややわ。接待術言うておくれやす」

　言いながらしなだれかかってきたセイレは、少女たちを見ながら目を細める。

「〈海精族ウチら〉の使う『共きよう鳴めい連れん鎖さ』。その一つに、ウチらがえっちな気分になったときに近くにいる〈海精族シーレーナ〉も共鳴する……そのとき分泌する液に触れれば、〈海精族シーレーナ〉以外の人でも同じようなりはる効果がありますえ。レイジはんもそういう気分になってきはりますやろ？　──あの子たちみたいに」

　そう言って指さした先。

　無防備に少女たちとぬるぬるとした触手に絡まれ、床で悶もだえる犬耳ティファリシアと必死に『かたわらの闇やみ』で抵抗しようとしているが、局部をまさぐられ、快楽で表情が歪ゆがむのを隠そうとしているレウ。

「ぁっ……、レイ……ジ……助、け……ふぅんっっ♡」

「……ご主、じん……さま……ぅっあっ♡」

　レイジに気づいてあげた声は、色づいた嬌きよう声せいに変わり、口元を押さえようにも身体の自由は触手に奪われている。

　羞しゆう恥ちと快楽。

　どちらがどちらだかわからないまま声をあげ続ける彼女たちを見て、レイジは静かに指摘する。

「……あれ一応嫌がってるよな？　《大誓約魔法》は？」

　相手を害する行為の禁止。それは単なる暴力だけでなく、こういった無む理り矢や理りな性的干渉にも適用されるはず。

　だが、セイレははんなりと笑って言う。

「問題ありしまへん。口ではいややいやや言わはってても、心は受け入れてはりますえ」

「…………あー。〝悔しいっ、でも感じちゃうっ〟で、感じちゃうのほうが大きいと《大誓約魔法》が働かないと。あんたら〈海精族シーレーナ〉の固有魔法はそういう気持ちを増幅させる効果もあるわけだ」

　どれだけ頭で嫌がっていると思いこんでも、現に身体が悦んでしまっている。

　その建前を《大誓約魔法》は考慮せず、本音だけで判断するのだ。

「頭が落ちないのなら、肉体を落とす……なるほどいい手だな」

「うちは難しことはわからしまへんけど」

　くにゃりと小首を傾かしげ、するすると鼻先がくっつきそうになるほど顔を近づけてきたセイレは、レイジの手を自らの胸に押し当て、とろんと切なげな顔で。

「ただ──みんな気持ち良うなったらええ思てるだけですえ……」

　そのままレイジを押し倒し、ぱさりと着物を落とす。

　薄明かりの下、あらわになるセイレの裸体。

　柔らかな曲線を描き、女性ならば誰もが憧あこがれるであろう美しく均整の取れた肉体は、レイジに生唾つばを飲み込こませる。

「ここであんたに身を任せたら……さぞかし気持ちいいんだろうな」

「──ふふ。何度でも昇天してもらいますえ。それは──うちも」

　滴したたり落ちる髪をかき上げ、ゆっくりと覆おおい被かぶさるように動いたセイレは、レイジの頬ほおをさすり、口づけを──しようとして。
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「だが断る」




　その短い言葉は。

　まるで魔法のごとく、セイレを弾き飛ばした。

「──！」

　裸のままベッドからたたき落とされたセイレは、触手を操る少女たちを巻き込こみ、数回転して止まる。

　そのまま体を起こし、驚きよう愕がくの表情でベッドを見上げ、そこに見覚えのある小さな魔法陣が広がっているのを確認して、呟つぶやく。

「まさか──《大誓約魔法》？」

　そんな馬鹿な。

　そう続きそうなセイレの言葉に、レイジはベッドの上であぐらをかき、肘ひじをついてにやにやと笑いながら言う。

「え？　なにが疑問なわけ？　明らかに俺を害する行為だったんだけど」

　性的に無む理り矢や理り襲われそうになった──確かに、セイレの行動はそう受け取れるものだったが。

「あほな……！　男おと衆こしはんなら拒まはるはずない……頭はともかく体は拒まはること……」

　そこまで言いかけ、はっと気づいたように口元を押さえる。

「ひょっとして、男色──」

「違うわ！」

　食い気味に否定したレイジに、セイレは戸惑うように瞳ひとみを揺らす。

「リョーちんの情報によれば、童貞やって……」

「おう。童貞だな」

「なら、どうして──」

「あんたが間違ってるからだ」

「まちごうとる……？」

「正確には、あんただけじゃない。世の中全体の童貞に関する解釈がな」

「──────は？」

　童貞に関する世の中の解釈？

　いきなりスケールの大きくなった話に。

　というか──意味のわからない方向に転がった話に、セイレの頭に疑問符がいくつも並ぶ。

　だがレイジは、異世界に飛ばされたニート《英雄》は、そんなことどうでもいいとばかりに言う。

「あんたも今言いかけたよな？　〝童貞のくせになぜ落ちないのか〟〝女に耐性なんてないはずなのに〟──とんだ勘違いだ」

　低くひびく声。

　次第に大きくなるアクション。

「あるいは世の中に、童貞と処女を槍やりと城に見立て、一度も城を落としていない臆おく病びような槍を蔑さげすみ、一度も落とされていない堅けん牢ろうな城をたたえることがある。堅牢な城を評価して、まだ一度も使われていない──言い換えれば未知の槍をどうして蔑めんの？」

「そ、それは、実際に城を攻めて──」

「実際に城を攻めて、落として、それで？　〝ああなんだこんなもんか〟〝思ってたより普通だわー〟──んな感想一つ言っておしまいか？　その瞬間、抱いていた理想は、思っていた妄想は、永遠に失われるのにもかかわらず！」

「──」

「勘違いすんなよ？　城はいつだって攻め落としたい、一線はいつだって越えたい──だがあえてそれをしない！　なぜなら真の童貞は知っているからだ──妄想に勝る現実などないと!!」

　かっと目を見開き、力強く言う。

「だから童貞は、誘いざない、誑たぶらかし、魅了してくる現実という悪魔から、妄想という聖なる領サンクチユ域アリを守り抜くため、決して女になびくことはない！　ようするに──




　童貞ってのはそういう真の男の生き様なんだよ!!」




　だからレイジは、肉体、精神、意識も無意識も超越して、そういう行為を拒むことができる──。

「……………………」

　時間が止まったのかと勘違いするほど、誰もが沈黙を貫く中。

　触手から解放され　演説をすべて聞いていたティファリシアがすぐ近くにいたレウに乾いた声で言う。

「…………レウさん……信じられないかもしれませんが、あれがわたしたちの国の《英雄》ですよ……」

　さらさらと砂になってしまいそうなティファリシアに、レウはこくりとうなずき。

「すばらしい」

　そう、即答して。

　がくりと肩を落としたティファリシアは、孤独を噛かみしめながら思わず祈る。

「────ああ天にましますお母さま。どうかティファリシアだけはまともでいさせてください……」

　そうして彼女の焦燥が一筋の涙となって頬ほおを伝いそうになった、そのとき。




「──ぷっ、きゃっはははははははっ」




　窓の外。

　足場もないはずのその場所から、楽しそうな笑い声が聞こえてきて。

　ティファリシアたちはいっせいにそちらを見る。

　予想だにしない人物は、けれど彼女にだけは予想通りだったらしく。

「──リョーちん。ここはウチに任せる言うたやろ」

　咎とがめるようなセイレの呟つぶやきに、涙が出るほど笑っていた太たい公こう望ぼうは顔をあげる。

「きゃは、きゃははっ……あ、はっ、はぁはぁ……。だ、だってぇ、もぅ限界ぃ……見守ってよーと思ったけどぉ……おかしすぎてぇ」

　まだ笑い足りないとばかりに、余韻を楽しむ太公望は、目に浮かんだ涙を拭ぬぐいながら、レイジを見る。

「レイジっちって、ホントさいこーだね♪」

　親指を立て、ニッと笑う太公望は、そうしてすぐにその笑みをイタズラめいたものに変えて、

「そんなさいこーなレイジっちだから、もうこの際全部言っちゃおうかと思うケド」

　ひょいと窓を越え、窓枠に腰掛けながら言う。

「ぁたしたち〈海精族シーレーナ〉が〈解放者〉と同盟関係を結びたいと思ってる本当の理由はさ──キミたち〈解放者〉が利用しやすいからなんだよね」

　あっさりと。

　そう続けて。

「とゆーかね、元々は〈解放者〉ってすっごぃ邪魔だったんだょー。急に国つくってさ、〈隷人族インフイルマ〉や［劣血種アブセンス］、弱者の受け皿になるなんて、もうそれまんま革命じゃなぃ？　ぁたしたちが目指してるのは、世界が今のまま在あり続けることなのに」

　レイジが見抜き、指摘したことをそのまま認めた太たい公こう望ぼうに。

「ずいぶんあっさり受け入れるんだな」

　レイジがちょっかいを出すように言う。

「いいのか？　あんたらの謳うたう、平和を望む種族って仮面が剥はがれちまうぜ？」

「剥がれへんよ」

　答えたのは、〈海精族シーレーナ〉という種族の長。

　いつの間にか元通り着物をまとっていたセイレは、穏やかに言葉を紡ぐ。

「ウチらがみんなの平和を望んでいるのはどっこもまちごうてない事実。ウチは──ウチら〈海精族〉はただまっすぐみんなのことを考えてるだけや」

　性差も存在せず、『共きよう鳴めい連れん鎖さ』によって自他の境目すら薄い種族である、〈海精族シーレーナ〉。

　彼女たちにとっての自分──みんなとは、はじめから〈海精族シーレーナ〉のことだけを指す。

　つまりそれは。

「〈海精族シーレーナ〉は、〈海精族シーレーナ〉のためだけに動いている……？」

　ティファリシアの呟つぶやきに、セイレはただ冷たく微笑ほほえむだけ。

　彼女の、彼女たちの言っていた世界平和は。

　あくまで自分たちの平和であり、たとえば〈解放者〉の平和は含まれていない──。

　ショックを受けるティファリシアに、レイジは淡々と述べる。

「その建国経緯からどの種族からも注目されるという政治的な目立ち方。そして〈森霊族エルフ〉と〈獣妖族ペステイア〉の領地に接しているという地理的条件。自国で食料を賄まかなえず、他国からの援助を受けなければとても自活できないという惰だ弱じやくさ。急造の弱者受け皿、ぽっと出の〈解放者〉は──死ぬほど利用しやすい。これほど使い潰つぶして斬きり捨てても問題のない国は存在しないといってもいいな。そんなことはどこの種族も考えるし、逆に言えば考えないほうがおかしい」

　だから、結局。

「〈海精族シーレーナ〉も他の種族となにも変わらねーってことだな」

　つまらなさそうにそう断じたレイジは、なにか言うことでもあるかとばかりに〈海精族シーレーナ〉の《英雄》を見る。

「──まーレイジっちのその括くくり方なら、ぁたしたちと他の種族は確かになにも変わらないかもしれないねー」

　右手の釣つり竿ざおを弄もてあそび、悪気なく言った太たい公こう望ぼうは「でもね」と続けて。

「本来、国と国、種族と種族の関係って、そんなもんだょ？」

　かつて世界最大の国の軍師であった少女は、足をぶらぶらさせながら語る。

「ぁたしの知る世界の平和とは注釈の入る余地もなくその国の平和だし、それ以上のことに手を出すつもりは最初からなぃ。欲をかいた人間の末路なんて、それこそ見飽きてるからね。ただ、ぁたしたち──この〈海精族シーレーナ〉という種族は、少なくとも他のどの種族よりも身の程を知っている。分別を弁わきまえている」

「だから現状の維持を目的とし、必要以上の領土を無駄と斬きり捨てるわけだ」

　口を挟んだレイジにも、さらりと応じる。

「そー。〈解放者〉だって、その現状維持のためにすこーし、利用させてもらうだけで、それ以上のこともそれ以下のこともしなぃ。それってキミたち〈解放者〉にとっても悪くなぃことだと思うんだケド？　だって──」




「どうせ利用されるんだから」




　強く、割り込こむ声。

　思わぬところからあがった言葉に、太公望の眉まゆが跳ね、この場にいる全員の視線が声の主へと集中する。

「どうせ他の種族に利用されるしかないのなら、〈海精族シーレーナ〉に利用されるほうがまし──そういうこと、ですか」

　ティファリシアの静かな確認に、太公望は目を細め。

「うん、そー」

　唇を、つり上げる。

「もちろんそれはぁたしたちから見た事実だょ。まー事実なんてそもそも見る側からしか存在しないものだケドね」

　さらりと続けた太公望に、ティファリシアはすかさず続ける。

「であれば──わたしたちから見た事実も存在するはずです」

　そう答えるのを待っていたかのように、派手な容姿の少女は目を細める。

「そだねー。たとえば──ぁたしたちと対等な立場で同盟関係を結ぶ、とかカナ？」

　対等な立場での同盟締結。

　それは〈海精族シーレーナ〉にとって不平等な同盟と同義だ。

〈解放者〉が〈海精族シーレーナ〉と同じだけの権利と義務を持てば、〈海精族シーレーナ〉は〈解放者〉に対して無む茶ちやな要求ができなくなり、〈解放者〉と組んでいることによるデメリットだけを一方的に受け続けることになる。

　つまり、〈海精族シーレーナ〉が〈解放者〉と自分たちにメリットのある同盟を結ぼうと思えば、必然的に権利も義務も自らの一存で決められる、支配的で一方的なものにならざるをえない。

　一方で──〈解放者〉もまた、〈海精族シーレーナ〉に対して対等な同盟関係を結ぶというチャンスは残されている。

　今となればティファリシアにもわかる。

　おそらくレイジが目もく論ろんでいたのもそれなのだと。

「たぶん、レイジっちが目論んでたのもそれだよねー。事前にお腹なかの探り合いをして、ぁたしたちを思いっきり牽けん制せいした上で、自分たちの要望だけを通す。──でも残念。それはぁたしたちも考えてたことなんだなー」

　ティファリシアが考えていることはすべてわかっているとばかりにそう続けた太たい公こう望ぼうに、レイジは笑う。

　そういう話はすでに聞き飽きたとばかりに。

「平行線だな。で？　その上でお前らはなにを望む？」

　最初からそれだけが目的なのだと、隠しもせず告げる〈解放者〉の《英雄》に、〈海精族シーレーナ〉の《英雄》は、待ってましたとばかりにぴょんっと窓枠から降りると、後ろ手に手を組み、にひひと笑って。

「ぁたしたちといっこ賭かけしなぃ？」

「……賭け？」

「そー。レイジっち流に言うなら──【勝負】で決めよーってカンジ？」

　そうなることがはじめからわかっていたかのように。

「内容は？」

　あっさりとそう先を促したレイジに。

「レイジっちのドーテー」

　彼女は無邪気に笑い。




「レイジっちのドーテーを奪えるかどうか──つまり、童貞争奪戦っていうのはどぉ？」








五章　ニート、賭かけられ賭ける









　翌日。

　割り当てられたレイジの部屋で。

「──今回ばかりは本当に、ほんっとーに、心の底から見損ないました」

　ぶすっとした表情のままそう呟つぶやいたティファリシアに、レイジはさらりと答える。

「え？　まだ見損なってなかったの？」

　信じられねえ。ニートだよ？　馬鹿じゃないの──そう続けそうなレイジに、ティファリシアは握りしめた拳こぶしをぶるぶると震わせる。

「──っ、元々見損なっていましたが、もっともっと見損なったということですっ！」

「えー？　とかいってまだ希望持ってるんじゃないのー？」

　ほれほれ、正直に言っちゃいなよ……と、完全におちょくる方向にシフトしているのがわかる受け答えに、ティファリシアは我慢ならないとばかりに声をあげた。

「～っ、なんで反省してないんですか!?　あんな──あんな最低の【勝負】を引き受けておいて！」

　本当に、最低の【勝負】。

　噛かみしめるように呟きながら、ティファリシアは昨晩のことを思い出す──。




〈海精族シーレーナ〉の《英雄》太たい公こう望ぼうが口にしたのは、ティファリシアからすればわけがわからないにもほどがあることだった。

　あまりにわけがわからないから、口を開いても、なにも言葉がでず。

「────は？」

　ただ一言。一言というのもはばかられるような声を漏らすのが精一杯で。

　そんなティファリシアに、太公望は小首を傾かしげて笑いながら言ってきた。

「んん？　伝わらなかった？　童貞争奪戦っていうのはー、よーするにぁたしたちがレイジっちのハジメテをいただけるかどうかっていうので──」




「──受けた」




「え」

「その【勝負】、受けた！」

　腕を組み、やたらと堂々とした態度でそう述べたのは、他ならぬレイジ本人。

「この俺の強固な意志、現実に抗あらがう究極の信念をへし折ることで、〈解放者〉という種族そのものを屈服させるってわけだな。ふ──その意気やよし!!」

「えええええええええ!?」

　ティファリシアが叫ぶのも気にせず、太たい公こう望ぼうはパンと手を合わせてにこやかに言う。

「ハイ、決まりー♪　じゃー条件決めよっか。この国を出るまでにレイジっちのハジメテを奪えたら〈海精族あたしたち〉の勝ちで、今回結んだ同盟は〈海精族シーレーナ〉主導のもの。奪わせなかったら〈解放者レイジっちたち〉の勝ちで〈解放者〉主導のものね。あ、いちおー種族全体に関わる契約になるし、条件もわかりやすくなるから《英雄戦争》ってゆー形にしとく？」

　軽く言う太公望に、ティファリシアが声をあげる。

「ちょ、ちょっと待ってください！　《英雄戦争》にするということはすべての種族に知らしめる義務があるわけで──」

「きゃっは、『勝利条件：〈解放者〉《英雄》ホウバミレイジの童貞奪取』とか、そんな感じに表示されるんじゃない？」

　太公望が上を指さしながら楽しそうにそう付け加えて。

「じょ──冗談じゃありません!!」

　勝敗に関係なく、そんな《英雄戦争》を行ったということ自体が、〈解放者〉にとって恥以外のなにものでもない。

　なにが悲しくてそんな恥をさらさなければならないのか──！

「せやなあ、ウチらは別にかまへんけど、そちらさんが問題あるいわはるのなら、《誓約者ルーラー》同士での契約──【勝負】という形にしはる？」

「ま、まあそれならまだ……」

　種族全体に関わる契約は《誓約者ルーラー》にしか結べない。

　本来、お互いに妥協点が見つからず、こじれた場合にのみ《英雄戦争》という形をとっているだけで、条件面で特段の問題がないのであればまさにレイジが言うところの【勝負】という形でも──

「って違いますよ!!　ど、童──そ、そういうものを賭かけた勝負自体に問題があると言ってるんです！」

「んー？　なんだよ、まさかお前、俺が負けるとでも思ってんの？」

「い、いえ、それは……」

「この世界で両者の同意なく【勝負】が成り立つことはない。ひるがえって、必要なのは常に妥協ということになる。お互いに突つっ張ったままじゃいつまでたっても先に進めないからな。すると次に考えるべきはなにを妥協すべきかという話になる」

「…………はあ」

「【勝負】をするということは要求があるということだ。この要求を妥協するんじゃ元も子もない。逆に言えば、ここさえ曲げなければ他のすべては妥協できるとも言える。もちろん、要求を呑のませるためにも【勝負】に負けることは許されない。だから妥協して絶対に勝てないような【勝負】を受けてはならない。しかし幸いなことに──俺はどんな【勝負】だろうと絶対に負けない」

　どんな【勝負】だろうと絶対に負けない──普通であれば一笑に付される言葉が。

　理屈を超えて事実であるということを、ティファリシアは確信している。

　確かに──レイジが言っていることは正しい。

「だったら、どんな条件の【勝負】だろうと受けるべきだろ」

　そう、この童貞争奪戦も。

　瞬間、ティファリシアはその通りだと思いながらうなずいてしまい。

「──あっ」

　一瞬遅れて、完全にのせられていたことに気づく。

「ちょ、今のは──」

　などと言っているあいだに、ティファリシアとセイレ──二人の《誓約者ルーラー》のあいだに小さな契約の魔法陣が広がった。

「ああああああああああ!?」

　ティファリシアの声にリアクションを示した者は誰一人おらず。

「それじゃ、明日からよろしくー♪」

　そそくさと退散する太たい公こう望ぼうたちをただ見送ることしかできなかった。




「──今思い出しても腹が立ちます……」

　苦虫を噛かみつぶしたように、ティファリシアはブツブツと言う。

「〈解放者〉の運命と、レイジのて、貞操になんの関係があるんですか……【勝負】の内容だって極めて限定されたものですし……そもそも種族の命運を左右する同盟を結ぶかどうかの判断に、ど……どう……不謹慎すぎます……っ」

　のせられていたとはいえ、ティファリシア自身が【勝負】の契約を結んでしまったというのも腹立たしい。

「って聞いてます!?」

「ん、聞いてない」

　あっさりとそう答え、レイジは珍しく鏡の前でなにやら自分の身だしなみのようなものをチェックしながら言う。

「いやーどんな【勝負】なのか楽しみだわー」

「……ないようがないようだけに、ご主人さまは、まけてもおいしい」

「そう、そこな！　さすがレウ、わかってるねー」

「負けてもおいしいって……まさか負けるつもりじゃ──」

「えー？　んー、どーしよっかなー？」

　にやにやにや。

「こ、この最低《英雄》……！」

　──ダメだ。わたしがなんとかしないと……！

　このままでは、本当に〈解放者〉が負けてしまう可能性すらあるかもしれない。

　そこで結ばれる同盟は、当座の〈解放者〉を救いはするが、〈海精族シーレーナ〉にいいように利用され、やがては使い捨てられる確定した滅びの道だ。

　レイジ自身とは関係なく、〈解放者〉のために、断固として貞操を奪われるのだけは阻止しなければ。

　強くそう決意するティファリシアに、いつのまにか隣に立っていたレウがぼそりと呟つぶやく。

「すなおになればいいのに」

「……は？」

　素直？

「ご主人さまのていそうをかけたゲーム。それじたいが、きにいらないって」

「…………そう言っている、つもりですが」

「じぶんでもわかっていないのなら、いい。……私がすることは、かわらないし」

　話は終わりとばかりにローブを翻ひるがえし、ドアに向き直る。

　いまいちレウがなにを伝えたかったのかわからなかったティファリシアが首を傾かしげると同時。

「失礼します──〈解放者〉の皆様。お迎えにあがりました」

　部屋の扉がノックされ、〈海精族シーレーナ〉の少女たちが入ってきた。
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　三人の〈海精族シーレーナ〉の少女。

　──いったい彼女たちはなにをしてくるのか。

　昨日の今日で警戒するティファリシアに、一歩前に出た少女が丁寧に一礼する。

「はじめまして。本日の歓迎パレード案内役を仰せつかりました。よろしくお願いします」

「よろしくね、おにーちゃん♡」

「…………どーも」

　揃そろって白のワンピースに身を包んだ少女たちは、綺き麗れいにタイプが分かれていた。

　最初に話してきた包み込こむような雰囲気で穏やかな笑みを絶やさないお姉さんタイプの少女は、出るとこが出た実に女性らしい体つきをしており、特に胸のボリュームがすごい。

　二番目の明るく朗らかなツインテール少女は、この中では一番幼く、年下に見えるが、その悪戯いたずらっぽい表情からは妙な色気を感じられて、男心を弄もてあそぶ小悪魔のように思える。

　そして、こちらを見もしないで挨あい拶さつをしたぶっきらぼうな少女は、よく言えばスレンダー、悪く言えば起伏のない体型をしており、そのことを本人が一番気にしていそうな、でもそのことを悟られたくなくて無愛想に振る舞ってしまう──なつくまでは時間がかかるが、いったんなつけば一いち途ずな野良猫のようだった。

　狙ねらったとしか思えないほど、綺き麗れいに属性の分かれた少女たちに、レウがぼそりと呟つぶやく。

「『癒いやし系巨乳お姉さん』『小悪魔系ツインテロリ妹』『無愛想系ツルペタツンデレ少女』──なるほど、しっかりぽいんとをおさえている」

「は？」

　神妙にうなずくレウが口にした単語の大半がわからず、ティファリシアは疑問符を浮かべた。

「レウお前、俺のタブレットで余計な知識ばっか詰め込こむのほどほどにしとけよ？」

　レイジが一応突つっ込んでから珍しく考え込むような素振りを見せる。

「しかし……ふーむ」

　そうして彼女たちをじっくりと眺めてから、〈解放者〉の《英雄》もといニート《英雄》は真剣に言った。

「この中から好きなやつを選べばいい感じ？」

　そのあんまりなセリフにティファリシアが突っ込むより先に。

「な……なに言ってんのこの人」

『無愛想系ツルペタツンデレ少女』がどん引きした。

「あー、そーゆー失礼なことを言ったらダメってセイレ様に言われたでしょー？」

「うふふ、そのとおりね」

　そんな彼女に『小悪魔系ツインテロリ妹』と『癒やし系巨乳お姉さん』が注意を促し、

「で、でも……」

「それにあなたもさっき〈解放者〉の《英雄》様はタイプかもって言ってなかった？」

「な──そ、それは！」

「あれー、おねーちゃん顔あかーい」

「や、やめてよ……っ」

　顔を赤くした『無愛想系ツルペタツンデレ少女』は恥ずかしそうにレイジを見てきて。

「う、嘘うそだからな……！」

　ぷいっとそっぽを向く。

「ふーん？　じゃ、あたしがもらっちゃおーかな」

『小悪魔系ツインテロリ妹』は、そう言ってティファリシアやレウが反応する間もないほど自然にレイジの手に抱きついた。

「ちょ、ちょっと！」

「エヘ。ねえ、レイジおにーちゃん、あたし意外とあるでしょ？」

　なにが？　そう問い返す間もなく、蠱こ惑わく的てきに微笑ほほえんだ少女は、つま先立ちし、レイジの耳元にささやく。

「むーね♡」

　言いながら一際強くレイジの腕をぎゅっと抱いてきた。

　確かに──むにゅっとした柔らかな感触は、思った以上に彼女が少女ではなく女だということを意識させたが。

「──あら。それなら」

　あくまで穏やかに。

『癒いやし系巨乳お姉さん』が『小悪魔系ツインテロリ妹』とは反対の手に抱きつく。

　瞬間、レイジが感じたのは圧倒的なボリューム。

　大きいとか柔らかいとか、そういった言葉では到底足りない。

　得も言われぬ多幸感。

「どうですか？　レイジ様」

　目を細め、ニコリと微笑む彼女に、二人の少女が不満の声をあげる。

「むー、ずるーい！　そんなの勝てるわけないじゃん！　──よーしそれならあたしはねー」

「……どーせ私はみんなより胸ないもん。で、でも、私だって──」

　そうして、歓迎パレード案内役という立場そっちのけで、それぞれにアピールをしだす少女たちに。

　レイジは我慢ならないとばかりに笑った。

「はっはっはっは──なにこれ？　リアルギャルゲー？」

　周りの目などまったく気にせず、なんの疑いも抱いていないように与えられた状況を受け入れ楽しんでいるレイジへ──ティファリシアはジトっとした眼まな差ざしを向けて、ぼそりと呟つぶやく。

「……どう見ても楽しんでるだけです」

　まさかとは思っていたものの、本当に童貞争奪戦を満喫するつもりだとは──

　そうティファリシアが思っているあいだにも、もはやレイジに絡まるような格好になっている彼女たちは、口々にレイジを褒めそやしながら移動しはじめる。

「ねー、あたしレイジおにーちゃんと二人きりになれる場所に行きたいなー」

「あらあら。お役目を忘れちゃだめよ？　──でも少しなら抜け出せる時間もあるかもしれないわね」

「な、なに言って……宮殿裏にそういう場所があるのは知ってるけど」

「えー、四人でするのー？　まーたまにはそういうのもいいけど」

　すでにレイジ以外は眼中にないように堂々とそんなことを話す彼女たちに、ティファリシアが顔を赤くしながら言う。

「ちょ──なにかすごいこと話してませんか……!?」

「そうおもうなら、とめてきたら」

「し、しかし……〈解放者〉の《誓約者ルーラー》という立場でそういうことは──」

　などと言っているあいだに、目の前からレイジたちごと少女たちの姿が消えて。

「え──」

　驚きよう愕がくに目を見開くティファリシアに、レウが冷静に告げる。

「した」

　言われて渡り廊下から下の中庭を見れば、三人の少女は昨夜ティファリシアたちを襲った触手のようなものを操り、レイジに絡みついたままこちらに向けて手を振っていた。

「《誓約者ルーラー》のおねーちゃん、ごめんねー！　今度男の子の姿で相手してあげるからー」

『小悪魔系ツインテロリ妹』が代表とばかりにそう言い、そのまま立ち去ろうとして。

　瞬間。

　まばたきする間すら残さず。

「──それで」

　彼女たちの影から現れたレウが。

　意志ある黒いローブ『かたわらの闇やみ』を使い、あっという間にレイジを奪い返して。

「かんげいぱれーどは、どこでするの？」

　静かに言った。





　　　　◇◆◇






　その後も〈海精族シーレーナ〉の美少女たちによるレイジへのアタックは続いた。

　歓迎パレードの迎え役である少女は、彼女たち三人だけでなく。

「わたくしたちは、〈解放者〉さま方の御身を清めるための役を仰せつかっております」

　そう言ってレイジたちを湯ゆ浴あみ場へと連れ込こみ、裸になって迫ってくる『高飛車巻き髪お嬢様』や、

「……あ、あの、あの、その……〈解放者〉の《英雄》さまに助けてもらいたいことがあって……」

　相談を持ちかけ、受けると言ってもいないのに前払いと称して自分の肉体を捧ささげようとする『不幸系尽くし少女』、

「ああ……《英雄》様……どうかどうかお慈悲を……《英雄》様の精を受けなければ死んでしまうのです……」

　いまいちよくわからない設定を振りかざしてレイジの下腹部へ直接手を伸ばす『電波系色欲少女』などなど。

　よくもまあここまで用意したものだと感心したくなるほど、様々な属性と方法で貞操を奪おうとする少女たちに。

　レイジはそのすべてを特に拒まなかった。

　代わりに、本当に一線を越えそうになるときだけ、その都度的確にレウが妨害する。

　そんな様式美のようなやりとりを半ば呆あつ気けにとられながら眺めていたティファリシアは、なにより〈海精族シーレーナ〉という種族の統一感に驚いていた。

　太たい公こう望ぼうが童貞争奪戦をしようと言ったのは昨日の夜。

　その後、どういった指示が出ていたのかはわからないが、たった数時間でここまでの一貫した態勢を築けるというのは単純にすごいとしか言いようがない。

〈海精族シーレーナ〉の使う『共きよう鳴めい連れん鎖さ』は、確かに意思統一を図るのに極めて有効と判断せざるをえなかった。

　……まあそれ以上に、どんな少女でもウェルカムと言わんばかりにまったく拒絶しないレイジに腹が立つのだが。

　そうして少女たちの行き過ぎた歓待を退けながら少しずつ街の中心に移動していたティファリシアは、ずっとニヤニヤ顔のままのレイジに言う。

「……楽しそうですね」

「ったり前じゃん。この状況を楽しめない男とか男じゃないだろ」

「愛だの恋だのの話は好きじゃないんじゃなかったんですか」

「……？　これのどこに愛だの恋だのがあんの？」

「──え」

　素すでそんなふうに返されて。

　ティファリシアは絶句する。

　なにかレイジの根っこに触ってしまったような、いやけれどそれ以前の問題でもあるような──

「ご主人さまのいっているのは、おそらくせいよくのはなし。せいぶつとしていせいにむらむらしても、そのげんどうがかならずしもあいやこいであるとはかぎらない」

「うーむ、まあそうなんだが……単純に性欲だけで楽しいかっつーとちょっと違う気もするな」

「でもあいやこいにはかならずせいよくがつきもの。つまりせいよくからあいやこいはうまれる」

「いやそれは合ってるのか？　まあでもこう、もてはやされるのが楽しいっつーか、俺のために動いてるその事実ににやにやするっつーか」

「……どうでもいいです」

　ため息を吐ついて、ティファリシアは不毛な会話を打ち切る。

　とりあえずレイジが純粋にこの状況をただ楽しんでいることだけはわかった。

　いつものようになにか考えているのだと思いたいが、というかそうでなければ困るのだが、どうせ真正面からそのことを訊きいても答えてはくれないだろう。

　であればやはりこちら側でなんとかしなければならない──そうティファリシアが考えこんでいると、レウが突然言った。

「めいあんをおもいついた。このまませめつづけられるのはめんどう。だかいさくがもとめられる。だから──あなたがおとりになって」

「は？　わ、わたしがですか？」

「〈海精族シーレーナ〉のねらいはあくまでご主人さま。かのじょたちがあなたにきがいをくわえたりすることはない。あなたはべつるーとでゆうゆうとごうりゅうすればいい」

「いえそうではなく、囮おとりならレウさんでも──」

「あなたにご主人さまがまもれるの？」

「……う」

　今までもレイジの窮きゆう地ちを救ってきたのはレウだ。彼女の『かたわらの闇やみ』なくしては、どこかで決定的なトドメを刺されていたかもしれない。

　事実、この周囲に水のない裏路地のような場所に逃げ込こめたのも、『かたわらの闇』を利用した移動の結果だった。

「べつにむずかしいことはようきゅうしていない。あなたがわざとめだつことで、おってをすこしでもかくらんできればそれでいい。そのために〈解放者〉の《誓約者ルーラー》というかたがきはそれなりにやくだつ」

〈解放者〉の《誓約者ルーラー》がいるところに、《英雄》もいる。そう思わせ、引きつけた上で別行動を取るレイジたちが安全に会場へと移動する──。

　確かに筋は通っている。

　通っているが。

「あまりかんがえこんでいるじかんはない。私たちがむこうにみつかってしまったらおしまい」

「……わ、わかりました」

　急せかすような口調に、ティファリシアは慌ててうなずき、大通りに向かう。

　それを確認してから。

「ご主人さまはこっち」

　レウはレイジの手を取り、反対方向へと歩を進めていった。





　　　　◇◆◇






　表通りからかすかに喧けん噪そうが聞こえる。

　おそらくティファリシアがうまく動いているのだろう。

　裏通りに捜索が及ぶ気配はいまのところない。このままじっとしていれば少なくとも彼女たちをやりすごすことはできそうなのだが。

「……で。さっきからなにをしてるんですかねレウさん？」

　先ほどの裏通りからさらに奥。

　薄暗い、袋小路になったスペースで、レイジはレウに迫られていた。

　これもいわゆる壁ドンという状況なんだろうか。

　壁に押しつけたレイジに、レウが身体を密着させ、熱っぽい視線で見上げている。

　レイジの自由を奪い、身動きをとれないようにしているのは『かたわらの闇やみ』だったが、その命令を出したのはレウで、つまりはレウがこの行動をとっている。

　その理由がわからなくて……いやわかってはいるが、確認の意味で問いかけたレイジに。

「めいあん」

「あ？」

「ご主人さまと〈海精族シーレーナ〉の【勝負】はご主人さまのどうていを〈海精族〉がうばうことでかつ。つまり」

「…………〈海精族シーレーナ〉以外が俺の童貞を奪えば勝利条件がなくなる、と？」

　そう──レウがレイジの童貞を奪ってしまえば、その時点で〈解放者〉の負けはなくなる。

　だから、ようするに。

「これならご主人さまもこばめない」

　ドヤ顔でそうのたまったレウに、レイジは顔を引きつらせながら呟つぶやく。

「確かに理屈として通っちゃいるんだが──」

「だったらもんだいない」

「それで問題ないって断言できることが問題だろどう考えても！」

「ご主人さま」

　手足を絡ませ、顔を近づけて。

　クランレウ・シミシカは囁ささやくように告げる。

「私は、ほんき」

「いやだからそれ目的と手段が──むぐっ!?」

　途中で強引に唇を奪ってきたレウに、レイジはなんの抵抗もできず、されるがままになる。

　口こう腔くう内で執しつ拗ようにレイジを求める舌。

　密着した肉体は小さいが、確かな弾力の二つのふくらみを否いや応おうもなく意識させてきて。

　レイジの全身は息苦しさとは別の感覚に支配されてきて──

「──いい加減にしろ!!」

　強引に顔をそむけ、怯ひるんだところで懸命にレウから距離を取ったレイジは、ほんのかすかに傷ついたような表情を浮かべたレウに、頭をがりがりとかきながら言う。

「だーかーら……俺はそういう愛だの恋だのに興味ないって何度も言ってんだろ？　いい加減諦あきらめろよ」

　ぶっきらぼうで投げやりな言葉。

　そうとしか言いようのない状況に、レイジはめんどくさそうに顔をしかめ、吹っ切れたように続けた。

「そもそも、その方法で勝っても意味がねーっつーの」

「…………いみが、ない？　かちまけに、それいじょうのいみなんてないんじゃないの？」

「普通ならな」

　当然のようにそう答えたレイジに、レウはわずかに眉まゆをひそめる。

「ご主人さまのかんがえていることが……ときどきわからない」
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「ったりまえだろ。俺以外に俺のことを一から十までわかられてたまるか」

「私はわかりたい。ご主人さまのことを、いちからじゅうまで」

「……あいつにも言ったと思うが、目先の勝ち負けだけを見るなら子供にもできる。問題になるのは常にその先だ」

「その、さき……」

「…………うん。いや。だから、そうやって真面目まじめっぽく呟つぶやきながら押し倒してくるのやめない？」

「ご主人さまのしかたでわからないのなら──私は私のるーるにしたがって、ご主人さまをしる」

「もっともらしいこと言ってるけど、ただ欲望に従ってるだけじゃねえかああああ!!」

　叫ぶレイジをレウは取り合わない。

　レイジの童貞をレウが奪ってしまえば少なくとも〈解放者〉の負けはなくなる。

　その大義名分が彼女を強気にさせているのかもしれない。

　冗談抜きで押し切られる──そう思ったそのとき。




「──ずいぶんと、楽しそうなことをしていらっしゃいますね」




　救世主は、なかなかいいタイミングで現れた。

　腕を組み、引きつった顔でレイジたちを見下ろすティファリシアは低い声で続ける。

「もっともらしい理由でわたしを遠ざけようとしている──気づいていないと思いましたか？」

「…………おもったよりばかじゃなかった」

　あっさりと引いたレウは、その上でティファリシアをじっと見て言う。

「でも、私がいっていたことはしんじつ。私たちでご主人さまのどうていをうばってしまえばそれでこのしょうぶはおわらせられる」

「……そ、それは……でも」

「はずかしいのはいっしゅん。あなたがむりなら、私が」

「だ、ダメです！　そ、そういうことは、その……き、きちんとお互いの気持ちを確かめた上でするべきことで──」

「……あー当人そっちのけで熱く話しあってるところ悪いんだが」

　さして興味もなさそうに声を挟んだレイジが、寝転んだ格好のまま親指で路地の向こうを指さして。

「追っ手。来てるからな？」

　ほどなくして現れた〈海精族シーレーナ〉の少女たちに、〈解放者〉一行は一も二もなく撤退を余儀なくされた。
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　一面大理石の床に、四隅に並ぶ巨大な円柱。

　円形の大きな広場を囲んでいるのは、〈海精族シーレーナ〉らしき少女たち。

　歓迎パレードの会場らしきその場所にいたのは、見渡す限りの〈海精族シーレーナ〉だった。

　この世界で美男美女と言えば〈森霊族エルフ〉のことを言うらしいが、どこを見ても美少女しか存在しない〈海精族シーレーナ〉も十分負けていない。

　その中でも一際美しい少女たちを率いて、セイレと太たい公こう望ぼうが近づいてくる。

「や、おはよー♪」

「楽しんでもろてはるやろか」

　明るく声をかけてきた太公望と、はんなりと言うセイレ。

　昨晩のことなどなかったかのように、変わらない態度の二人に戸惑うティファリシアと裏腹に、レイジはイタズラめいた笑みを浮かべながら肩をすくめる。

「まあまあだなー。正面からストレートに迫られ続けるってのも悪くねえけど、もうちょい搦からめ手てみたいなのも用意してくれないと」

　──あれだけ楽しんでおいて……!?

　思わずそう突つっ込こみそうになったティファリシアの代わりに、セイレがふふふと笑う。

「かなわんなあ。あの子たちもあんじょうやってくれはったはずなんやけど」

　その、余裕に満ちた笑みに。

　彼女たちのまとう確信に満ちた態度に、ティファリシアは不意に違和感を覚える。

　なんだ。

　今の嫌な感じは。

　とっさにレイジに訊きこうとして、すぐに思いとどまった。

　自分で考えなければ。

　なぜ太公望は、〈海精族シーレーナ〉はこんなに余裕があるのか。

　童貞争奪戦。お互いの種族の命運を賭かけているはずの【勝負】。

〈海精族シーレーナ〉はここまでレイジに対するアプローチで、ことごとく失敗しているというのに。

　そもそも昨晩の件でレイジは《大誓約魔法》の特性を利用してセイレを拒絶してみせた。

　そう、ここまでその奥の手を使っていないだけで、レイジにはいざとなれば絶対的な拒絶が可能なのだ。

　はじめからこの【勝負】は〈海精族シーレーナ〉には不利なはずなのに。

　なぜ太公望はこの【勝負】を挑んできたのか──。

「まーでも──レイジっちがちゃんと楽しんでくれてるみたいでよかったょ」

　太たい公こう望ぼうがなにげなく呟つぶやいた言葉。

　──楽しむ？

　その意味するところに、ティファリシアは目を見開き。

　振り返って、相変わらず気の抜けた笑みを浮かべたままの《英雄》に詰め寄る。

「レイジ……！　もしかして、《大誓約魔法》が使用できなくなっていませんか……!?」

「んー？　《大誓約魔法》を使用するって、んなことできるやついんの？」

「そうではなく！　大原則の絶対防御魔法の話です！」

《大誓約魔法》の下、何なん人ぴとも他者を害する行為を禁ずる。かの絶対法を破らんとする者には強制的な防御魔法が働く──。

　この世界に住まう者であれば、種族を問わず誰でも知っている《大誓約魔法》の大原則。

　そのシステムを存分に利用し、レイジは自らの貞操を奪おうとしたセイレの行動を『害意ある行為』としてはねのけたが。

「──『害意ある行為』ってさー、無意識の主観的判断によるものなんだよねー」

　さも当然のように。

〈海精族シーレーナ〉の《英雄》は楽しそうに言う。

「だから、頭理性でいくら拒んでも肉感体覚まで拒まなければ働かないわけで、この状況を楽しんでる今のレイジっちも当然使えなくなってるワケだ♪」

　──やはり。

　正面からストレートに迫ってくる少女たちに、ティファリシアはさほど焦りを感じなかった。

　それは昨晩のレイジの行動を見ていたからだ。

《大誓約魔法》を利用したセイレへの拒絶。あれが可能ならば、たとえレウの妨害がなくとも最後の一線は踏み越えられないだろうと。

　だが、彼女たちだってそんなことはわかっていたのだ。

　にもかかわらず、しつこくレイジを襲わせたのは、その状況自体をレイジに楽しませるため。

　このゲーム自体を楽しいと感じさせることで、レイジの持つ強固な童貞への意識──その絶対的拒絶を無効化するのを目的としていたのだ。

「……やられました……っ」

　悔しげに呟くティファリシアに、当のレイジはあっけらかんと言う。

「ああそのこと。んなの、このゲーム受けた段階で使えなくなってるに決まってんじゃん。じゃなきゃ、そもそも【勝負】が成立しねーだろ」

　そんなことなどはじめからわかっていたと言うレイジに、ティファリシアは心の奥底で無意識に持っていた安心感を残らず消し去られる。

　これで、こちらの持つアドバンテージはなくなった──。

「ま、それはそれとして」

　ぱん、と心地よい音を響かせ。

　同時に打ち上がる水柱と、頭上に形作られる光のアーチ。

　それら水と光の芸術魔法を背景に、〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》は【勝負】のことなどないかのように穏やかに微笑ほほえんで。

「そおろと楽しみはっておくれやす」

　しずしずと頭を下げ。

　瞬間、海中都市いっぱいに花火のような光の花が咲き、セイレの背後に控えていた少女たちが一糸乱れぬ動きで踊り出した。

　どこからともなく流れ出す音楽と、そこかしこからあがる感嘆の声。

　光と音。視覚と聴覚を独占する美しい光景。

　ティステルという僻へき地ちに押し込こめられていたティファリシアの感覚は、普通よりも未知の刺激に弱いのかもしれない。

　空間そのものが一つの芸術作品になるような錯覚に、ティファリシアの思考はあっという間に奪い去られ──

「──！」

　強い力で腕を引っぱられ、急速に意識を現実に引き戻される。

　右手に巻きついているのは、レウが使役する黒いローブで。

「な……なんですか」

　反射的にそう問い返したティファリシアは、彼女の浮かべる、らしくない感情の残ざん滓しらしきものに気づいて。




「──ご主人さまが、いない」




　指摘された事実に、目を見開いた。
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　封ほう神しん演えん義ぎにおいて太たい公こう望ぼうに使役される神獣・四不象スープシヤン。

　ティステルを発たつにあたって、かの神獣がまったく本気を出していなかったことを、レイジはたった今知った。

「……一瞬だったな」

　ティファリシアはともかく、レウの隙すきなどコンマ以下のものだっただろう。

　その一いち刹せつ那なの間かん隙げきを縫って、太たい公こう望ぼうの操る四不象スープシヤンは、レイジをこの場所まであっという間に運び去った。

　外の光が一切入らない、薄暗く狭い一室。

　部屋の半分を占める、天幕のついた大きな寝台と小さな机。

　雑然と積まれた書物と、そこかしこに散らばる妙に派手な小物たち。

　扉はなく、窓のような場所から出入りするらしいその空間は、どうやら太公望の私室──私邸らしい。

　四不象の移動速度があまりに速すぎて、道中のことはほとんど認識できなかったが、とりあえず下に向かって飛んでいたことだけは覚えている。

　空に当たる空間が狭いことから、必然向かう先に対する心当たりは一箇所しかなかった。

「──ぇへ。ぁたしが地下の〈隷人族インフイルマ〉の居住区に住んでるのは意外だったカナ？」

　仰あお向むけにベッドに寝転がるレイジのすぐ隣。

　肘ひじをついてレイジの顔をのぞき込こむ彼女が、息も吹きかかる近さで言うのを聞いて。

　レイジはあっさりと答えた。

「ま、仙人と道師っていやあ、仙境──俗世を離れた山の中だよな」

　高所に住んでいるイメージが強かったのは事実だ。

　だが、同時に俗世を離れた部分という意味では、この場所は相応ふさわしいのかもしれない。

　そんなことを考えるレイジを知ってか知らずか、太公望は満足そうに笑って囁ささやくように言う。

「ふふ、そういうとこは素直だよねーレイジっちは」

「あ？　そういうとこってなんだよ。俺ほどあらゆる点で素直に生きてる人間はこの世に存在しねーぞ」

「えー？　それはどうカナー？」

　からかうような軽い口調。

　目を細め、小首を傾かしげた彼女は、そうしてさらに顔を近づけ──唇に唇を触れさせる寸前で止め。

　なんのリアクションも示さなかったレイジの、胸元。

　その服の下の肌に、何の気もなくするりと手を忍ばせる。

　冷たい掌てのひらの感覚にレイジが顔をしかめるのを見て、ペロリと舌を出した少女は、嗜し虐ぎやく的に笑って。

「肉体カラダはこんなに我慢してるのに？」

　耳元で囁かれる声の心地よさ。

　直接的だった少女たちとは違う、焦じらしてすらいないはずの行為に、レイジは自身の意志と関係なく高鳴る鼓動を無視して笑う。

「……お前、本当は太たい公こう望ぼうじゃなくて妲だつ己きなんじゃねーの？」

「じゃあ、レイジっちは紂ちゆう王おうサマかな？」

「はあ？　元げん始し天てん尊そん一択だろ」

「きゃっは、それならどっちかっていうと申しん公こう豹ひようかなあ。元々いないはずなのに、つけたされた感じとか」

「あー好き勝手やるのとか、解釈者によってぶれっぶれなのとかは確かに自由でいいな。──ま、そもそもなにかの登場人物とかになるつもりはねーけど」

　攻撃的に笑ったレイジに、太公望はさりげなく体を密着させて、ふっと息を吹きかける。

「そうやって一生懸命そーゆー雰囲気にしないよーにしてるみたいだけど──むーだ♪」

　声が。

　途方もなく甘く聞こえる錯覚。

「竜りゆう韜とう第二十七篇へん」

　不意に呟つぶやかれた言葉が耳ではなく心に突つき刺さる感覚を振り払い、レイジは無感情に答える。

「──『勝負とは、すべて有利な態勢をつくれるかどうかにかかってる』」

「せーかい♪」

　ふっと息を抜くように笑い、太公望は言う。

「頭のいぃレイジっちならもうわかってると思うけど──ずーっとはじめから、ぁたしはこの展開だけを考えて動いてたんだょね」

　最初の最初の最初から。

〈解放者〉という《英雄》をターゲットに定めたその瞬間から。

〈海精族シーレーナ〉の《英雄》にして、権けん謀ぼう術じゆつ数すうの権化ともされた希代の軍師・太公望は、ただこのときだけを見据えて行動していた。

　童貞争奪戦を行おうと提案したのはもちろん、愛だの恋だのの話を誘導しようとしたのも、レイジと彼を取り巻く少女たちの行動を観察したのも、セイレや〈海精族シーレーナ〉の少女たちに直接襲わせ、その反応を見たのも。

　すべてこの状況──ホウバミレイジという《英雄》を詳細に分析し、彼を堕おとすのに適したプライベートスペースに一対一で連れ出すため。

「仙人の住まう地──仙境は、桃源郷とも言われるんだょね」

　太公望の声が、どうしようもなく心地いい。

　仙せん術じゆつという言葉を使うまでもなく、人は五感を通して外部の情報を受け取り、本人の意志と無関係にその心理に多大な影響を受ける。

　たとえばある効果を持った匂い、たとえば一定の周期で鳴らされる音、たとえば恣し意い的てきな物の配置──。

　それらを理解し把握し利用すれば、人の心理など容易に誘導可能だと、その道のスペシャリストであるレイジは知っている。

　焚たかれた香の匂いは、レイジの理性と思考を快楽の海に浸し、計算されて散らされた小物が、集中しようとする意志を効果的に分散させ──ただレイジという雄が、本人の意志と関係なく目の前の雌を欲し、奪わせるよう演出された、絶対快楽空間。

　彼かの地では、理性の楔くさびは一切機能せず、ただ剥むきだしの欲望のみが働く──。

「さあ──おいで」

　手を広げる太たい公こう望ぼうが慈母のように穏やかな声でそう言って。

　全身を支配する獰どう猛もうな本能に抗あらがえず、レイジは自らの意志で華きや奢しやな少女を乱暴にベッドに押し倒す。

　かすかにあがった苦く鳴めいが最高に心地いい。

　その感覚だけで天にも昇ってしまいそうになる。

　加速する悦楽の情動に身を任せ、馬乗りの体勢で彼女の服に手をかけ──




　高らかに笑った。
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「……？」

　笑って笑って笑って。

　抑えきれない感情のうねりにどうしようもなく振り回されて。

　笑みを溢あふれさせた自由人は言う。




「奇遇だな。俺もだよ」




「……ぇ？」

　訝いぶかしげに問い返した彼女に、顔を近づけて。

　人を騙すというこの上ない快楽にその身を浸した、好ましき隣人ソーシヤルハツカー──希代の天才詐術士レイジ0ne Sec0ndは口の端をつり上げる。




「俺も──この展開だけを考えて動いてたって言ってんの」




　たまらない。




　たとえ自らの意志と無関係に理性のタガを外されようとも。

　その状況自体が想定の範囲内というそれ以上の快楽であれば、コントロールは可能。

　外部からの刺激に増幅され、いつも以上の快楽に脳が熱くなるのを感じながら、レイジは眼下の少女に容赦なく言葉をぶつけた。

「言っただろ？　あんたの存在を認識したときから、『六りく韜とう三さん略りやく』は読み込こんだ。書かれたものをじゃねーよ？　書いたとされるあんたの人格をだ」

　希代の軍師。

　悪あしき仙人を封神して回った正義の道師。

　そんな表面上の話などどうでもいい。

　かの《英雄》はいかなる考えを持ち、なにを嫌い、なにを好み、どう行動する人間なのか。

　レイジが見ていたのはただそれだけ。

　太たい公こう望ぼうという人物だ。

「人一倍思考に長たけているにもかかわらず、派手な外面をつくる人間は自らの内面を隠すと共に、自身の派手さに驚く人間の反応を見て分析する。人間の心理や行動原理に興味を持つ学者に多い傾向だ。そういった人間は、自身の行動にも論理的な美しさを求め──非常にわかりやすい帰結を導く」

　レイジ一人を意のままにすることのみに集中した今の状況のように。

「そして、自らが些さ事じだと捨て置いてしまった事象にあっさりと事態を逆転されやすい。──たとえばこのように」

　レイジがそう呟つぶやいたと同時。

　彼女が──レイジの落とした影から現れて。

「あなたのまけ」

〈幻魔族ストレーガ〉の少女レウは、静かにそう告げた。





　　　　◇◆◇






「……あれー？　確かレウレウのそれって一度来たことのある場所にしか移動できないんじゃなかったっけ？」

　レイジに押し倒された体勢のまま。

　やや不満げに尋ねた太たい公こう望ぼうに、〈幻魔族ストレーガ〉の［四血姫］クランレウ・シミシカは言う。

「──そう。けれど、このばしょはすでにきたことになっている」

「きたことになってる？」

　太公望の疑問に答えたのはレイジで。

「なにをもって『一度来た』って条件が達成されるかは押さえとくべきだったな」

　言いながら、レイジが見せたのは右手の平。

　その薬指に小さく巻かれた黒い布に──太公望は目を見開いた。

「……ぁあ、そーゆーこと」

　レイジの薬指に巻かれていたのは、今レウがまとい、影の中の移動を可能にする『かたわらの闇やみ』の一部。

　つまり。

「レウレウ本人が来るんじゃなくて、その布ちゃんが来るっていうのが条件だったんだねー。やられたなー」

　はーとため息を吐つく太公望を横目に、唯一口を開いていなかった最後の一人が言う。

「……でもレイジは、それを指に巻いていたことレウさんにも言ってなかったんですよね」

　なぜかぶすっとした顔のティファリシアは、ジト目でレイジを見ながらさらに追及する。

「レウさんが気づかなかったらどうするつもりだったんですか」

「え、そんなありえないこと無駄だから考えてない」

　しれっとそうのたまう《英雄》に、釈然としないティファリシアは。

「どうせ、わたしたちに心配をかけたことなんて気にもとめてないんですよね……心配したのはそっちの勝手とか言って──」

「うんそうそう」

「肯定しないでください！」

　そうしていつものようなやりとりを繰り広げるレイジたちに。

「……きゃはっ」

　ベッドに寝転がったままの太たい公こう望ぼうが、心からもったいなさそうに言う。

「やっぱりうまくいかなかったかー。うーんザンネン♪」

　言葉の内容とは裏腹に、声は途方もなく明るくて。

　そのギャップに戸惑うティファリシアは、そっとレイジをうかがい見た。

　ティファリシア自身、ここでなにが起きたのかはさっぱりわからない。

　……というか、ぱっと見だけならレイジは一線を越えてしまったようにも思えるのだが、彼女が『うまくいかなかった』と口にしたということはそうなんだろう。

「おしいとこまではいったんだけどなあ……レイジっち楽しいことは大好きみたいだし。こういう行為も楽しいことだよって、もっと理性に訴えかければよかったカナー？」

「無理だろ。エロいことって本質的に本能、感情に強く訴えるもんだし。理性に訴えたって冷めて弱くなるだけじゃん」

「むー、でもでも、レイジっちの場合、本能への訴えかけ以上に『人を騙だます』っていう理性の楽しさが上回ったわけでしょ？」

「楽しさつってんだから厳密に理性じゃねーよ。メタ的な視点から言ってるつもりか知らんがそもそも本能も理性もそんな完全にわかれてるもんだと思ってんの？」

「そう言われちゃったらなにも返せないケドねー」

　うむうむともっともらしくうなずいた太公望は、そうして一際大きく長いため息を吐つくと。

「ま、うまくいかなかったのは事実だし、おとなしく諦あきらめよーか。──今回は」

　その言葉に。

「……？　今回は？」

　ティファリシアが耳みみ聡ざとく反応し、問い返す。

　今回もなにも、負けが決定した以上、次回は存在しないはずだが──。

「ん？　なにかおかしいこと言ったカナ？　別に今回のことは【勝負】になにも関係ないよね？」

「────は？」

　ティファリシアのリアクションに、太公望はゆるやかに唇をつり上げ。

「あれあれ？　もしかして勘違いしちゃってる？　ぁたし、【勝負】の条件をなんて設定してたっけ？」

「それは──」




　──レイジっちのハジメテを奪えたら〈海精族あたしたち〉の勝ちで、今回結んだ同盟は〈海精族シーレーナ〉主導のもの。奪わせなかったら〈解放者レイジつちたち〉の勝ちで〈解放者〉主導のもの




「レイジの……ど……て、貞操を奪えるかどうかというものでしたが」

「うんうん。そうだったそうだった。──で、いつまでって言った？」

「いつ、まで……？」

　期限。

　期限は──




　──この国を出るまでにレイジっちのハジメテを奪えたら




　その言葉を反はん芻すうすると同時に、ティファリシアは気づく。

　まだ【勝負】に決着などついていないことに。

「あ──」

「わかってくれた？　キミたちがこの国にいる限りまだなにも決まってないってコト」

　ニカリと笑った太たい公こう望ぼうの顔が急に不気味に見えて。

　一歩後あと退ずさったティファリシアの代わりに。

「──このごにおよんで、おうじょうぎわがわるい」

　冷たくそう言ったのは、レウだ。

　とげとげしく変化させた黒いローブをまとうレウは、どうやら苛いら立だっているらしい。

　もしかすると、一瞬とはいえ油断を突つかれ、慮りよ外がいにレイジを奪われたことを不本意に思っているのかもしれない。

　だが、そんなことはおくびにも出さず、彼女は淡々と言う。

「あなたは、あなたたち〈海精族シーレーナ〉は、そのじょうけんをだしていたじてんですでにまけていたことをじかくすべき」

「えー？　どゆこと？」

　カクリと首を傾かしげ、口元に人差し指を当てて。

　さも『なにもわからない』と言いたげな表情をつくった太公望は、一転してぽんと手を打って言う。

「あ、もしかして、その布ちゃんを使って外に出れば一瞬で決着がつくってことカナ？」

　ざわざわざわと。

　レウのローブが騒ぐように盛り上がったのは、事実を指摘されて驚いたからではない。

　彼女の言い方が、明らかにこちらを挑発するものだったからだ。

　しかし、そんなことなどまるで気づいていないかのように舌を出し、

「あーごめんごめん。そんなつまらないことしないかなって思ってたから、忘れてたー♪」

　暗に『使うわけないよね？』と含んだ太たい公こう望ぼうに。

「いや？　使うけど？」

　レイジが、なんの恥もなくさらっと答える。

「まー確かに絶対用意されてるだろうあんたのとっておきの策は見てみたかったし、他にも──」

　そこでちらりとティファリシアを見て。

「──いろいろと実際に目にしたいことがあったから後回しにはしてたけどな。両方ともだいたい達成したし、使わない理由がないじゃん」

「えー……やめておいたほうがいいと思うなー」

　まるでレイジのように。

　ニヨニヨと笑う太公望に、ティファリシアの違和感は増していく。

　彼女は。

　彼女はいったいなにを言っているのか。

「確かに……〈海精族シーレーナ〉からすれば使われれば困りますよね」

　ティファリシア自身、失念していた。

【勝負】の内容が内容だけに、貞操を奪えれば〈海精族シーレーナ〉の勝ち、奪わせなければ〈解放者〉の勝ちとしか考えていなかったし、その正確な勝敗条件に意識が向かなかったというのもある。

　だが。

「いやいやそうじゃなくて──どうせ使えなぃしー」

　そう言うと同時に。

『かたわらの闇やみ』が一際大きく跳ねた。

　そうして形作られた禍まが々まがしい形状は、今すぐあいつにトドメを刺させろと言っているようで。

「……ご主人さま」

　短く一言呟つぶやいたレウに。

「ん。いいぜ」

　レイジが即答し。

　大きく広がっていた黒いローブが影のようにレウの体にまとわりつき、その姿を闇の中に──




　消さなかった。




「……」

　もう一度、同じように動いた黒いローブは今度こそレウを影の中に──埋められない。

　何度繰り返し、何度影の中に潜ろうとしても、その行為は失敗し続ける。

　その不可解な現象を驚きよう愕がくと共に見守っていたティファリシアは、ついにその言葉を口にした。

「な──なにをしているん、ですか……？」

　まさか。

　まさか──。

　その疑問に答えたのは、目を見開いたレウではなく。

「使えなぃんだよね♪」

　太たい公こう望ぼうは、薄く唇に笑みを形作りながら、ベッドから降り、両手で胸元を開いて。




「だって──ぁたしが禁じちゃったから」




　ぺろりと舌を出し。

　ティファリシアは彼女の胸に浮かぶ『寄り合う三玉』の刻印が強く光っているのを目の当たりにして、言葉を失った。





　　　　◇◆◇






《万象の楽園アクアテラリウム》に召喚された《英雄》が持つ固有能力、《偉能レアルタ》。

〈獣妖族ペステイア〉の《英雄》ナポレオンポーレツトが使う条件付き絶対命令権【不可能は存在しないImpossible n'est pas francais】のように、元の世界で歴史を変えてきた彼らのその《運命力》に基づいて発揮される特殊な魔法能力は、《英雄》そのものを示すとされている。

　歴史においてはその兵法書で後世の軍略家たちに多大な影響を与え、物語においては知略を巡らし八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍で仙界を立ち回った太公望。

　彼女が持つ、その《偉能レアルタ》は。

「【覆ふく水すい難なん収しゆう】──ぁたしは【絶対一回性能力】って呼んでるケドねー」

【覆水難収】──日本語で言うところの【覆水盆に返らず】。

　その言葉自体は、史実における太公望が残した名言として伝わっている。

　一度盆からこぼした水は、二度と同じ盆に戻すことはできない。

　一度行ったことは、やりなおしが利かない。

　つまり。

「ぁたしの前で一度使用された能力──魔法や《偉能レアルタ》は、二度と使用できないようにさせることができる。万物って本質的に一度きりのものだからねー♪」

　楽しそうに笑う彼女に、レウは何度も『かたわらの闇やみ』を使用しようとするが、結果は変わらない。

　レウの意志で動く。形状はいくらでも変えられる。だが、影の中を移動することだけはできない。

　おそらく太たい公こう望ぼう自身が解除しない限り続く、任意の能力使用禁止。

　その効力は絶大。

「……ほんと、《偉能レアルタ》ってやつは感心するくらい度を超したチートっぷりだよな」

「そんな褒められると困っちゃうょ？」

「褒めてねーよ」

　皮肉るレイジにニヒっと笑う太公望は顔の横でピースしてみせる。

　これでティファリシアたち〈解放者〉は、この国からの脱出方法──イコールで勝利条件を満たす方法を失った。

「さっきも言ったけど、ぁたしは──ぁたしたちはずーっとこのときだけのことを考えて動いてたんだょ。だから」

　太公望がなんということもなく釣つり竿ざおを持ち替えたと同時。

　四不象スープシヤンの背を伝って、数人の少女たちが部屋に入り込こんでくる。

　彼女たちは──

「また会ったね、おにーちゃん♡」

　そう親しげに笑いかけてきた『小悪魔系ツインテロリ妹』を筆頭に、レイジに執しつ拗ようなアタックを仕掛けてきた少女たち。

「……芸がねーな」

　皮肉るレイジに、太公望は余裕の笑みで言う。

「そーぉ？　ちなみにレウレウの布ちゃんでどうにかしようっていうのはもう無理だょん」

　軽く言う太公望に、レウを見て。

「……っ」

　目を見開いた彼女に、『かたわらの闇』のすべての能力が封じられたのだと了解し。

「──っ、〈解放者〉の《英雄》には指一本──ぁっ!?」

　レイジの前に立ちふさがったティファリシアが少女たちの操る触手にあっさりと無力化されるのを目の当たりにする。

「そっちの勝ちがなくなっちゃった今、残ったのはこっちの勝ちだけ……ってね♪」

　太公望がそう言うのを合図にしていたように、

「さあ《英雄》さま……わたしたちと──気持ち良くなりましょう」

　するりと近づいてきた『癒いやし系巨乳お姉さん』に唇を奪われる──前に。

　びくんっ、と。

　肉体を震わせた『癒いやし系巨乳お姉さん』が、なにが起きたのかわからないように目をまばたかせる。

「──っ、……えっ？　んっ……な、なん……ぁっ、で……っ」

　肉体の奥からとめどなくあふれだす快楽の波に、身をよじらせ、顔をとろけさせ──

「くぅっ、んっ、あっ、ぁぁぁぁぁぁぁあああああっ」

　果てる。

　膝ひざを落とし、くたりと寄りかかってきた少女を無造作にどかし、レイジは口元をつり上げて冷たく言う。




「そんなに気持ち良くなりたいなら──独りでよがってろよ」




　言いながら、戸惑うようにその場に立ち尽くす少女たちに近づいていき──彼女たちのそれを的確に愛撫していく。

「んっ──ぁっ、ぁあああっ」「く──ふぅっ、んんぁあっ」「──っ、ぁっ、はぁあっ」「……あっ、んんんんっあああああああっ」

　次々と悦楽に顔を歪ゆがませて崩れ落ちていく仲間の少女たちを目にして。

〈海精族シーレーナ〉の《英雄》はようやくレイジがなにをしているのか、その答えに辿たどり着ついた。

「────まさか……魔力溜まり？」

　魔力を持つ者であれば誰しもが有する、この世界の種族特有の器官。

　魔力が高ければ高いほどその部位は敏感になり、性感帯として機能するそれは、種族別どころか個体毎ごとに場所が違い、パートナーでもない限りまず把握することは不可能とされている──はずなのに。

「他者を観察するにあたって、もっとも注目すべきはそいつが無意識にとっている行動だ」

　最後の少女がくたりと倒れるのと、レイジがその言葉を呟つぶやいたのは同時で。

「意識を光、無意識を闇やみとするならば、闇を見ろ。そうすれば必然的に光が浮かびあがる──ってな」

　他者の行動を観察し、考察し、自在に操る好ましき隣人ソーシヤルハツカーであるからこそ──その人間が隠しているものを発見するのは極めてたやすい。

　なぜならそれは、彼にとっての日常だから。

　床に伏せ、快楽に悶もだえ、場合によっては意識を失うまでに至っている少女たちを背に、レイジは軽く両手を広げて。

「相手を気持ち良くさせたいって意識は結構だが、自分のそれには無頓着ってのはサービスとして問題ありじゃねーの？　そしてそれ以前に──こっちの勝利条件がないイコールこっちの負けって思い込こみは厳禁だろ」

　おどけた態度。

　冗談めかした言葉。

　まっすぐこちらを見る──笑っていない、目。

　文字通り右手一本で少女たちを返り討ちにしてみせた〈解放者〉の《英雄》に。

「──きゃっは♪」

　太たい公こう望ぼうは口の端をつり上げる。

「レイジっち相手にそんなこと思うわけないょー。ただまぁ──」

　言いながら、釣つり竿ざおを一振り。

　急速に生じた突風が部屋の壁一面を引きはがし、吹き飛ばして──奥の部屋をあらわにする。

「レイジっちこそ、思い込みは厳禁なんじゃなぃ？」

　軽く続けられた言葉と共に、薄い光に照らされたその場所に控えていたのは、種々様々な〈海精族シーレーナ〉の少女たち。

　それ自体は別に驚くべきことではない。彼女がなにも用意していなかったと考えるほうが不自然だからだ。

　だから、問題は。

「な──なんですかこの数は」

　ティファリシアの驚きよう愕がくに、ざっと見ても一〇〇人以上からなる少女たちがこちらを向く。

　彼女たちを代表するように、〈海精族シーレーナ〉の《英雄》は笑った。

「なるほど、実のところ女殺しのレイジっちは数人程度に襲われても凌しのげるどころか、返り討ちにできてしまぅ──でも、じゃぁ、それが数十人、数百人になったらどうカナ♪」

「……んなの問いとして成立してねーだろ」

　どれだけ優れた技術を持ち、人一倍の高い技能を誇っていたとしても、それが通用するのはあくまで対個人での話。

　対個人の技術を対軍で使用するというのは、端的に言ってカテゴリーエラーだお話にならない。

「個人でダメなら複数で、複数でダメなら物量で。〈海精族シーレーナ〉は他の種族に比べたら数は少ないけど──それでもレイジっちたちを丸ごと呑のみ込んじゃえるくらいには多いょ？」

　人差し指を顎あごに当てて。

　おどけた風にウインクしてみせる太公望に、ティファリシアはおののく。

　──彼女は本当にはじめからこの状況を想定して動いていたのだ。

　元来、種族全体に関わる契約を他種族と結ぶ場合、その内容が重要であればあるほど、非暴力的な手段、外交的なやりとりで決まることは滅めつ多たにない。

　互いに譲れない部分であるからこそ、頑として妥協せず、自らの主張を押し通そうとするのが常で、だからこそ暴力的な最終手段《英雄戦争》へとつながっていく。

　今回〈解放者〉と〈海精族シーレーナ〉が結ぼうとしていた同盟も、通常ならそうなっていたはずのものだろう。

　だが、実際にはそうならず、レイジの貞操を奪うことで勝敗の決まるゲームという、一見すると平和的な手段になった。

　本来なら一〇〇人を超える〈海精族シーレーナ〉の人間に襲われるなど、《大誓約魔法》の大原則に引っかからないわけがない。

　けれど、それが平和的なゲームの一部で、他ならぬレイジたち自身が楽しいものとして受け入れてしまったことで、絶対防御魔法の発動を不可能にさせた。

　そう、不可能にさせたのだ。

　他ならぬ彼女が。

「んんー？　なにカナ♪」

　どこまでも明るく朗らかに笑う太たい公こう望ぼうが、とてつもなく恐ろしいものに見えてくる。

　そうしてその彼女によって、今【勝負】の決着がつけられようと──

　する、前に。




「──っは、おいおいやっぱり勘違いしっぱなしか」




　レイジが。

　おどけたように肩をすくめ。

　まるでこのときをずっと待ち望んでいたかのように──笑う。

「なるほど、確かにこっちの勝利条件の達成は、ほんの少しめんどーになったかもなぁ。それは間違いない。まったくかったるいこった」

　いかにもダルそうにため息を吐つき、けれどそれ以上に、心底楽しそうに口を三日月の形にして。




「で、そっちは？　そっちの勝利条件はどーやって達成すんの？」




　その問いは。

　この場にいるレイジ以外の全員の眉まゆをひそめさせる。

　どうしてそんな訊きくまでもないことを。誰もがそう思う中、

「なあティファ。お前はどうやって達成すると思う？」

「な──なんで、わたしに振るんですか」

　ティファと呼ばれたことも相まって、やや戸惑ったティファリシアは、早口で言う。

「こんなときに恥ずかしいことを言わせようとしなくても──」

「ちげーよ。そういうことじゃねえ。──でもまあ、そうだな。その恥ずかしいことってやつを具体的に訊きいてる」

　ニヤリと笑んだレイジに、レウがはっきりと続ける。

「ご主人さまが〈海精族シーレーナ〉のいせいとせいこう──せっくすをしたしゅんかん」

　恥ずかしげもなくさらりとそう言ったレウに、ティファリシアが顔を赤くする。

　そうして、文句を言おうとする前に。

「うんうん、童貞喪失って言ってんだからそういうことになるよな。であればこそ、〈海精族〉には絶対に不可能だ」

「〈海精族シーレーナ〉には絶対に不可能……？」

「きゃっは、さすがにそれはつらいんじゃないカナ？　事実この人数で襲われたらレイジっちでも──」

「そう思うなら、やってみろよ。無理だから」

　挑発以外のなにものでもない態度。

　嘲あざけるレイジの口調に、太たい公こう望ぼうは目を細め。

「──こーかぃしちゃダメだょ？」

　釣つり竿ざおを一振り。

　少女たちはレイジへといっせいに殺到し──あっという間に残らずその場にくずおれ。

　それどころか、後方に待機していた少女たちまで、レイジに触れることなく快楽に顔を歪ゆがめはじめ、その場に立つことすらやっとという状況を目の当たりにして。

「……なに、それ」

　意味がわからない。

　類たぐい希まれな観察力を持つレイジが『魔ま力りよく溜だまり』を見抜き、それらを刺激することで無力化する。だがそれはあくまで個々を相手にした場合の話だ。

　あれだけの数を一気に処理するのは物理的に不可能だし、そもそもレイジに触れもせず倒れた者がいるのはどういうことか──。

　……レイジに触れもせず倒れた？

「──まさか」

「正解だよ〈海精族シーレーナ〉の《英雄》さま」

　追い打ちとばかりに『魔力溜まり』を撫なでた〈解放者〉の《英雄》は、さながらドミノ倒しのように死し屍し累るい々るいと積みあがる少女たちを背景に言う。

「『共鳴連鎖』。こっちから無む理り矢や理り快楽のスイッチを振り切ってやれば、〈海精族あんたら〉は、勝手に共鳴し合う。言っただろ？　相手を気持ち良くさせたいって意識は結構だが、自分のそれに無む頓とん着ちやくってのはサービスとして問題だって。──ま、想像以上の快楽に襲われるなんて思いもよらないようこっちでコントロールしてたんだけどな」

　感情を持つ生物は未知に、予想外の刺激に弱い。

　そして、他者に与える快楽で自らの得る快楽を想像できても、他者から与えられる快楽がどの程度のものか正確には想像できない。

　まして、与えられる側になることなど想定すらしていなかった彼女たちにとって、連鎖する極上の快楽は、文字通り天にも昇るほどのものとなる。

　倒れ伏す少女たちを指さしながら平然と立つレイジに、太たい公こう望ぼうは唇を噛かんで言う。

「それでも……どうしてレイジっちだけ平気なのかが、わかんなぃね」

〈海精族シーレーナ〉の使う『共きよう鳴めい連れん鎖さ』は〈海精族シーレーナ〉だけに有効なわけではない。

　彼女たちがそのとき分泌する液に触れれば、あらゆる者がそういう感覚を共有することになる。

　もちろん液体は気化し、その空気を吸うだけで影響は出る。つまり、この場に存在する者すべてがその影響を受けるわけだ。

　事実、すでにへたり込こんでいるティファリシアや火ほ照てった顔のレウが止とめ処どない悦楽に抗あらがおうとしているのは明白だし、太公望自身体の芯が熱くなっていることを否定できない。

　どうして、レイジだけが。

　唯一異性に囲まれ、この場の誰よりも誘惑に抗うのが困難なはずのレイジが、平然と立ち続けているのか──。

「だから勘違いしっぱなしだって言っただろ。俺は童貞をどういうものだと定義した？」

「……定義？」

　レイジは。

　レイジはあの馬鹿げた演説でなんと言っていた？




　──だから童貞は、誘いざない、誑たぶらかし、魅了してくる現実という悪魔から、妄想という聖なる領域を守り抜くため、決して女になびくことはない！




「きゃっは……あんな口だけの演説だけでどうにかなると？」

「なわけねーだろ。心からそう思ってるからどうにかなるんだよ」

「──」

　その場のしのぎの嘘うそや冗談、付け焼き刃の屁へ理り屈くつや口先だけの理論武装ではない。

　ホウバミレイジという《英雄》は、常日頃、心の底からそう想い続けていたから、どれだけ誘惑されても、決して堕おちることはない。

「……うっそだぁ」

　どう言われようと信じられるわけがない。

　仮に既知だから、想定内のことだからだと断じられても、理性だけで感情を制することができるわけないのだ。そんなことができる人間は、もはや人間ではない。

　……人間では、ない？

　何気なく思ったその言葉が、太たい公こう望ぼうに雷撃のような閃ひらめきを与える。

　たとえば。

　たとえば修行の果てに不滅の真理である道タオを体現せし仙人のように。

　一理を追い求め、突つき詰め続けた人間のその精神──生き様は何人にも犯されない不動のものとなる。

　まさか目の前に立つ《英雄》はすでにその境地に至っていると？

「…………ぃやぃやぃや」

　かぶりを振って、馬鹿げた考えを追い払った太公望はあらためて思考を整理する。

　なんであれ、現実にレイジは誘惑を払いのけた。

　確固たる信念を持って、この場に立ち続けている。

　どんな理由があろうと、それだけが厳然たる事実だ。

「ちなみに、俺たちの勝利条件はあんたらが思ってる以上に簡単だぜ？　ここから抜け出せばいいだけだしな」

「……ふふ、それはさすがに強がりだょレイジっち。〈幻魔族ストレーガ〉のレウレウは魔法使用禁止の契約を結んでいるし、［劣血種アブセンス］のティファティファはそもそも魔力が──」

「残念、ティファリシアには『魔ま力りよく溜だまり』がある」

　レイジがそう言うやいなや、レウがティファリシアのそこを突いた。

「──ひぃぅっ!?　い、いきなりはやめてください!!」

　抗議の声をあげたティファリシアを無視して、レイジは軽く右手を前へ。

「太古の［七滅戦セブンス］が示すように、七種族が単純な力比べをすれば〈神翼族エルブランシユ〉が圧勝するが、魔法だけを比較すれば〈幻魔族ストレーガ〉は決してそれに劣らない。そんな魔法のエキスパートと、魔力だけはたっぷりのむっつりすけべ。さて、これだけの手札が揃そろっていたとして──あんたならこの状況をどう脱する？」

　さながらカジノのディーラーのように、慇いん懃ぎんに一礼する素振りを見せたレイジに。

　太公望はレウと彼女がその身に纏まとう黒いローブを目にして決まりきった答えを口にした。

「………………ティファティファに『かたわらの闇やみ』の使い方を教えるよう、レウレウに言ぅね」

　魔力に反応して使用可能な魔法具である《魔神器》。

　使用者が変われば、《魔神器》はまた別の新しい能力と認識され、二度目からの使用を禁ずる太公望の《偉能レアルタ》【覆ふく水すい難なん収しゆう】を逃れる。

　もちろん魔力がないはずの［劣血種アブセンス］という前提が覆くつがえされたくらいで、莫ばく大だいな魔力と魔法同然の技術を必要とされる《魔神器》をすぐに使えるわけがない。だから、どれだけの時間がかかるかはわからない。

　だが、ティファリシアは《誓約者ルーラー》以前に儀式魔術である英雄召喚を行った巫み女こでもある。まっさらな状態よりはコツを掴つかむのはずっと早いかもしれない。

　そして、少なくとも数の利を逆手に取られた〈海精族シーレーナ〉よりは手がかりのある〈解放者〉のほうが有利だ。

「ま、んな面倒な手段をとらなくてもよさそうだけどな。たとえばあんたが俺たちを連れてくるときに通ったゲート。あれが一つってことはないだろ？　他種族に見せるための街づくりをしてるっつってたし、いちいちあんたが仙せん術じゆつを使ってつくるとも思えない。〈隷人族インフイルマ〉がここにいるってことはそいつらを通すための道も必要だ。そんなもん、いちいち許可のいるような形式にしているわけがない。そこら辺の〈隷人族インフイルマ〉に訊きけばあっさりわかるんじゃねーの？」

「────」

「もちろんその程度のことあんたが思いつかないわけねーだろうから根回しくらいしてるんだろうけどな。たかだか〈隷人族インフイルマ〉に施した根回し程度余裕で覆くつがえせるし、外につながるゲートがあるのなら他にもいくらでもやりようはある。たとえば──」

　ペラペラと。

　惜しげもなく脱出方法を述べていくレイジに、太たい公こう望ぼうは表情を失っていく。

　もちろん、手が残されていないわけではない。

　数の利を逆手に取られても、地の利はまだこちらにある。相手の隙すきを突つく形に徹底すれば、あるいはなりふり構わない消耗戦を挑めば、まだ可能性はあるかもしれない。

　だが、入念に準備し、誘導し、つくりあげた必勝の展開。

　それを、彼はいともたやすく上回ってみせた。

　しかもこちらの想像をはるかに超えていく形で。

「……レイジっちさ」

　気がつけば。

　太公望は半ば無意識にその言葉を口にしていた。

「キミって──いったい何者？」

　さして意味があるとは思えない言葉。

　口にした太公望自身がなぜそんなことを言ったのかわからない問いかけに、〈解放者〉の《英雄》はやる気のない笑みを浮かべ、

「ニートだよニート。やりたくないことはやらない、やりたいことしかやらない、この世界でもっとも自由に生きてる人間。──ま、そのために、他の自由に生きようとしてるやつらのことがほんのちょっと理解できてる自覚はあるな」

　弛し緩かんした表情と相反する鋭い眼まな差ざし。

　その不可解な空気に、呑のみ込こまれるような気がして──




「──かなわへんなぁ」




　よく通るその声は。

　並み居る少女たちの背後から聞こえてきた。

　少女たちは次々と左右の壁に身を寄せ、自然とできたその道を静しず々しずと歩み来るのは。

「……セイレ・ユーフォニア」

　ティファリシアの呟つぶやきに、はんなりとした笑みを返し、〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》はまっすぐに〈解放者〉の《英雄》を見つめる。

「噂うわさどぉりのお人やったみたいやねぇ」

〈海精族シーレーナ〉のトップに手放しで讃たたえられ、レイジはふっと息を抜くように笑う。

「おいおい、あんま褒めんなって。──ま、事実だけどな！」

「この人……」

　空気を読まず胸を張るレイジに、ティファリシアが呆あきれたように突つっ込みを入れ、セイレがくすくすと口元を隠すようにして微笑ほほえむ。

「まさかほんまにこうなるとはなぁ……リョーちんの言ってはったとおり」

　不意に呟かれた言葉。

「……太たい公こう望ぼうの言っていたとおり？」

「うふふふふふ」

　ティファリシアの呟きに、セイレは笑う。

　笑う。笑う。笑う。

　すべて了承していたとばかりに確信的に笑って──自らの《英雄》を見る。

「リョーちんはさすがやねぇ」

「──でしょ？」

　向けられた視線を、微笑みで受けた太公望は、そうして指を上空へと向け、

「だからさ、よかったんだょ──こーしておいて、ね」

　言い切ると同時。

　突如頭上の空──海が消え、その上にあるはずの空があらわになる。

　全世界同時に起きているであろうこの現象に、ティファリシアはどうしようもなく覚えがあった。

　種族と種族が対立した際に行われ、唯一非暴力の制限が取り払われる争い《英雄戦争》。

《六面魔法体キユーブ》を中心に広がる巨大な魔法陣とその周囲を渦巻くように書かれていたのは。




「──〈海精族〉太公望ＶＳ〈神翼族〉ジャンヌ・ダルク……!?」








六章　ニートは笑う












《英雄戦争》




〈海精族シーレーナ〉太たい公こう望ぼう


ＶＳ



〈神翼族エルブランシユ〉ジャンヌ・ダルク








　主戦場：ワタツミノミヤ




勝利条件：敵《英雄》の討伐

勝利報酬：〈海精族シーレーナ〉エンテレス島の割譲




〈神翼族エルブランシユ〉〈解放者〉の『種族旗』









「な……なに、が……」

　なにが、起きているというのか──。

　ティファリシアは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「なぜ……〈神翼族エルブランシユ〉が……〈海精族シーレーナ〉と……《英雄戦争》を行う？　こ、このタイミングで？　……ワタツミノミヤここを舞台に？　それに、〈神翼族エルブランシユ〉の勝利報酬に〈解放者〉の『種族旗』が設定されているのはどうして──」

　レイジに言われたとおり、疑問点を口に出しても、頭がうまく働いてくれない。

　列挙された事実の不可解さがティファリシアの処理能力を上回り、なぜという言葉だけを吐き出す。

　理解はできないのに視線をそらすことはできなくて、上空に釘くぎ付づけになるティファリシアと裏腹に。

「……なーるほどね」

　冷静に呟くレイジが、いつも以上に頼りに見えた。

　なにもかも了解しているかのような彼に、反射的にすべての疑問をぶつけてしまいたくなる欲求に駆られて。

　──違う。

　首を小さく一振り。

　ダメだ。それでは今までとなにも変わらない。

　寸前で踏みとどまったティファリシアは、一度小さく深呼吸し、わずかに残ったまともな理性をかき集め、懸命に思考する。

　この考えるのも馬鹿らしい状況で、とびきり不可解な事実。

　なぜ〈海精族〉が〈解放者〉の『種族旗』を、《英雄戦争》の勝利報酬として差し出すことができるのか？

　思わずティファリシアは自分の首元につけられた無骨な首輪──〈解放者〉の『種族旗』に手を触れ、体を強こわばらせる。

　そもそも『種族旗』の所有権は同盟成立時にはじめて同盟相手のものとなるはずだ。

　仮に〈解放者〉が〈海精族シーレーナ〉と同盟を結ぶとしても、現段階ではまだ同盟は成立していない。

　であればこの『種族旗』はまだ〈解放者〉のものであるはず。

　したがって〈神翼族エルブランシユ〉が勝利報酬として求めているものは無効となり、この《英雄戦争》自体が成り立たない。

　成り立っていないはず。

　だが、現実に《英雄戦争》は成り立ってしまっている。

　つまり、〈解放者〉の『種族旗』の所有権が現に〈海精族〉に渡っていることになってしまっている。

　そうして〈海精族シーレーナ〉はその『種族旗』をエサに、〈神翼族エルブランシユ〉を巻き込こみ、決着しかけた〈解放者〉との戦いをうやむやに──

「たぶんティファティファは勘違いしてるんじゃなぃ？」

　唐突に言葉を挟んできた太たい公こう望ぼうに、ティファリシアは顔をあげる。

　変わらず明るい笑みを浮かべる彼女の隣。

　やんわりと微笑ほほえむセイレが、《英雄》の言葉を引き継ぐように言う。

「ウチらがどうして〈解放者〉はんとの同盟にこだわったのか」

「同盟に、こだわった……？」

「ぁたしたち、一回も〈解放者〉と同盟を結ばなぃっていう話はしなかったょね？」

　確かに〈海精族シーレーナ〉は同盟の内容を誤ご魔ま化かすことはあっても、同盟それ自体を結ばないという想定を一度も口にしなかった。

　むしろ彼女たちとの会話では常に同盟を結ぶという前提があった。

「で、でもまだ同盟は成り立って──」

「思い出してみてょ。童貞争奪戦をするって言ったとき、ぁたしはその条件をなんて言って定めてたっけ？」




　──レイジっちのハジメテを奪えたら〈海精族あたしたち〉の勝ちで、今回結んだ同盟は〈海精族シーレーナ〉主導のもの




「あ────」

　確かに言っている。

　同盟は結ぶものと、明言している。

「ほら、ティファティファがレイジっちに挑んだ【勝負】でも言ってたじゃない？」

　くるくると釣つり竿ざおの先を回しながら。

　その場にいなかったはずの〈海精族シーレーナ〉の《英雄》は言う。

「〝【勝負】が成立した瞬間に、自動的にわたしの目的が達成される勝利するものだった〟──ってね」

　ティファリシアがレイジに【勝負】を挑み、その【勝負】が成立した瞬間に本当の目的を達成したように。

〈海精族シーレーナ〉も同盟の主導権を巡る【勝負】レイジの童貞争奪戦を成立させたときに、〈解放者〉の『種族旗』を得るという本来の目的を達成していた──。

　ようするに、彼女たち〈海精族シーレーナ〉は。

「はじめから、〈解放者〉の『種族旗』を手に入れることだけが目的だった……？」

「ちげーよ」

　さらりとレイジに否定され。

　ティファリシアは戸惑うように自らの《英雄》を見る。

「こいつらがしてたのはもっとあくどい。〈解放者〉と支配的な同盟を組めればそれでよし、その可能性が少しでも揺らぐのであれば同盟の話ごと別の種族に売りつけるっていう二段構えだったってことだ」

　二段構え。

〈海精族シーレーナ〉は元々〈解放者〉を良いものとして見ていなかった。だが、それが利用しやすいものであるとわかると態度を翻ひるがえし、同盟を結ぼうとしてきた。

　そしてその同盟も自らに利する形で結べないとわかるや、高値で他種族──それも〈解放者〉を良しとしていない種族に売りつける。

　本来《英雄戦争》を挑まれた側は、『条件に納得がいかない』と言って、いくらでもはねのけることができる。

　だからこそ、《英雄》が不在という極めて戦力的に不利な状況であるにもかかわらず〈森霊族エルフ〉は存続し続けているし、国力もままならない〈解放者〉もすぐには潰つぶされない。

　そういった不利な状況にある種族は、よっぽどのことでもないかぎり、勝てるわけもない《英雄戦争》を呑のむことはない。

　そう、他種族と同盟を結ばなければ立ちゆかない経済状況にありながら、同盟を結ぶために必要な『種族旗』をその敵対種族に奪われるという、よっぽどのことでもないかぎりは。

　そのための根回しは、事前にすまされていた。

　けれどそれでも納得のいかないことはまだ山ほど残っている。

「なぜ、《英雄戦争》を──」

　種族全体に関わる契約は《誓約者ルーラー》同士であれば問題なく結べる。お互いの種族が納得のいく内容なら、わざわざ《英雄戦争》という形を取る必要はない。

《英雄戦争》はあくまで最終手段であるはずなのに──

「そりゃその形を取ったほうが都合がいいからだろ」

「都合……？」

「〈神翼族エルブランシユ〉は『世界の管理者』であることを他種族に認めさせたい。そのアピールに《英雄戦争》での圧倒的勝利という形はプラスになる。〈解放者〉を〈海精族シーレーナ〉から救ったとでも言えばさらにその印象アップだな。一方で平和主義を訴えたい〈海精族シーレーナ〉にとっても《英雄戦争》で負けて〈解放者〉の『種族旗』を奪われるという形は非力な平和主義者というイメージを他種族に植えつけるのに便利に働く」

「で、でもその二つの主張は相反するんじゃ──」

「相反してたっていいんだよ。関係のない他種族はどうせ信じたいほうを信じるだけだ。大事なのは、どちらも表向き筋が通ってるってこと。筋さえ通ってりゃいくらでも言いつくろえるからな。そして、なによりも──実は秘密裏に契約をかわしていましたなんてのより、はるかに好印象だろ」

「印象って……そんなもののために」

「そんなものがなによりも大事なんだっつーの。何度だって言うぜ？　情報こそがすべてを制するんだよ」

〈海精族シーレーナ〉も〈神翼族エルブランシユ〉も。

　目の前の戦いだけを見ているわけではない。常にその先を考えて動いている。

　そしてその流れの中にティファリシアは巻き込こまれていた。

「ちなみに同盟が結ばれている以上、ぁたしたちの『種族旗』も〈解放者〉側に行ってるけど、それはそのまま持っているなり、他種族に売るなり自由に使ってもらってぃーよ♪」

「──」

〈解放者〉と違い、元々別の種族と同盟を組む必要性もなく、なにより他種族と争うつもりもない〈海精族シーレーナ〉は、『種族旗』がどこにあろうと関係ない。

　どの種族と同盟を結ばされようと、別に問題はないのだ。

　そもそも《英雄》が現れて以降の『種族旗』とは本来そういうもので。

　他種族と同盟を結ばなければ立ちゆかず、そのためにどうしても『種族旗』が必要なのは──『種族旗』を取り戻すために敵対種族と不利な交渉の場につかなければならないのは、〈解放者〉くらいなのだ。

「だから、素直にぁたしたちと同盟組んだほうがぃいよって言ったのに」

　残念そうに言う太たい公こう望ぼうに、レイジはあくまで軽く言う。

「〈神翼族エルブランシユ〉に一瞬で根こそぎ滅ぼされるよりは、それよりは弱い〈海精族シーレーナ〉にじわじわと嬲なぶられたほうがマシってか？」

「人聞きが悪ぃょレイジっちー。──先んじて手を打つのは戦略の定石でしょ？」

「ウチはウチら〈海精族シーレーナ〉が弱い種族であることをあんじょう理解してます。その弱さを補うため、よそさんを頼りにさしてもらうこともあるというだけのことですえ」

「そーそー♪　──杯がひっくり返ってからじゃ遅ぃから、ね」

　覆ふく水すい盆に返らず。

　ならば、盆からこぼれる前に手を打つ──。

　確かに正論だ。正論だが。

「弱さを振りかざしてどんな卑ひ怯きような手も肯定する──とんだ平和主義者もいたもんだな」

　皮肉るレイジに、太公望は、セイレは、あくまで明るく笑う。

「それも言ったはずだょ」

「ウチらが見ているのは──はじめからウチらだけですえ」

「うまくいくのならそのまま同盟を結ぶ、そうでないのなら」

　一歩横に動いた太たい公こう望ぼうは、自然な動作で上を見上げ。

「その同盟権ごと、欲しがっている種族に譲る──ってね♪」

　宣言すると同時。

　突如空中に現れたそれは、まさに天からの御み使つかいのように神々しく両の翼を広げ、ゆっくりと海中都市の地──太公望とセイレの真ん中に降り立つ。

　モノクロームな衣装に身を包んだ少女は、翼をたたみ、両手を膝ひざの前に。

　薄紫の髪を揺らし、一礼。

　オッドアイの瞳ひとみと、白と黒のアシンメトリーな翼がどうしようもなく目立つ彼女は。




「──契約の履行に従い、立ち会いの場に来……参上、致シマシタ」




　妙にぎこちなくそう言って。

　その外見。

　なにより、背中についた翼が──ティファリシアの目を見開かせる。

「まさ……か」

[image: ]

「〈神翼族エルブランシユ〉、か」

　静かに先を続けたレイジに、少女はいかにも業務用といった感じの笑みを浮かべ、

「ハイ。ボ……ワタクシこそは、〈神翼族エルブランシユ〉が［天てん来らい機き関かん］の筆頭巫み女こ、アルファ・ステイシスと呼ばれるものデス。以降よろしくお見知りおきヲ」

　深々と一礼をした。





　　　　◇◆◇






　この世界に来て。

《大誓約魔法》を創りあげた六種族のことを知って。

　レイジが最初に疑問に思ったのは『なぜこんな無駄なものを』というものだった。

《大誓約魔法》を創りあげるきっかけとなった先の大戦──［七滅戦セブンス］。

　かの戦いで、とある一種族だけは明白に世界を手中に収めることができたのだ。

　魔力はもちろん、その他肉体性能の高さはもとより、先を見通す絶対固有魔法『未来既知』まで持ち、世界を六度滅ぼすに至った〈神翼族エルブランシユ〉。

　神の名を堂々と冠し、自らをこの地よりも上位の空間──天上よりの使者と称してはばからない種族。

　高潔で高こう邁まいで、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいを地でいき、馬鹿正直に種族統一ゲームをやろうとしたら、まず間違いなくわかりやすいラスボスになるかの種族こそ、レイジの最強ニート生活に立ちはだかる最後の壁だと思っていたのだが。

「まさか、その〈神翼族エルブランシユ〉の使者が幼女シスターとは……」

「────は？」

　ぱちぱちと瞬またたく少女──アルファ・ステイシスを前に、レイジは考え込こむ。

「いやまて、そもそもシスターって表現は合ってんのか？　確かに神の巫女シスターではあるが、一神教じゃなけりゃシスターにならないよな。七種族それぞれに神って概念はあるだろうから、それぞれが神概念を持ってるとすると──」

　ぶつぶつと呟つぶやくレイジが、実にくだらないことを言っていることだけはわかり、思わず弛し緩かんするティファリシアは、

「あのレイジ……今はそういうことを言ってる場合じゃ──」

　無駄だと知りつつも注意を飛ばそうとして。

「なに言ってんのこの人……」

〈神翼族エルブランシユ〉の使者が顔をしかめながら呟いた言葉に、目を見開く。

「え」

「え？」

「今……なんと？」

　なにか、高潔で高こう邁まいで、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいだと言われる〈神翼族エルブランシユ〉らしからぬ言葉が聞こえたような──。

「──あ、え、えっと……なんでもアリマセンヨ？」

　取り繕った笑み。

　そのあからさまな作り笑顔が場の空気を凍らせて。

「…………つけやきば」

　ぼそりとレウに呟つぶやかせ、レイジの笑みをひそかに深めさせる。

「ま、それはそれとして──あんたが〈神翼族エルブランシユ〉の代表ってことでいいのか？」

　軽く話しかけたレイジに、アルファは明白にほっとしながらこくこくとうなずき、

「へー、つまり〈神翼族エルブランシユ〉サマは、《英雄戦争》に《英雄》どころか《誓約者ルーラー》も送り込こまず、たかだか一巫み女こごときに全部任せたってことか」

　聞くだけで刺されるような棘とげの含まれた言葉。

　一度表情を固まらせた少女は、ゆっくりとその口元を笑みの形にする。

「──ハイ。そのように受け取っていただいて結構デス」

〈神翼族エルブランシユ〉のことを皮肉られただけでなく、ここに遣わされたアルファ自身をもおとしめたにもかかわらず。

　彼女はまるで意に介していないと言わんばかりに、作った笑顔で続ける。

「ソモソモこの《英雄戦争》は即座の終了が約束されたものデスカラ。ワタクシはただその儀式を見守るためだけに遣わされマシタ」

　その視線はすぐ横に控えるセイレと太たい公こう望ぼうへ向けられ、

「──せやなぁ」

〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》が軽く応じてみせる。

　──そう。

〈解放者〉の『種族旗』が賭かけられた《英雄戦争》は、《英雄》同士の戦いどころか、ただ一度の小競り合いも起きずに終わる。

〈海精族シーレーナ〉の目的が〈解放者〉の『種族旗』を〈神翼族エルブランシユ〉に売ることである以上、〈海精族シーレーナ〉はただ一言〝まいった〟と言うだけでその目的を達成することができるのだ。

　両種族共に必要なのは、《英雄戦争》が行われたという体裁だけ。

「誤解してほしくないのデスガ、ワタクシたち〈神翼族エルブランシユ〉は、アナタガタ〈解放者〉のミナサンを高く評価していマス」

　作り笑顔のまま。

〈神翼族エルブランシユ〉の巫女は語る。

「明白な弱者である〈隷人族インフイルマ〉と［劣血種アブセンス］。行き場のない、行き場があっても決して幸福になることはない、持たざる者たちを、受け入れ、救い、取り込こもうとする〈解放者〉。ソノ慈愛の精神は素晴らしいモノデス」

　両手を組み合わせ、祈るように目を閉じた彼女は「デスガ」と薄く目を開き。

「同時に──大変危険な存在だと言わざるをえまセン」

「な──なぜですか！」

　即座のティファリシアの抗議に、アルファはわずかに首を傾かしげながら言う。

「アナタは、ワタクシたちについてどう思われマスカ？」

「……え？」

〈神翼族エルブランシユ〉についてどう思うか？

　その唐突な問いに、レイジはニヤニヤと笑って言う。

「うさんくさい。独善的な正義振りかざしてきてうっとうしい。『世界の管理者』（笑）天の御み使つかい（笑）、って感じ？」

「ちょ、レ、レイジ！」

「んだよ、ほんとのことだろ？」

「そ、そうだとしても、もっと言い方が──」

「でしょうネ」

　取り繕おうとするティファリシアを遮るように、〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こはクスクスと笑って、

「だから危険なのデス」

　斬きりつけるように断じる。

「アナタたちの抱く理想は素晴らしいモノデス。デスが──それはワタクシたちの正義と相あい容いれナイ。ナゼナラそれは他ならぬワタクシたち『持つべき者』の手でナサレなければナラナイのですカラ。ありていに言って──〈解放者〉は邪魔なのデス」

「な、それはあなたたち〈神翼族エルブランシユ〉の都合でしょう!?」

「……だから、まさにボクたちにとって都合が悪いから、やめろと言ってやがるんですよクソボケ」

「……クソボケ？」

「──あっ、う、こ、こほんこほんっ、……えー、ワタクシたちにとって都合が悪いのでヤメテクダサイと言っているんデスヨ♡」

「……ぼろがですぎ」

　レウの呟つぶやきは聞こえなかったのか、あるいは聞こえているのに無視しているのか、アルファ・ステイシスはとびきりの作り笑顔のまま無む理り矢や理り続ける。

「アナタたちに力がアレば、ワタクシたちと正面からぶつかりあうこともできたデショウ。デスガ、アナタたちにはその力すらナカッタ。力のない者が、力ある者の真ま似ねをするのは迷惑なんデスヨ」

　だから、〈解放者〉は潰つぶす。

〈解放者〉が自らの『種族旗』を取り戻そうとする交渉の場で、その牙きばらしきものをすべて奪う条件をだし、あるいは絶対に呑のめない条件を出した上で、拒むのであれば《英雄戦争》を受けろと迫る。

〈解放者〉が〈解放者〉として立ちゆかない条件を呑むか、《英雄戦争》を受けるかという二択を迫られれば、〈解放者〉が生き残る選択肢はない。

　本来有効であるはずの回答保留という時間稼ぎさえも、自らの首を絞めるのだ。

　どんな答えを出しても、〈解放者〉という脆ぜい弱じやくな国は瓦が解かいし、消滅するしかない──。

「もちろん、その結果生まれる行き場のナイ方々の保護はしマスヨ？　まあ、元々自国の民すら賄まかなえなかったようデスシ、最低限の衣食住の保障くらいはさせてイタダキマス。いえいえ感謝なんてトンデモナイ。それが『世界の管理者』であるワタクシたち〈神翼族エルブランシユ〉の──持つべき者の義務なのデスカラ」

　慈愛に満ちた、作り笑顔。

　どこかのニート《英雄》に匹敵するうさんくさい表情に、ティファリシアは言葉を失う。

　彼女の言っていることは優しいようで、一方的で、高圧的で、独善的で。

　一つとしてうなずきたくない。

　うなずきたくないが──事実だ。

　ティファリシアたち〈解放者〉には力がない。

　力がないから──守れない。

「──さーて。そろそろいーカナ？」

　事の成り行きを見守っていた太たい公こう望ぼうがそう切り出して、ティファリシアはびくりと身体を震わせる。

〈海精族シーレーナ〉と〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄戦争》。

　そこにティファリシアたち〈解放者〉が介入できる余地はない。

　賭かけられているのは〈解放者〉の命運であるにもかかわらず、ただ傍観することしかできない。

　だから。

　この状況は、もう、本当に。

　どうにもしようがない──




「そうやって決めつけるのはお前の悪い癖だな」




　不意に。

　ティファリシアの耳にだけ届くような小声で、レイジが呟つぶやいて。

「…………え？」

「そもそもお前の本質は愚直で馬鹿正直で他者の善意を無条件に信じてしつこくてうっとうしくて──」

「……な、なんで急に悪口を……」

「事実だからな」

　あっけらかんと言うレイジに、ティファリシアは文句を言おうとし。

「そして、だからこそ、ありえないほどに諦あきらめが悪くてまっすぐ前を見続けられる。それこそ──ニートである俺並みにな」

　それが。

　別に悪口ではないことに、気づく。

　──事実だから。

　レイジは、確かにそう言った。

　事実。

　ティファリシアの、事実。

　愚直で馬鹿正直で他者の善意を無条件に信じてしつこくてうっとうしくてありえないほどに諦めが悪くてまっすぐ前を見続けられる。

　前を、見続ける──。

　その言葉は、ティファリシアの胸の奥で、不可解なほど熱く、静かに、たぎって──

「それじゃ名な残ごり惜しいケド──」

　降参。その言葉を太たい公こう望ぼうが言い切る前に。




「──本当にそれでいいのな？」




　唐突に。

〈解放者〉の《英雄》が笑い。笑い。

　腕を組みながら、言う。

「別に他意はねーよ？　ねーけど、太公望、あんたがさんざんしてくれたサービスのお返しに言うけど、あんたは俺がこの状況を読みきれなかったと、マジでそう思ってんの？」

　戯おどけるように。おちょくるように。

　どこまでも挑発的に──告げる。

「常敗種族、他種族に寛容で、平和主義の〈海精族シーレーナ〉。その実、考えているのは常に自らのことのみ。どの種族よりも自分たちのことしか考えていないから、目先の勝利すらも度外視する。ひたすらに現状維持を望み、そのための手段は問わない。その徹底した自種族中心主義の〈海精族シーレーナ〉が、恥も外聞も常識もなく、他種族にすり寄り依存することを──俺が想像できなかったと思ったわけ？」

　レイジの言葉に、弛し緩かんしかけていた空気がぴりりと引き締まるのを感じて。

「……きゃはっ、レイジっちも必死だね♪」

〈海精族シーレーナ〉の《英雄》は、あくまで余裕の笑みで言う。

「それ言っちゃったら策がなぃって教えてるょうなものじゃなぃ？　時間を稼ごうとしているんだろうケド、この状況になった時点で──」

「いや時間を稼ぐつもりならこんな状況になる前にするに決まってんじゃん」

　太たい公こう望ぼうの口にする言葉にそっくりそのまま被かぶせる形で。

　にやにやと。

〈解放者〉の《英雄》は、どこまでも馬鹿にした口調で言う。

「ま、常識的に考えたら俺がここで唯一敵対する〈海精族シーレーナ〉に有利になるようなアドバイスをする理由はないし？　いやーこれほどわかりやすい延命するための時間稼ぎもないわー。うんうん、俺でもそう思うんだからあんたもそう思うよなー普通なら」

　そう口にする彼が。

　ほんの一瞬──だが明確な一いち刹せつ那な、ちらりと〈神翼族エルブランシユ〉の少女を見て。

「……」

　その視線に気づいたアルファ・ステイシスは作り笑顔の中にはっきりと不快感をあらわにした。

　まったく会話に参加せず、傍観者の立場にあるはずの〈神翼族エルブランシユ〉の少女が見せたネガティブな感情。

　普通なら気にもとめない事実が、太公望の胸をほんのわずかにささくれ立たせる。

　偶然。たまたま。無視していいこと。気にすること自体がおかしな些さ末まつなことだ。

　……………………けれど。

　仮に意味のある反応だとしたら。

　どのようなことが考えられる？

　なぜレイジが──〈解放者〉の《英雄》が〈神翼族エルブランシユ〉の使者を見たのか。その視線に、〈神翼族エルブランシユ〉の使者は不快感をあらわにしたのか。

　まさか。

〈神翼族〉と〈解放者〉が組んでいる？

　自ら以外をすべて下に見ている〈神翼族エルブランシユ〉が二枚舌を使う可能性は十分にありえる。

〈解放者〉にとって〈神翼族エルブランシユ〉と組むことの利は言うまでもない。〈神翼族エルブランシユ〉が〈解放者〉と組むメリットはあるのか？

〈解放者〉と組むこと自体ではなく、〈解放者〉と組むことで〈海精族シーレーナ〉を嵌はめ、こちらの立場を貶おとしめた上でより大きな利益──領地や権利を得ようと考えた可能性は否定できない。

　だが、もしそうだとしたらそもそも〈解放者〉が〈海精族シーレーナ〉の太たい公こう望ぼうにそのことをにおわせる必要は──




　──太公望、あんたがさんざんしてくれたサービスのお返しに言うけど




　いや違う。

〈海精族シーレーナ〉が〈解放者〉と〈神翼族エルブランシユ〉を天てん秤びんにかけ、どちらに傾いてもいいように動いていたように、〈解放者〉にとっても〈海精族シーレーナ〉と〈神翼族エルブランシユ〉、そのどちらを選んでもいい状況だったとしたら？

　あるいは〈神翼族エルブランシユ〉にとっても、〈解放者〉〈海精族シーレーナ〉、どちらに転んでもいい状況だったら。

　どちらに転んでもいいから、太公望がわざとレイジに真実を口にしたように、レイジもまたわざと太公望に真実を口にしていたとしたら──

　辻褄は合う。

「──」

　太公望が。

　その顔に浮かべていた余裕の笑みが、はじめて消える。

「……リョーちん？」

　その変化にいち早く気づいたのは、この世界で誰よりも彼女と一緒にいたセイレで。

「まさか、今の言葉信じはるの？」

　その問いかけが、《英雄》たる太公望と《誓約者ルーラー》であるセイレを明白にわける。

「……セイレ。ザンネンだケド──『そう思う』ってカンタンには答えられなぃんだょね」

「──は？」

〈海精族シーレーナ〉の《英雄》であり、希代の戦術家である太公望は、知っている。

《運命力》ゼロ、《偉能レアルタ》なし。魔力の欠片かけらどころかまともな力さえない、やる気も常識もデリカシーもない、ないものだけを積み上げてはじめてできあがるようなニート《英雄》ホウバミレイジが、〈獣妖族ペステイア〉を率い、いくつもの《英雄戦争》を勝ち、間違いなく驚異にして脅威であった《英雄》ナポレオン・ボナパルトを完かん膚ぷ無きまでに負かせたということを。

　──〈解放者〉という国は与くみしやすい。

　なんの力も持っておらず、歴史も資源も権威もない。

　ただ利用されるだけの国。

　だが、そこに所属する《英雄》だけは、他のあらゆる国を差し置いて未知数だ。

　既知は恐れる必要がない。ひるがえって、未知は恐れる必要がある。

　だから、太たい公こう望ぼうは彼に関わる情報を集めた。可能な限り対策を講じた。そうしてそのすべてを結集した策は失敗に終わり──その失敗すら組み込こんだ計略を今まさに展開している。

　この圧倒的に有利な状況においてなお、ことホウバミレイジという《英雄》がなにを考えているのかが見えてこない。

　彼は依然として──未知なままなのだ。

　だから、断言できない。

〈神翼族エルブランシユ〉と出来レースの《英雄戦争》をするという事態。

　普通なら考えつくはずのない状況でも、絶対に予期していなかったと、予期した上で〈解放者〉と〈神翼族エルブランシユ〉が組むなどという想像を絶する展開を用意できるわけがないと言い切ることができないのだ。

「……冗談、やろ？　リョーちんが『参った』言わはるだけでウチらの勝ちに──」




「そう心から思うなら、言えばー？」




　軽く。軽く。

　まるで危機的状況にあるのはこちらであると勘違いしそうになるほど適当な口調で言う。

「ま、後悔だけはしないようにな」

「────」

　どう考えてもハッタリだ。

　レイジはこの状況を想定していたという、証明不可能な言説を繰り返しているだけで、何一つ状況を覆くつがえすための具体的な手を提示していない。

　ただ──このまま状況を進めれば、敗北するのは太公望やセイレであると、プレッシャーをかけているだけ。

　その根拠はない。

　論拠もない。

　だから、〈海精族シーレーナ〉は迷うことなくこの〈神翼族エルブランシユ〉との《英雄戦争》で負けを宣言し、〈解放者〉との【勝負】に勝利すべきだ。

　──すべき、なのに。

「リョー、ちん……」

　愛すべき僚りよう友ゆう。誰よりも心を通じ合わせていると信じた友人が、躊ちゆう躇ちよする。

　論拠がないことこそ、想像を絶する展開のなによりの論拠だと思い込み、ここで進めば破滅するのはこちらだと信じきってしまっている──。

「……イマイチ状況が掴つかめないのデスガ」

　焦じれたように。

　じっと状況を見守っていた〈神翼族エルブランシユ〉の使者が言う。

「さっさと──イエ、事前に取り決められた定めに従っていただけマセンか？」

　それは、どちらに向けられた言葉なのか。

　ここで〈海精族シーレーナ〉が負けるのは、決定事項だ。

　躊ちゆう躇ちよする理由も足踏みする時間も本来はないはず。

　さっさと降参しろ──

　だがそれはどちらのために？

「…………」

　答えがでない。

　どうしても確信を持つことができないから、太たい公こう望ぼうにはうなずけない。

　唇を噛かみ、常の明るさは影をひそめ、苦渋の表情を浮かべる〈海精族シーレーナ〉の《英雄》を見て、レイジは笑みを深める。

「あ、もしかして気づいちゃった？　この状況のカラクリに」

　カラクリという言葉に、誰よりも早くセイレが反応した。

「リョーちん！」

「〝もしそうであれば、どうして自分に言ってくれないのか〟──そう問いたげだなあ？」

「……!!」

　なぜわかったのか──そう言いたそうなセイレに、ティファリシアは同情する。

　なぜなら今セイレが嵌はまっている状況は、ティファリシアにとってあまりに身に覚えのあるものだったから。

「ああ、確かに太公望も最初にあんたに言いたかったんじゃねーの。普通なら」

　わざとらしく肩をすくめ、芝居がかった仕草で目を細めるレイジから、セイレはもう目が離せない。

　彼の一挙手一投足に注目させられ、彼の言動に集中させられる。

「普通、なら……？」

「逆に訊ききたいんだけど、今の状態が普通？」

「──」

「太公望自身、その気づいたことを口に出すことで陥る最悪の状況を想定できたから、言えなかった」

　びくん、と。

　明白に反応した太公望をしっかり確認して、レイジは続ける。

「さて、ではその最悪の状況とはなにか？　──あんたは今なにが起きたら最悪だと思う？」

　するりと右手を差し向け、セイレに発言を促す。

　すでに想定ができているであろう発言を。

　セイレはごくりと生唾つばを飲み込こみ、レイジとアルファの双方を見て、口を──開く前に。

「そう、それだよ」

　先んじたレイジに。

　つまり自分の最悪の想定は当たっているのだと無理矢理知らされて、目を見開いた。

「ま、まさか……」

　ありえない。ありえない。ありえない。

　セイレの脳内にはその言葉が何度も繰り返され、無意識に見た太たい公こう望ぼうが浮かべる苦く悶もんの表情に、そのありえないことが起きたのだと確信する。

「あんたがその事実に気づいたら、口に出して言えるか？　──無理だよなあ」

　一方的に断じられ、だがしかしそのとおりである以上なにも言えなくて、唇を噛かむ。

　──すごい。

　ほんの少し前の絶望的状況が覆くつがえったかのような空気に、ティファリシアはただただ驚きよう愕がくする。

　そう絶望的状況は覆ったのではない。

　覆ったかのように思い込ませているだけ。

　なぜなら──レイジはいまだ具体的なことをなに一つ言っていないのだから。

　だから、外にいるティファリシアにはなにが最悪の状況なのかも、彼女たちがなにを想像したのかも一切わからない。

　ただ自分だけはわかっていると思い込ませることで、相手に勝手に想像させ、その想像内容だけで追い込まれている状況を演出しているのだ。

〈海精族シーレーナ〉の《英雄》も《誓約者ルーラー》も揃そろってレイジの掌てのひらの上にいる。

　なんという──卑ひ怯きようで、最低で、素晴らしい詐術。

　だが、この状況でもまだマトモなままの者は存在する。

「あの、本格的にわけがわかりやがらない……イエ、わからないのデスガ」

　笑顔のまま訝いぶかしむという、もはや取り繕っているのかどうかも微妙なアルファ・ステイシスが、疑念を差し挟む。

「降参すると、一言口にしてクダサイ。それだけですむことデス」

「おいおい、あんたはまだこの状況をわかってないのー？　もうとっくにそんな段階超えてんのに」

「…………はぁ？」

　なに言ってやがるコイツ。

　レイジでなくてもそう思っているのが丸わかりの表情を浮かべたアルファに。

〈海精族シーレーナ〉の少女たちだけは、白々しい演技を見たかのように硬い声で言う。

「この状況でよく言うょねー……」

「ほんま〈神翼族エルブランシユ〉やな」

　憤りを隠さず、突然態度を硬化させた〈海精族シーレーナ〉に、アルファは笑みを引きつらせる。

「お二人がなにに憤られているのかはわかりマセンガ──」

「〈神翼族エルブランシユ〉は〈解放者〉と〈海精族シーレーナ〉を天てん秤びんにかけてるんでしょ!?」

「〈神翼族エルブランシユ〉は〈海精族シーレーナ〉を処分しようとしてはるんやろ!?」

　一拍の間のあと。

「──は!?」

「──え!?」

　信じられないようにお互いの顔を見つめあった〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》と《英雄》に。

　レイジはニヤニヤと笑って。

「いやー想像力ってすごいよなぁ？」

　白々しいレイジの態度に、太たい公こう望ぼうは即座に自分が陥らされていた状況に思い至り、鋭く目を細める。

「──騙だますなんて人が悪いょ、レイジっち」

「おいおい人聞きが悪いなあ太公望。──勝手に騙されたんだろ？」

　酷こく薄はくにそう言い切り。

「今のでわかったと思うが──とっくにあんたらは俺の術中だ。そうなった時点でどうあっても俺が勝つようになってんだよ」

　へらへらと。

　まるで外から箱庭をのぞくかのごとく余裕さでもって、笑う。

「悔しければ脱してみれば？　〝降参する〟って一言で抜けられるんだからさ」

「い──」

　言われなくても、と言い切る前に。

「ま、その瞬間、あんたら〈海精族シーレーナ〉は見返りにもらうはずだったエルケア浮遊島の代わりに、ワタツミノミヤを失うかもしれないけどー」

「──な」

「〝なぜ、エルケア浮遊島の話が漏れているのか？〟おいおい、そんなの言わせようとするなよ」

　やはり。

　やはり〈神翼族エルブランシユ〉と〈解放者〉は──

　──いや違う！

　ハッタリだ。ハッタリだ。ハッタリだ！

　そう思い込こもうとする先から、レイジが〈神翼族エルブランシユ〉と事前に接触しており、〈海精族シーレーナ〉を嵌はめようとしている状況が鮮明に想像できてしまう。

　そんなことありえない。

　ありえないはずなのに。

　これまでありえないことが起きてしまったことで否定しきれなくなっている。

　冷静に考えれば、一度騙だまされたのだ、今回も騙されている公算が大きい。

　だが同時に、一度騙されたからこそ、今回は真実である可能性も高い。

　一度騙されれば、二度目は騙されまいと強く意識するようになる。その意識を逆手に取ろうとしているというのは──十分以上にありえる。

　ようするに。

　どちらが真実なのか、わからなくなる。

　そもそも──〈海精族シーレーナ〉は〈解放者〉と〈神翼族エルブランシユ〉のどちらを選んだほうが利が大きいのか。

「ちょ、なにを──こほんっ、〈海精族シーレーナ〉のミナサン、冷静になってクダサイ。ワタクシが〈解放者〉と組むなんて──」

「……きゃっは、逆に訊ききたいんだケド──当事者の言葉が、信じられると思う？」

　当事者という言葉に、アルファ・ステイシスはようやく気づく。

　事態がわけのわからない方向へと進んでいることに。

　故意に進めさせた人間がいることに──。

「ホウバミレイジ……！」

　彼女はそのときはじめて〈解放者〉の《英雄》をはっきりと敵と認識する。

　この奇妙にねじれた状況は彼がつくりだし、彼がコントロールしている。

　だがその気づきは圧倒的に遅かった。




「それで──あんたの望みはなんなん？」




　半ばやけのように口にされたその問い。

　その問いこそが、ホウバミレイジの待ち望んでいた言葉だったから。

「こっちの望み、ね。その問いをずっと待ってたんだよ」

　そうして凄せい絶ぜつに笑ったレイジは──

　ぽん、とティファリシアの肩を叩たたいて。

「な、ティファリシア」

　そう声をかけられても。




「……は？」




　間抜けな声が出るだけで。

「いやいや、は？　じゃなく」

「え……え？」

「うんうん、そういうボケはいいから──ほれ、わたしの望みはこうですってのをばしっと言っちゃって」

　ここにきてまさかの丸投げ──!?

「な、なんで──」

　いきなりわたしに振るんですか！

　そう続けそうになるのを、ぎりぎりのところで堪こらえて。

　ティファリシアは、すべてを了承しているようなレイジの眼差しに、自分でも驚くほど冷静に思考を切り替えられた。

　ずっと。

　太たい公こう望ぼうやセイレ、アルファ・ステイシスを翻ほん弄ろうしているレイジの姿を外から眺めていたせいかもしれない。

　レイジの意図が、思いが、狙ねらいが。

　少なからず予期できていたから。

　その思考に感化されているような気がしてくる。

　ごく自然に、ここでティファリシアに振ったのは──ただの無む茶ちやぶりではなく、ティファリシアでなくてはならない理由があるのだと確信でき、どうすればその期待に応えることができるかも薄ぼんやりと想像できるように思える。

　レイジではなく、レウでもなく、太公望でもセイレでもアルファでもない。

　ティファリシアでなくてはならない理由。

　──お前ならどうする？

　わたしなら。

　ティファリシア・クリアグリンなら──

　一度目を閉じ、再び開いたティファリシアが見たのは、レイジでも〈海精族シーレーナ〉の二人でもなく。

〈神翼族エルブランシユ〉の少女。

　そうして彼女は、一瞬の迷いもなくその言葉を口にした。




「〈解放者〉の《誓約者ルーラー》ティファリシア・クリアグリンとして宣言します。わたしたち〈解放者〉は──正式にあなたがた〈神翼族〉に助力を請います」





　　　　◇◆◇






「……は？」

　そのわけのわからない発言に、最初に声をあげたのは〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》だった。

「なに……言ってはるん？」

　そんなただの命いのち乞ごいが、届くわけないだろう。

　種族を、国を背負っている《誓約者ルーラー》として、そんなこともわからないのか──そんな憤りにも近い感情を抱き、同じように思ったであろう〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こを見て、驚きよう愕がくする。

「え……？」

〈神翼族エルブランシユ〉の少女は明らかに狼狽していた。

　なぜ──？

　迷う理由などどこにもない。

　即断即決のあと、一笑に付す類たぐいのものだろう。

　そう思って、自らの《英雄》を見たセイレは、再び目を見開いた。

「なんで……なんでリョーちんもそんな顔してはるん」

　太たい公こう望ぼうもまた、痛恨の極みと言わんばかりの表情を浮かべていたのだ。

《誓約者ルーラー》の問いに、《英雄》は、やっとのことという体で言葉を紡ぐ。

「──ぁあ、そう、くる……」

　太公望にはわかる。

〈神翼族エルブランシユ〉であるアルファが、なぜ狼ろう狽ばいしているのか。

　彼女にとって──『世界の管理者』を自称する〈神翼族エルブランシユ〉にとって、いかにその言葉が致命的な一撃になるかが。

「〈神翼族エルブランシユ〉は『世界の管理者』なんだよな」

　すべてを読み切った上で、自らの《誓約者ルーラー》にそれを口にさせた《英雄》は、まっすぐに──アルファ・ステイシスという少女を見て、穏やかに語る。

「さっきあんたが言っていたように、『世界の管理者』である〈神翼族エルブランシユ〉ってのは絶対正義だ。その絶対正義に沿わないもの、刃向かうものを征圧し、指導し、教育するのは当然」

　だからこそ、その絶対正義と競合する〈解放者〉は粛正の、是正の対象となった。

　だが。

「一方で助けを求めるもの、恭順を示すものには救いの手を差し伸べるのも、『世界の管理者』の──持つべき者の義務だよな？」

『世界の管理者』を自称するからこそ、〈神翼族エルブランシユ〉は自ら定めた、自ら変えることはできない義務が課されている。

　持つべき者の義務ノブレスオブリージユという、正義の使命が。

「もちろん、んなこと知るかってはねのけることもできる。だがその瞬間、あんたら〈神翼族エルブランシユ〉はそのご大層なご高説も一緒に捨てることになる。そうすれば残るのは──ただのつまらん一征服種族だ」

　高潔で高こう邁まいな〈神翼族エルブランシユ〉がそんな蔑べつ称しようを許すわけがない。

　都合のいいときだけ『世界の管理者』を称することが許されないのも理解している。

〈海精族シーレーナ〉との合意があるにもかかわらず、形だけの《英雄戦争》を行ったのも対外的な印象が大事だからだ。

　それらはすべて、第三者を説得するための理由で、彼ら自身が守るべきだと考えているルールに基づいている。

　そのルールは彼ら自身を縛る。少なくとも、守っている素振りは見せなければならない。

　だから──

　正式に〈解放者〉の《誓約者ルーラー》から助けを求められたら、《誓約者ルーラー》ではなくただの一巫み女こでしかない彼女は、こう答えざるをえない。




「……ソノ申し出につきマシテハ……一度本国に、持ち帰らせていただきマス」




　あらためて検討する場を設けたい。

　つまり、この場は辞したい──そう宣言した彼女に。

「その前に──ちょーっと言わせてもらってもいぃ？」

　場を引き裂くように、太たい公こう望ぼうが鋭く釣つり竿ざおを一振りし。




「降参するょ」




　瞬間、頭上に展開する魔法陣上に、〈神翼族エルブランシユ〉の勝利を印す文字が刻まれた。





　　　　◇◆◇






《英雄戦争》の終結と共に、頭上は海に閉ざされ、元の光に戻される。

　一段階絞られた光の下で、心なし余裕を取り戻したように見える太公望が、静かに言う。

「これで〈解放者〉の『種族旗』は〈神翼族エルブランシユ〉のものになったわけだカラ、契約は履行される。つまり、ぁたしたち〈海精族シーレーナ〉と〈神翼族エルブランシユ〉で交わしたあの約束も果たされるってコトだょね？」

　すでにレイジが〈神翼族エルブランシユ〉と組んでいたという線は切れている。

　そう判断してからの太たい公こう望ぼうの行動は早かった。

〈解放者〉が〈神翼族エルブランシユ〉に助けを求め、結果〈神翼族エルブランシユ〉からの粛正、教育どころか庇ひ護ごすら得られようとしているのは、すでにどうでもいい。

　そんなものはもう〈海精族シーレーナ〉には関係ない。

　彼女たちに関係があるのは、事前に取り交わした〈解放者〉を売ったあとでの報酬の話だけ。

　レイジがいかにして知ったのかはわからないが、〈海精族シーレーナ〉が〈解放者〉を売って得ようとしていたのは〈神翼族エルブランシユ〉が治めるとある一領地だ。

　ワタツミノミヤだけでいいと豪語していた彼女たちがひそかに欲していたその地を〈神翼族エルブランシユ〉から譲り受ける──。

　それこそがこの一騒動の決着の場だったはずだが。

「イイエ。残念ナガラ、そうはならないデショウ」

〈神翼族エルブランシユ〉の少女は〈海精族シーレーナ〉の二人を見て、はっきりとそう答えた。

　その明確な態度に、〈海精族シーレーナ〉の《誓約者ルーラー》は表向き穏やかに言う。

「……それは少ぅし道理にあわひんなぁ」

　その言葉が合図だったかのように。

　いつの間にか集っていた数百からなる少女たちが、アルファを取り囲むように動く。

　その様子を作り笑顔でなんということもなさそうに眺めながら、〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こは静かに言う。

「道理という話をするナラバ、そもそもアナタたちの言っていた〈解放者〉が世界秩序に対する問題になるという前提が崩れていマス。〈解放者〉は〈神翼族〉に恭順の意を示したのですカラ。前提の崩れた契約を履行する義理はありマセン。それでももし、文句がおありなら──」

　ゆっくりと、白と黒の翼を広げた彼女は、笑みを消し去り。

「正式な《英雄戦争》という形で──お聞きしてもカマイマセンガ」

　これ以上の文句は全面戦争という形で受ける。

　そう、堂々と宣言した少女に。

「────っ」

〈海精族シーレーナ〉はなにも言えない。

　彼女たちが〈神翼族エルブランシユ〉と真正面から立ち会って、勝利を掴つかむのは極めて困難だ。不可能と断じてしまってもいい。

　その分の悪さをわかっているからこそ、彼女もまた巫女という立場にもかかわらず強気に出ることができるのだろう。

　だからといって〈海精族シーレーナ〉がはいそうですかとこの場を引くわけにもいかない。

　それゆえのぴりぴりとした空気は──




「お、次はちゃんとした《英雄戦争》やんの？　いいねーやれやれー」




　太たい公こう望ぼうのベッドに移動し、寝転んでいたレイジが、完全に外野の立場でヤジを飛ばしてきて。

　──誰のせいで。

　太公望は思わずそんな言葉を口にしそうになり、いつの間にか〈解放者〉と〈海精族シーレーナ〉でも〈解放者〉と〈神翼族エルブランシユ〉でもなく、〈海精族シーレーナ〉と〈神翼族エルブランシユ〉が向かい合っていることに気づく。

　──違う。

　向かい合っているのではない。

　向かい合わされたのだ。

　出来レースだったはずの《英雄戦争》が本物のそれに成り代わりそうな、見事な対立構造。

　それらをつくりだしたのは──。

　太公望の視線に気づき、にやにやと笑うレイジは、意図的にその視線をズラし。

　その先にいた少女──〈解放者〉の《誓約者ルーラー》ティファリシア・クリアグリンが。

「──では、こうしてはいかがでしょう」

　さもそれが当然であるかのように。

　場の空気を代表して。




「ここにいる三種族。そのすべてが一時的に同盟関係を結ぶというのは」




　とんでもないことを、言った。





　　　　◇◆◇






　長い、長すぎる沈黙を破ったのは、〈海精族シーレーナ〉の《英雄》だった。

「……ティ──ティファティファは、なにを、ぃってるの、カナ……？」

　すでに同盟関係になっている〈解放者〉と〈海精族シーレーナ〉だけでなく、〈神翼族エルブランシユ〉まで含めた三種族同盟？

　その突飛な発想が、想像などつくわけもない展開が、思考を、理解を、奪う。

「そんなにおかしなことではないと思いますが」

　そう言いのける、見た目は〈森霊族エルフ〉としか思えない少女。

　その実〈隷人族インフイルマ〉の血が半分入った、［劣血種アブセンス］のティファリシア・クリアグリンは、セイレ、太たい公こう望ぼう、アルファを順に見て、語る。

「〈海精族シーレーナ〉の目的は〈海精族シーレーナ〉の幸福、そのための現状維持。〈神翼族エルブランシユ〉の目的は『世界の管理者』としての役割を果たす、そのための助けを求めるものへの救済。そしてわたしたち〈解放者〉の目的は、わたしたち自身の当面の生活維持。これらのどこに、対立する理由があるのでしょう？」

「カンタンに……言ぅね」

　確かに。

　そう語られてしまえば、三者に対立すべき積極的理由はない。

　ティファリシアはさらに言う。

「そもそもそれぞれの種族の具体的な目的はなんでしょう？」

　──〈海精族シーレーナ〉は〈海精族シーレーナ〉自身が平穏幸福でありさえすれば他はどうでもいい。

　その平穏、幸福を少しでも維持するために、利用しやすい〈解放者〉に手を出したまでで、そこに旨うまみがないのであれば、その関係性もろとも切って捨ててもいいほどだ。そして、〈神翼族エルブランシユ〉の庇ひ護ごは、主権を侵しさえしなければ都合のいい笠かさになる。

　──〈神翼族エルブランシユ〉は『世界の管理者』としての役割を果たしたい。

　それはつまり、『世界の管理者』としての力を顕けん示じするため、かの種族の下に他の種族を一つでも多く置きたい。〈神翼族エルブランシユ〉を『世界の管理者』として上位の種族として認めるのであれば、その下につく種族が自治を続けるのもさして問題はない。

　──〈解放者〉は同盟国からの援助、ないし端的な援助がほしい。

　そのために失うものが〈解放者〉という国の尊厳や理念でなければ、特に他のこだわりはない。仮に〈神翼族エルブランシユ〉を『世界の管理者』と認めることでもまったく問題はない。

　つまり。

「まぁ問題という問題は……あらへんなぁ」

　じっと考えこんでいたセイレがぼそりと呟つぶやくのを聞き、ティファリシアは表情を変えずに言う。

「でしょう？　お三方は突拍子がないとお考えになられたかと思われますが、こうして具体的に言葉にして考えてみれば、そこにさしたる壁は存在しないんです。──いえ、むしろ利しかないとすら言えるかもしれません」

　他種族の血が混ざっている［劣血種アブセンス］だからこその、種族の壁を越えた利という発想。

　さもそれが世界の真理でもあるかのように、堂々と口にするティファリシアに。




「なにを、言ってやがるんですか」




　押し黙っていたアルファ・ステイシスが。

　作り笑顔をかき捨て、素すの苛いら立だった表情を浮かべた〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こが。

　強く、言う。

「そんなもの結べるわけがありやがりませんよ」

　清せい楚そで神々しい空気をまとっていた少女が、乱暴とすら言える口調で、ティファリシアをまっすぐ睨にらむ。

「……あぁまぁ、アルアル、巫女ちゃんだもんね？」

「そーゆうことを言ってんじゃありやがりません」

　太たい公こう望ぼうの助け船をぴしゃりとはねのけ、アルファが口を開き、




「……〈神翼族エルブランシユ〉が、たんてきなしはいではなく、めいもくじょうでもたしゅぞくとたいとうにならんだかたち──どうめいをむすぶことじたいがゆるされない」




　今までずっと。

　一切言葉を発さなかったレウが。

　すべて了解してるとばかりにアルファを見て言う。

「だから、あくまで〈神翼族エルブランシユ〉は〈解放者〉の『種族旗』をてにしているだけで、みずからの『種族旗』をべつのしゅぞくにあずけることはありえない──そういいたいんでしょチグハグ」

「──あんたにボクたちのなにがわかりやがるっていうんですかクソノゾキ魔」

　ぴしゃりとはねのけるように返したアルファと、無表情にそれを見返すレウ。

　一気に一触即発の形をつくりあげた二人に、太公望が戸惑いつつ言う。

「……んと、レウレウとアルアルは面識があるのカナ？」

「こたえたくない」「あんたに答える義務はありやがりません」

「わーぉ……」

　声を揃そろえてぴしゃりと断られ、そのとりつく島のなさに太公望は大げさに手を広げる。

　そうしてそんな彼女たちのやりとりにもじっと耳を傾けていたティファリシアが、

「ではこうしましょう」

　と舵かじをきって。




「わたしたち〈解放者〉が〈神翼族エルブランシユ〉の『種族旗』を譲り受けてきます」




「「は？」」

　揃そろった声は、〈海精族シーレーナ〉の二人があげたもので。




「その上で奪ってきた〈神翼族エルブランシユ〉の『種族旗』をあなたたち〈海精族シーレーナ〉にお譲りします。それで三種間同盟三すくみの関係は成り立つはずですから。そのための協力を〈海精族シーレーナ〉の方々からいただければ幸いです」




　淡々と述べるその言葉に、いきり立ったのは〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こだった。

「な──！　なにを言ってやがるんですかこのボケは!!　そんなことできるわけが──」

「可能かどうかはやってみなければわからないことです。第一、わたしはそのことを隠してもいません。そちらはいくらでも準備できるはずですが」

「──だ、だと、しても……そんなの許されるわけがないでしょう!?」

　可愛かわいらしい外見と声のせいでまるで迫力のない叫びは、〈解放者〉の《誓約者ルーラー》に届かない。

「許されるもなにも、これは〈解放者〉と〈海精族シーレーナ〉のあいだでの話です。あなたには関係ないでしょう？」

「関係ないわけが──」

　ない。

　そう続けられない理由を、〈神翼族エルブランシユ〉の彼女は知っている。

　なぜなら──〈解放者〉の《誓約者》が今口にしているのは、他ならぬ〈神翼族〉と〈海精族〉が画策した〈解放者〉の『種族旗』のやりとりとまったく同じものであるから。

「巫女であるあなたに許されるのは、庇ひ護ごを求めた〈解放者〉の《誓約者ルーラー》を、〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》の下に連れて行く──それだけではないですか？」

「き──きさま……っ」

　うぐぐと歯は噛がみするアルファに、一瞬申し訳なさそうな表情を浮かべたティファリシアは目を閉じ、まるで自分に言い聞かせているかのように告げる。

「自らが行うことのすべては、自らにも降りかかる可能性を考慮すべきなんでしょうね」

　自業自得。因果応報──。

　そう口にしたティファリシアは、圧倒されている二人の〈海精族シーレーナ〉に向き直ると。

「ああ、ちなみに『種族旗』を奪えなかったらという話をされる必要はありませんよ。仮にそのような結果になった場合でも、犠牲になるのは〈解放者〉だけですから。もっとも──その危き惧ぐは杞き憂ゆうに終わると思いますが」

　一息でそう言い切り。

「さて。お二方はいかがお考えですか？」

　キレイに首を傾かしげた。
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終章　お金がないならたかればいいじゃない









「レイジっちさ……どんな魔法を使ったワケ？」

〈海精族シーレーナ〉と〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄戦争》が終結し、〈解放者〉の『種族旗』の所有権が〈神翼族エルブランシユ〉に移り、悔しげに歯は噛がみしたアルファが、〈解放者〉の申し出を報告しに〈神翼族〉の国フイレンタニアへ帰ったあとで。

　太たい公こう望ぼうは、セイレとなにやら話し込こむティファリシアを見つめ、心底不思議そうに問いかける。

「あんたには俺があいつになにかしたように見えんの？」

「見えないょ。だから訊きいてるんだょ」

　レイジがなにかしたのは確定事項。

　そう断じる彼女に、レイジは長く息を吐いて。

「……ほんとおまえら《英雄》ってやつの目は節穴だな」

　心底呆あきれるように。

　そうして途方もなく楽しげに、言う。




「そうやって、あいつ自身を見ることができないうちは、あんたら《英雄》どもが何回挑んだって俺たちに勝つことは絶対ねーよ」




　楽しそうなのに──どこか憐あわれむようなその眼まな差ざしに、太公望は目を見開く。

〈神翼族エルブランシユ〉と〈解放者〉。

　彼女たちを呼び込み、真正面から突つきあわせたのは自分たち〈海精族シーレーナ〉だ。

　彼女たち二種族の水を〈海精族シーレーナ〉の盆の上で転がし、うまくこぼしたはずだったのに──気づけばそこにはもう一段大きな盆があった。

　それは〈解放者〉の《英雄》レイジというあらかじめ予期できていた未知の存在だけでなく、［劣血種アブセンス］にして《英雄》のおまけとしか思っていなかった《誓約者テイフアリシア》の、二段構えの盆だったのだ。

　──覆ふく水すい盆に返らず。

　だがそのこぼれた水は、さらなる大きな〈解放者〉という盆に流れただけ。

〈海精族シーレーナ〉はその盆の上で転がされる水でしかなかったのだ──。

「──結局……ぁたしたちの完敗ってワケ」

　どこか晴れ晴れとした表情でそう言った太公望に、レイジはさらりと言う。

「お？　なに、【勝負】は諦あきらめんの？」

「え？」

【勝負】？

　そこまで考えて、太たい公こう望ぼうは気づいた。

　レイジのハジメテを奪う、童貞争奪戦。

〈解放者〉の勝利条件はワタツミノミヤから脱出すること。

　つまり、まだその〈解放者〉の勝利は確定しておらず、同盟自体は成立していても主導権のありようは決定していない。

「まあ三種族同盟が成立したら主導権とかだいぶどうでもよくなるけどな。今のが敗北宣言なら俺らの勝ちってことでいいよな？」

　その不敵な笑みを見て。

「──きゃっは、そんなの許すわけなくなくなぃ？」

　太公望はイタズラっぽく笑って、レイジに釣つり竿ざおの先を差し向けた。





　　　　◇◆◇






「ご主人さま」

　本気を出す──そう宣言して、形なり振ふり構わず襲いかかる太公望から逃げ続け、〈海精族シーレーナ〉の王宮へと入りこんだレイジは、突如影から現れたレウに、素すで驚いた。

「お、おおレウか……もう『かたわらの闇やみ』使えるようになってんの？　──ああ、『種族旗』は〈神翼族エルブランシユ〉のものになってるし、童貞争奪戦自体は終わったって体ていになってんのね。よしそれならすぐ逃げるぞさあ逃げるぞさっさと逃げるぞ」

「ご主人さまは──やっぱりすごい」

「え、なに？　いいから早く──」

「ぜんぶ──ぜんぶご主人さまのいうとおりになった」

　そのご主人さまの言葉に耳を貸さず。

　熱っぽく語るレウに、レイジはここでその会話にのらなければ目的が達されないと悟って、鼻から息を抜く。

「…………別に全部じゃねーだろ」

「それは、うそ」

　あの日。

　太公望がティステルに現れ、〈海精族シーレーナ〉との同盟の話を持ちかけてきて、レウがその同盟についてどう考えているのか聞いたとき。

　レイジが答えたのは、最終的に〈神翼族〉を含めた三種族同盟に至るという今回の顛末そのものだった。

　レイジは太たい公こう望ぼうがティステルに至る前にどこに行っていたかをレウに尋ね、それが〈神翼族〉の領地エルケア浮遊島であると知っただけでそう予測したのだ。

　ティファリシアではないが、それはもはや──未来予知としか言いようがない。

「……ご主人さまは、じつは〈神翼族エルブランシユ〉なの？」

「あー？　なわけねーだろ。……ま、『未来既知魔法』の仕組みはおそらく似たようなもんだろうけどな」

　にやりと笑ったレイジは、すぐにめんどくさそうにガリガリと頭をかき、投げやりに言った。

「つーか何度も言ってんじゃん、大事なのは事前の情報収集と分析。俺を褒めんなら、ぴったり同じ分だけ自分も褒めろ」

「……えっち」

「はあ!?」

「じぶんをなぐさめろって、つまりそういうこと」

「そもそもなぐさめろって言ってねええええええ!!」

「でも私はご主人さまになぐさめられたい」

「事実をねじ曲げたままごり押ししようとしないでくれる!?」

「じょうだん」

「……お前の冗談はいつもまったくシャレになってないんですよね」

　はああと、ため息を吐ついたレイジは、不意の違和感に眉まゆをひそめ、顔をあげる。

「だから──────ない」

　小さくて聞こえなかった声。

「……あ？　なんだって？」

　廊下の先で、逆光の位置に立ったレウは、じっとこちらを見つめているらしい。

　その表情が眩まぶしくてよく読み取れなくて──

「…………レウ？」

　声をかけたレイジに、彼女は寂しげに笑い。




「だから私は──ホウバミレイジの、てきにならないといけない」




　そう、はっきりと告げて。

　レウ──〈幻魔族ストレーガ〉の［四血姫］クランレウ・シミシカは、レイジの前から消えた。


〈了〉









あとがき




　毎度ありがとうございます。忘れたこと自体を忘れる！　刈かり野のミカタです。

　前巻より五ヶ月もお待たせしてしまって申し訳ありません……！　やっとこさの二巻でございます。

　さて、今巻は口絵などをご覧いただくとご想像がつくかもしれませんが……そういうシーンが多めとなっております（満面の笑み）。

　もちろん、自由なニートは健在で、どうにかニートに対抗しようとする主にティファリシアのがんばりなどをお楽しみいただければ幸いです。

　自由と言えば、即座に思い当たるのが我が家の猫。

　相変わらず飯くれ飯くれと起こしたり邪魔しにきたりするのですが、ご飯を食べたらなにをするかというと、「遊べ」「撫なでろ」の二択です。

　無視して放っておいたり、仕事するからと追い出してドアを閉めたりすると著者近影のような行為に出ます。鍵のかからない部屋なので、しばらくガリガリガチャガチャされるとあっさり開きます。どや顔で部屋に入ってきて仕事机にのります。ものすごく自由です。

　仕方ない、と諦あきらめてしばらく撫でたり遊んだりすると満足して出て行きます。

　やれやれ、やっと仕事ができる……そう思いながらドアを閉めると、




　ガリガリガチャガチャ




　自由です。

　以下謝辞です。

　なにはともあれ担当編集Ｏ様。Ｏ様に「面白かったです」と言われる度に、刈野は「あ、今日も生きてていいんだな」と思えます。本当にありがとうございます。特に今巻は、後半部分の修正で大変お世話になりました。これからもよろしくお願いします！

　キャラクターの創造神ねこめたる様。今巻新キャラの造形も最高でした！　特に口絵のあのキャラは担当さんとめっちゃ可愛かわいいな!!を連呼しました。ビジュアルもさることながら表情がまたよくて……刈野はこのイラストで今日もご飯がおいしくいただけます。

　また、友人、作家仲間、見えるところも見えないところも支えていただいた方々。

　Ｙ編集長をはじめ、編集部（特にＫ様には某キャラの口調でお世話になりました）や営業部の方々、デザイナー様、校正様、印刷所や書店員の皆々様。

　そして、なによりもここまでお読みくださった貴方様に全力の感謝を──。

　またお会いできますように！


刈野ミカタ









特別付録　書き下ろし短編







「そういやお前って普段自分の部屋でなにしてんの」

「──は？」

　ある日の昼下がり。ティファリシアが政務について相談しにレイジの部屋に行くと、逆にレイジからそんな風に尋ねられた。

「急に……なんですか」

「いや別に。なんとなく思っただけ」

「はあ……自分の部屋で、ですか？」

「そうそう。いろいろあんじゃん？」

「……まあ、それこそティステルの──」

「うん、そういうつまんないことじゃなく。誰かから見られたら恥ずかしいようなことね」

「な──なんでそんなことを知りたいんですか!?」

「逆に訊くけど──なんでだと思う？」

「え……」

　レイジがこのように訊くときは必ず意味が──

「まあ別に深い理由はないんだけどな。単に暇なだけで」

「最低ですね!!」

「いやいやいつも言ってんじゃん情報こそがすべてだって。あらゆることは知ることから始まるんだぜ？」

「もっともらしいことを……」

「で？」

「あるわけないです！」

　きっぱり断言して、ティファリシアはレイジをにらむ。

「先ほども言いましたが、特に最近は雑務の残りを片付けていたら他のことをするような時間自体がありません」

「ほー、まったく？　全然？　ただの一瞬も？」

「……それは……ただの一瞬もと言われれば、違いますが」

「だよなー。一瞬どころか、仕事と仕事の合間、仕事を終えて入浴するまでのちょっとしたときとか息抜きするくらいの時間はあったよなー。特に一昨日とかの仕事量なら自分の時間を過ごすくらいの余裕はね」

　妙に具体的な話に。

　ティファリシアは胸騒ぎを覚えて早口に言う。

「一昨日は、確かに……その、軽い書物を読むくらいの時間はありましたけど」

「一昨日は、な」

「…………あの、なんの、話ですか」

「えー？　だからティファリシアが普段自室でしてる恥ずかしいことの話だけど？」

　にやにや笑うレイジに。

　その回りくどい尋ね方に──ティファリシアは悟らざるをえない。

　これは違う。表面上の言葉通りに、ティファリシアが普段部屋でしていることを訊いているわけではない。そうではなく、その先にあるなにかを目的にしている。

　むしろ──レイジは知っているのではないか？

　ティファリシアが普段部屋でなにをしているのかを。

　そう考えた瞬間、ティファリシアは恥ずかしさで顔を真っ赤にしてでもただちに言い訳しなければならないことに気づいた。

「あ、あの……ですね。べ、別に恥ずかしいことではないですが──その……い、以前、お母様の服を着て、え……〈森霊族〉の《誓約者》ごっこ……をしていたのは──ふ、深い意味があってですね」

「へえええｗ　ちなみにどういう意味？」

「ぅ、ぐ……ぁの、一応、わたしも、〈森霊族〉の王族の、末席にいて……」

「あー王位継承権が下位でも万が一ってことはあるもんな！　まずないけど！　そもそもあっても別に《誓約者》ごっことか役に立たないけど！」

「ぅぅぅ……っ」

「まあ俺が訊きたいのはそっちのほうじゃないんだよなー」

「こっちじゃない!?」

「もっとまずいほうがあるだろ？」

「も……もっと……？」

　ティファリシアの中で、誰かに見られて恥ずかしい自室での行為といえばそれくらいしか──

　いや。

　まさか──。

　あれを見られた？

　すべてを了解したようなにやにや顔のレイジに、すでに顔が赤いティファリシアは、うつむいて、もういっそ泣き出しそうになりながら、小さな小さな声で言う。

「ぁ……ぁの……本を、読んでいる、途中で……たまに……そのぉ……き、気持ちが、たかぶってしまって……ぁの………………つまり……あれは、だから……自然の反応というか──」

「──はいオッケー」

　突然、レイジがパンと手を鳴らして。

　びくりと身体を震わせたティファリシアが何事かと顔をあげると、いつの間にかレウが部屋にいた。

「こんな感じで誘導すれば弱みなんて相手のほうから勝手に話してくれるわけだ」

「──なるほどべんきょうになった。さすがはご主人さま」

「え…………え？」

　誘導？　相手のほうから勝手に話す？

　レウに、相手の弱みを握る方法を教えるために、ティファリシアをダシにした？

　レイジは──別にティファリシアがなにをしていたかなんて知らなかった？

「まあ難易度は相手次第だけどな。いやー相変わらずティファリシアはいい暇つぶしもといサンプルになってくれて助かるわ」

「────」

「ん？　なに？　感激して言葉もない？　俺もティファリシアの新たな一面が知れてよかったわー。〈森霊族〉の《誓約者》ごっこ（笑）」

　ぽんと肩を叩かれたティファリシアは、生ぬるい笑みを浮かべるレイジに、怒りでぶるぶると震え──

「あ、それとももう一つのほうをいじったほうがいいか？」

　最低の相手に、最低の弱みを握られたのだと知って勢いを失し、力なく肩を落とした──。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ねこめたる

　　装丁／百足屋ユウコ＋松田マサヨシ（ムシカゴグラフィクス）





















異世界ならニートが働くと思った？２




魔族の姫を従者にして姫ハーレムを作ります。




【電子特典付き】








刈野ミカタ





ＭＦ文庫Ｊ





2016年1月25日　発行





ver.002





©Mikata Karino 2016





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『異世界ならニートが働くと思った？２　魔族の姫を従者にして姫ハーレムを作ります。』

2016年1月31日　初版第一刷発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg
NH=ZHY

e

BETABRRTS o

5RR=5

RTHED

Y

LOFONEE>THRH—BHFETT,

A=

BHRRES=—MIECEBO?2 MEOEEEIIL T\ -LULERDET,
REFBRSNE G EDWERS (FROKED. TILIOBCRGHEN

TR =— N - BIRLA Vi, (REWS) THOEDEFRLT VOBV
CHIER CBAIL (R ORERALLE—OED, $<OMRETEYF?
PRV STV, JoUR -G, TP IR MEERMESODEERS
TWBE. RARERRBIRIC CHIHE & T2

[UAIo50 K—F—EHR BN ESH—DFDHAFEH-TVSOFLH? ]

MRIIfc) [RAZAZR1?) (BRE) OHTEEI T [Ha]HhED—!






OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg
/////r//ﬂ/\






OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg
AT

BOOKY~WALKER





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
\\\\

Ty =[N SRR |

Gong Wang .
GBIEIE) O (i)





OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
3

Tt oD O

1z
)
1,
(=}
L5
LA
D
£
jJ:
Ly

P288

>+
A

]
zZ
ol AR HE 7 —1 1 WS )e

U7 —1 |

NTRES USSR L7 |

P235 P168 P120

Z

-

k1

NS OVFE 7|

P86

1 1

ol 71

1k |

e 7 —| |

Pl

v, <)
iNW”
N\

N A
1 2] L
N






OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
~ Z

SR






OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		CONTENTS


		一章　ニートは寝て待つ


		二章　ニート、飛翔す


		三章　ニート、歓待される


		四章　ニート、生き様を主張す


		五章　ニート、賭けられ賭ける


		六章　ニートは笑う


		終章　お金がないならたかればいいじゃない


		特別付録　書き下ろし短編


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg





